
流
動
的
過
剰
八
日
の
創
出
と
国
家
資
金

―
―
三
菱
重
工
長
崎
造
船
所
に
お
け
る
訓
練
付
一
時
帰
体
の
分
析
―
―

三

は
じ
め
に

Ｉ
　
過
剰
設
備
の
処
理
形
態
と
労
働
力
編
成
の
基
本
課
題

１
　
過
剰
設
備
の
処
理
形
態
と
国
家
の
資
金
補
填

２
　
造
船
比
率
の
低
下
と
労
働
力
編
成
の
基
本
課
題

Ⅱ
　
流
動
的
過
剰
人
口
の
創
出
と
職
業
訓
練

１
　
流
動
的
過
剰
人
口
の
創
出
と
職
業
訓
練

２
　
企
業
集
団
内
の
労
働
力
移
動
と
職
種
転
換
訓
練

３
　
手
待
ち
時
間
の
切
詰
め
と

「多
能
工
」
化
教
育

４
　
実
労
働
時
間
の
延
長
と

「
歩
行
」
訓
練

Ⅲ
　
労
働
力
処
分
権
の
留
保
と
国
家
資
金
の
合
法
的
利
用

流
動
的
過
剰
人
口
の
創
出
と
国
家
資
金
　
　
　
・　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
三
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流
動
的
過
剰
人
日
の
創
出
と
国
家
資
金

１
　
労
働
力
処
分
権
の
留
保
と
賃
金
補
助

２
　
訓
練
受
講
者
の
剰
余
価
値
生
産
へ
の
参
加

３
　
国
家
資
金
を
利
用
す
る
訓
練
と
企
業
内
教
育
と
の
重
畳

Ⅳ
　
国
家
資
金
の
合
法
的
利
用
の
帰
結

１
　
流
動
的
過
剰
人
口
の
創
出
と
滞
留

み
　
企
業
集
国
内
の
労
働
力
移
動
と

「自
己
都
合
退
職
」

３
　
労
働
強
度
の
上
昇

４
　
退
職
金

「優
遇
」
制
度
と

「
希
望
退
職
」

５
　
社
外
工
比
率
の
上
昇

お
わ
り
に

ヤま

じ

め

に

国
家
独
占
資
本
主
義
に
お
け
る
相
対
的
過
剰
人
口
の
創
出
が
、
産
業
資
本
主
義
の
段
階
に
お
け
る
そ
れ
と
異
な
っ
て
、
国
家
の
介
入
、
し
た

が
っ
て
、
国
家
資
金
の
利
用
を
支
柱
と
し
て
、
お
こ
な
わ
れ
て
き
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
発
達
し
た
資
本
主
義
国
で
広

く
確
認
さ
れ
た
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
、
諸
家
の
研
究
成
果
も
ほ
ぼ

一
致
し
て
認
め
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、　
一
九
七
〇
年
代
後
半
以
降
の
発
達
し
た
資
本
主
義
国
に
お
け
る
労
働
力
政
策
を
回
顧
す
る
と
き
、
国
家
資
金
の
利
用
形
態
、
お

よ
び
そ
れ
に
か
か
わ
る
相
対
的
過
剰
人
口
の
創
出
形
態
に
一
定
の
変
化
が
認
め
ら
れ
る
。

わ
が
国
の
従
来
の
特
徴
と
の
関
連
で
い
え
ば
、
そ
れ
は
次
の
諸
点
に
要
約
で
き
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
第

一
に
、
国
家
資
金
が
、
雇
用
の

維
持
も
し
く
は
雇
用
の
創
出
を
条
件
に
、
企
業
主
に
直
接
支
給
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
就
職
促
進
手
当
制
‐度
や
失
業
保
険
金
口

一
一
一二



座
振
込
制
度
な
ど
に
具
体
化
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
失
業
者
の
生
活
保
偉
の
形
骸
化
と
擬
制
化
と
い
う
限
界
を
も

っ
て
い
た
と
は
い
え
、
国
家

資
金
が
失
業
者
に
支
給
さ
れ
て
い
た
時
期
に
較
べ
て
、
無
視
し
え
な
い
変
化
と
な
っ
て
い
る
。

第
二
に
、
事
業
所
レ
ベ
ル
に
お
い
て
過
剰
化
さ
れ
た
労
働
力
が
、
国
家
資
金
の
受
給
に
よ
る
再
訓
練
を
受
け
て
企
業
集
団
内
の
剰
余
価
値
生

産
や
そ
の
実
現
に
携
わ
っ
た
の
ち

「
反
発
」
さ
れ
る
場
合
が
多
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
す
べ
て
の
過
剰
な
労
働
力
に
つ
い
て
妥
当
す
る
わ

け
で
は
な
ぐ
、
若
年
労
働
者
層
に
特
定
さ
れ
る
傾
向
な
の
だ
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
企
業
レ
ベ
ル
に
お
け
る
過
剰
な
労
働
力
の
企
業
か
ら
の

直
接
の

「
反
発
」
と
い
う
、
高
蓄
積
過
程
の
開
始
期
に
典
型
的
に
み
ら
れ
た
事
態
と
は
、
異
な
っ
た
特
徴
で
あ
る
こ
と
に
は
ち
が
い
な
い
。

こ
れ
ら
の
形
態
変
化
は
、
国
家
資
金
の
利
用
が
相
対
的
過
剰
人
口
の
創
出
に
結
果
す
る
諸
条
件
、
し
た
が
っ
て
、
そ
の
利
用
が
雇
用
の
維
囀

や
創
出
と
し
て
現
わ
れ
る
た
め
に
必
要
と
さ
れ
る
諸
措
置
に
つ
い
て
た
ち
い
っ
た
検
討
を
加
え
て
い
く
た
め
の
、
好
個
の
素
材
を
提
供
し
て
い

る
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
国
家
資
金
の
利
用
に
よ
る

一
時
帰
体
や
訓
練
の
実
施
が
、
解
雇
を
回
避
す
る
た
め
の
有
効
な
手
段
で
あ
る
、

と
い
う
見
解
も
、
形
態
変
化
に
か
か
わ
っ
て
流
布
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
う
し
た
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
ヘ
の
適
切
な
批
判
を
お
こ
な
っ
て
い
く
た
め
に

も
国
家
資
金
の
利
用
形
態
と
、
そ
れ
に
か
か
わ
る
相
対
的
過
剰
人
日
の
創
出
形
態
の
変
化
に
つ
い
て
、
吟
味
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ま

う
に
考
え
ら
れ
る
。
本
稿
は
、
こ
の
よ
う
な
問
題
関
心
か
ら
、
三
菱
重
工
業
長
崎
造
船
所
に
お
い
て
雇
用
安
定
資
金
制
度

（
一
九
七
七
年

一
〇

月

一
日
施
行
）
を
も
と
に
実
施
さ
れ
た
訓
練
付

一
時
帰
体
に
つ
い
て
分
析
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

（
４
）

す
で
に
筆
者
は
、
同
様
の
問
題
関
心
か
ら
、
新
日
本
製
鉄
広
畑
製
鉄
所
を
対
象
に
分
析
を
こ
こ
ろ
み
た
こ
と
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
あ
ら
た
め

て
造
船
業
、
し
力、
も
長
崎
造
船
所
を
と
り
あ
げ
よ
う
と
す
る
の
は
、鉄
鋼
、
自
動
車
の
各
産
業
と
と
・も
に
戦
後
日
本
資
本
主
義
の
高
蓄
積
を
主
導

し
た
造
船
業
は
、
組
立
工
業
の
な
か
で
も
労
働
集
約
的
性
格
の
強
い
産
業
で
あ
は
、
し
た
が
つ
て

過ヽ
剰
設
備
の
顕
在
化
と
と
も
に
す
す
ん
だ
相

対
的
過
剰
人
口
の
創
出
も
、
ひ
と
き
わ
規
模
の
大
き
か
っ
た
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
、
超
大
型
船
舶
の
生
産
に
特
化
し
て
き
た
長
崎
造
船
所
は
、

船
舶
需
要
の
減
少
と
需
要
船
型
の
中
小
型
化
の
影
響
を
も
っ
と
も
強
く
被
っ
た
事
業
所
で
あ
り
、
こ
こ
で
す
す
め
ら
れ
た
労
働
力
の
「
反
発
」

流
動
的
過
剰
人
日
の
創
出
と
国
家
資
金
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流
動
的
過
剰
人
口
の
創
出
と
国
家
資
金

は
三
菱
重
工
社
を
構
成
す
る
ほ
か
の
事
業
所
は
も
と
よ
り
、
他
社
の
各
事
業
所
に
較
べ
て
も
、

（絆伍
）

（
１
）

黒
川
俊
雄

『現
代
労
働
問
題
の
理
論
』
、　
一
九
六
八
年
、
労
働
旬
報
社
、
第

一
編
第
四
章
、
大
木

一
訓

『雇
用

・
失
業
の
経
済
分
析
』
、
一
九
七
九
年
、

大

月
書
店

、
第

一
編
第

四
章
、　
Ｆ

∽
８
一一ｏ
●

８
ｏ
●
ｏ
日
一ρ
ｃ
ｏ
ヽ
●

Ｏ
ｏ
日
中８

８
二
喘
』

鮎
ヽ

り
鐘
Ｌ

８

８
日
付
Ｌ
の
お

守
目

ｏ
Ｌ
ｏ
■

Ｆ

お
く
●
ｏ
即
〕ｏ
●
ｏ
日
Ｆ

ｏ
一
句
Ｏ
【中一】ｏ
Ｃ
Ｐ

哺
」
出
いφ
て
Ｆ
Ｈｘ
”■
ｏ
ヽ
．同
ｏ
ｏ
●
ｏ
日
Ｆ

り
ｏ
ｒ
一一ρ
“
①

ｒ
”

ｏ
＞
”
Ｈ↓
＞
Ｆ
Ｈ
∽
ソ
〔
Ｕ

］≦
Ｏ
Ｚ
Ｏ
「
Ｏ
ｒ
Ｈ∽
弓
国

∪
、ぃ
弓
＞
弓
。　
↓
ｏ
ヨ
ｐ

【・
は
ヽ
ｒ

同
ヽ
】いいｏ
房

∽
３
【単
ｙ

り
賞
●

（邦
訳
、
フ
ラ
ン
ス
共
産
党
中
央
委
員
会
経
済
部

・
『
エ
コ
ノ
ミ
ー
●
工
・
ポ
リ
テ
ィ
ー
ク
』誌

『国
家
独
占
資
本
主
義
』

上
、
大
島
雄

一
訳
、　
一
九
七
四
年
、
新
日
本
出
版
社
）
第
四
章
第
二
節
な
ど
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
２
）

こ
の
う
ち
も
っ
と
も
大
き
な
変
化
は
、
個
別
的
・
集
団
的
な
解
一雇
の
規
制
を
目
的
に
西
欧
諸
国
に
お
い
て
制
定
さ
れ
た
一
般
的
法
律
で
あ
る
。
わ
が

国
で
は
解
雇
規
制
法
は
制
定
さ
れ
て
い
な
い
が
、
わ
が
国
２
雇
用
保
険
法

（
一
九
七
五
年
四
月
全
面
施
行
）
と
そ
の
一
部
改
定
に
よ
る
雇
用
安
定
資
金

制
度

（
七
七
年

一
〇
月
施
行
）
に
具
体
化
さ
れ
て
い
る
国
家
資
金
の
企
業
主
へ
の
給
付
に
よ
る
雇
用
の
維
持
も
し
く
は
創
出
の
制
度
は
、
西
ド
イ
ツ
の

雇
用
促
進
法
に
も
と
づ
く
操
業
短
縮
手
当
制
度
を
参
考
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
類
似
の
制
度
は
、
西
ド
イ
ツ
の
ほ
か
に
も
西
欧
各
国
で
広
く
実
施
さ
れ

て
い
る
。
ｔ
れ
ら
の
制
度
の
各
国
別
に
み
た
目
的
、
予
算
、
給
付
条
件
な
ど
に
つ
い
て
は
、
Ｏ
同
Ｏ
Ｕ
ヽ
く
ｏ
“

，

Ｃ
お
日
Ｌ
ｏЧ
日
ｏ●
計
く
ｏＦ
目
・
じ
譴
Ч

Ｆ
Ｈ●

に
詳
し
い
。

（
３
）

遠
藤
政
夫

『完
全
雇
用
政
策
の
理
論
と
実
践
』
、　
一
九
七
六
年
、
労
務
行
政
研
究
所
、
第
四
部
第
二
章
、
北
川
俊
夫

『詳
解
雇
用
安
定
資
金
制
度
』、

一
九
七
八
年
、
労
働
基
準
調
査
会
、
第

一
編
第
三
？
五
章
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
４
）

拙
稿

「
訓
練
付
一
時
帰
体
の
経
済
的
基
盤
と
諸
結
果
」
、
『立
命
館
経
済
学
』
第
二
七
巻
第
二
号
、　
一
九
七
八
年
六
月
。

（
５
）

戦
後
日
本
資
本
主
義
の
高
蓄
積
は
、
輸
出
と
そ
の
拡
大
を
ぬ
き
に
論
ず
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
が
、
造
船
は
、
鉄
鋼
、
自
動
車
と
と
も
に
わ
が
国
輸

出
の
三
大
品
目
を
構
成
し
て
き
た

（日
本
造
船
工
業
会

『
日
本
の
造
船
』、　
一
九
七
七
年
、
二
四
ペ
ー
ジ
）。
こ
の
た
め
、
輸
出
船
工
事
量
は
、
造
船
工

事
量
の
約
七
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
る
ほ
ど
に
な
っ
て
い
る

（
日
本
造
船
工
業
会

『造
船
』、　
一
九
七
四
年
、　
一
〇
ペ
ー
ジ
）。

な
お
、
わ
が
国
の
造
船
工
業
が
戦
後
過
程
に
お
い
て
輸
出
船
に
依
存
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
諸
要
因
と
そ
の
帰
結
に
つ
い
て
は
、
上
滝
陸
生

「長
崎

県
造
船
工
業
過
程
と
下
請
企
業
利
用
形
態
の
発
展
」
、
『福
岡
大
学
研
究
所
報
』
第
七
号
、　
一
九
六
六
年
八
月
に
詳
細
な
分
析
が
な
さ
れ
て
い
る
。

（
６
）

こ
れ
を
資
本
装
備
率
を
も
っ
て
示
せ
ば
、
船
舶
製
造

（総
合
機
械
）
は
、
従
業
員

一
人
当
り
三
、
三
八
〇

（千
円
）
で
あ
り
、
自
動
車

（四
輪
車
）

一
二
四

（８
）

も

っ
と
も
大
規
模
で
あ

っ
た
こ
と
に
よ
る
。



（
″‘
） 四

、
九
九
五

（千
円
）
の
六
七
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
、
普
通
鋼

一
五
、
二
一
〇

（千
円
）
の
二
二
・
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
に
と
ど
ま
っ
て
い
る

（
い
ず
れ
も
一

九
七
五
年
度
の
数
値
で
あ
る
。
通
産
省

『
わ
が
国
企
業
の
経
営
分
析
し
。

一
九
五
七
年
か
ら
五
八
年
に
か
け
て
全
国
の
造
船
所
を
視
察
さ
れ
た
堀
卯
太
郎
時
は
、

「
工
場
配
置
の
い
か
に
も
よ
く
ま
と
ま
っ
た
〓
一井
造
船
玉

（三
井
造
船
玉
野
の
誤
植
と
思
わ
れ
る
―
―
引
用
者
）
で
さ
え
も
、
長
崎
に
比
較
す
る
と
、
い
か
に
も
小
じ
ん
ま
り
と
し
た
造
船
所
―
―
と
い
う
感
じ

に
さ
え
な
る
」
、
と
長
崎
造
船
所
の
「雄
大
」
さ
に
つ
い
て
述
べ
て
お
ら
れ
る

（堀
卯
太
郎

『
日
本
造
船
工
業
の
現
状
』、　
一
九
五
八
年
、
国
際
海
運
新

聞
社
、
二
一
ペ
ー
ジ
）。
長
船
造
船
所
の
超
大
型
船
建
造
ド
ッ
ク

（公
称
能
力
）
は
、
三
〇
万
ト
ン
ニ
基
、
百
万
ト
ン
一
基
で
あ
り
い　
石
播
・
知
多
百

万
ト
ン
一
基
ヽ
日
立
・
有
明
八
〇
万
ト
ン
一
基
、
三
井
・
千
葉
五
〇
万
ト
ン
一
基
、
川
重
・
坂
出
三
五
万
ト
ン
、
六
〇
万
ト
ン
各
一
基
一
鋼
管
・
津
六

○
万
ト
ン

い
て
い
る
。
（
一
九
七
八
年

一
二
月
末
現
在
）
。
ま
た
、
竣
工
実
績
か
ら
み
て
も
、

０
万
ト
ン
一
基
、
住
友
・
追
浜
五
〇
万
ト
ン
一
基
に
較
べ
、
群
を
ぬ
い
て
い
る
ｃ
´
一
九
七
メ
奪

一
二
月
メ
参
嗜

　ヽ
音
ス
　
カ
コ
夢
廂
ガ
，
′
「
１

九
二
三
、　
〓
一〇
総
ト
ン
で
あ
り
、
こ
れ
は
、
長
崎
造
船
所
を
の
ぞ
く
大
手
七
社
の
各
造
船
所
の
う
ち
竣
工
実
績
の
も
っ
と
も
多
い
三
井
・
千
葉
の
五

三
二
、
四
一
九
総
ト
ン
と
較
べ
て
も
、
そ
の
一
七
八
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
に
あ
た
る

（
一
九
七
七
年
度
実
績
、
日
本
船
舶
輸
出
組
合

『造
船
関
係
統
計
資

九
二
三
、　
〓
一〇
総
ト
ン
で
あ
り
、
こ
れ
は
、
長
崎
造
船
所
を
の
ぞ
く
大
手
七
社
の
各
造
船
所
の
う
ち
竣
工
実
績
の
も
っ
と
も
多
い

九
総
ト
ン
と
較
べ
て
も
、
そ
の
一
七
八
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
に
あ
た
る

（
一
九
七
七
年
度
実
績
、
日
本
船
舶
輸
出
組
合

『造
船
関
係
統
計
資

料
』、　
一
九
七
九
年
、　
一
〇
―

一
一
ペ
ー
ジ
、
三
二
ペ
ー
ジ
）
。

（
８
）

雇
用
安
定
資
金
制
度
を
利
用
し
た
造
船
各
社

（事
業
所
）
の
訓
練
付

一
時
帰
体
の
人
員
規
模
も

「
反
発
」
さ
れ
る
労
働
力
の
規
模
に
応

じ

て
異

な

る
。
筆
者
の
知
る
か
ぎ
り
、
日
本
海
重
工

（七
八
年
二
月
）
、
林
兼

・
下
関

（七
八
年

二
月
）、
日
立

・
有
明

（
七
八
年
四
月
、
約

四
〇
〇
人
）、
石
播

知
多

（
七
八
年
八
月
、
約
六
〇
〇
人
）、
住
抜
・
追
浜

（七
八
年
九
、　
一
〇
月
、
各
月
一
二
〇
人
）、
三
菱
ｏ
長
崎

（七
八
年

一
一
月
―
七
九
年
五
月
、

各
月
平
均

一
、
二
七
一
人
）、
三
菱

・
神
戸

（七
九
年
一
月
、
四
三
〇
人
）、
ほ
か
に
時
間
、
人
員
規
模
な
ど
は
不
明
で
あ
る
が
、
三
菱
・
下
関
・
広

島
・
横
浜
、
三
井
造
船
、
日
本
鋼
管
、
佐
世
保
重
工
で
も
実
施
し
た
ょ
う
で
あ
る

（以
上
の
事
実
は
す
べ
て
、
次
の
資
料
に
よ
っ
て
い
る
。
日
本
造
船

工
業
会

『昭
和
五
二
年
度
事
業
報
告
書
」、
三
一
ベ
ー
ジ
、
『
日
本
経
済
新
聞
』、
七
八
年
三
月
一
八
日
、
同
六
月

一
〇
日
、
同
八
月
一
〇
日
、
同
九
月

二
二
日
、
同
九
月
二
四
日
、
同

一
〇
月
三
一
日
、
同
一
一
凋
一
五
日
、
『毎
日
新
聞
』、
七
八
年
九
月
二
六
日
、
『
週
刊
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
』、
七
八
年
一
一

月
二
五
日
号
、
三
二
ペ
ー
ジ
、
全
国
造
船
重
機
械
労
働
組
合
連
合
会
三
菱
重
工
労
働
組
合
神
船
支
部

『神
船
ニ
ュ
ー
ス
』、
七
八
年

一
一
月
二
〇
町
、

全
国
造
船
重
機
械
労
働
組
合
連
合
会
三
菱
重
工
労
働
組
合
長
船
支
部

『
ニ
ュ
ー
ス
速
報
』、
第
六
三
〇
号
、
七
九
年
七
月
二
日
）。

こ
の
う
ち
三
菱
重
工
・
神
戸
の
実
施
状
況
を
き
き
と
り
に
も
と
づ
い
て
示
す
な
ら
ば
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。
①
訓
練
対
象
人
員
は
、
造
船
の
現
場
作

業
に
従
事
す
る
労
働
者
に
集
中
し
て
い
る
こ
と
。
ち
な
み
に
、
船
工
部
二
三
八
人
、
修
船
部

一
三
二
人
、
鉄
部
二
七
人
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル
部
三
一
人
、
船

設
部
二
人
で
あ
る
こ
と
。
②
訓
練
対
象
人
員
四
三
〇
人
は
適
用
部
門
人
員
四
、
二
八
六
人
（休
職
派
遣
者
五
六
〇
人
を
除
く
）
の
約

一
〇
パ
ー
セ
ン
ト
に

流
動
的
過
剰
人
口
の
創
出
と
国
家
資
金

一
二
五



流
動
的
過
剰
人
口
の
創
出
と
国
家
資
金

一
一
一六

あ
た
る
こ
と
。
０

一
月
五
日

（初
出
）
に
は
、
造
船
不
況
の
要
因
、
海
運
造
船
合
理
化
審
議
会
答
申

（七
八
年
七
月
）
、設
備
削
減
の
現
況
、
各
社

「
合

理
化
」
提
案
の
内
容
、
重
工
社
船
舶
部
門
の
構
造
改
善
と
人
員
計
画
に
関
す
る
教
育
が
お
こ
な
わ
れ
、
こ
の
な
が
で
造
船
工
作
部
外
業
課
で
は

「
作
業

長
と
い
え
ど
も
規
律
を
守
ら
な
い
者
は
処
分
し
て
い
く
」

「智
恵
と
汗‐
を
両
方
だ
せ
。
そ
う
で
な
い
者
は
で
て
い
つ
て
く
れ
」
と
い
っ
た
内
容
の
「
教

育
」
ま
で
実
施
さ
れ
た
こ
と
。
０
船
舶
設
備
の
溶
接
資
格
を
も
っ
て
い
る
二
〇
代
の
労
働
者
を
対
象
に
、
鉄
構
構
造
物
の
溶
接
資
格
を
取
得
さ
せ
る
た

め
の
教
育
が
、
二
〇
日
間
実
施
さ
れ
た
こ
と
。
０
高
齢
労
働
者
を
対
象
に
、
冷
暖
一房
設
備
の
操
作
に
必
要
な
ボ
イ
ラ
ー
運
転
に
関
す
る
教
育
が
実
施
さ

れ
、
資
格
の
取
得
が
は
か
ら
れ
た
こ
と
。
０

「多
能
工
」
化
教
育
が
、
電
気
溶
接
・
ガ
ス
溶
接
ｏ
玉
掛
け
、
仮
溶
接
・
ガ
ス
切
断
・
木
溶
接
、
玉
掛
ｏ

仕
上
げ
ガ
ス
切
断
の
各
事
例
に
示
さ
れ
る
組
み
合
わ
せ
の
も
と
に
実
施
さ
れ
た
こ
と
。
０
訓
練
の
お
こ
な
わ
れ
た
七
九
年

一
月
は
、

『新
人
員
規
模
計

画
』

（七
八
年
七
月
一
日
現
在
で
神
戸
造
船
に
実
在
す
る
八
、
三
五
〇
人
の
人
員
を
八
〇
年
一
〇
月
一
日
ま
で
に
六
、
五
五
〇
人
に
減
ら
す
こ
と
を
目

的
に
七
八
年

一
一
月
に
提
案
さ
れ
た
計
画
）
の
実
施
に
う
つ
さ
れ
た
月
で
も
あ

っ
た
が
、
そ
の
三
カ
月
後
の
四
月
に
は
、
シ
ー
ラ
ン
ド
社
や
日
本
郵
船

か
ら
受
注
し
た
船
の
工
事
に
よ
っ
て
、
す
べ
て
の
船
台
と
ド
ッ
ク
が
充
足
さ
れ
て
い
る
こ
と

（海
造
審
答
申
に
そ
っ
て
休
止
さ
れ
た
船
台

一
基
に
は
鉄

構
構
造
物
が
搭
載
さ
れ
て
い
る
）
．

Ｉ
　
過
剰
設
備
ら
処
理
形
態
と
労
働
力
編
成
の
基
本
課
題

１
　
過
剰
設
備
の
処
理
形
態
と
国
家
の
資
金
補
償

建
造
さ
れ
た
船
舶
の
遊
体
化
は
、
船
舶
需
要
の
低
下
と
し
て
現
わ
れ
ざ
る
を
え
な
い
。
過
剰
船
腹
量
を
示
す
係
船
量
は
、
七
五
年
に
タ
ン
カ

「一は】ン九〔】嘲『比ンに際しヽ物嘲一脚・二層軸「″・で秘倍っけ制］［一け嗜】な「一̈
げ】一」船一討け」に封嘲詞にｒⅧどは勧

社
の
手
持
ち
工
事
量
も
、
第
１
表
に
現
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
七
四
年
を
ピ
ー
ク
に
急
落
し
て
い
る
。
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(資料)運輸省船舶局「 新造船工事状況」,同『 造船統計要覧』1978～9,32～33

ページより作成。

(注)(1)対象工場数は,78年 3月 末の34をのぞいて他はすべて35である。

(資料)ロ イド統計,運輸省船舶局『造船統計要覧』1978～ 9,12～ 13ページよ

り作成。

そ
こ
で
問
題
に
さ
れ
る
べ

き
は
、
こ
の
需
要
減
少
の
船

型
お
よ
び
船
種
別
の
内
訳
で

あ
る
。
そ
れ
と
い
う
の
も
大

手
七
社

の
船
舶
受
注

は
大

型

・
超
大
型
船
な
ら
び
に
タ

ン
カ
ー
に
、
他
の
中
小
造
船

各
社
は
中
小
型
船
な
ら
び
に

貨
物
船
な
ど
に
、
そ
れ
ぞ
れ

特
化
す
る
と
い
う
高
蓄
積
過

程
に
お
け
る
企
業
規
模
別
の

分
業
関
係
を
念
頭
に
お
く
と

き
、
需
要
の
減
少
に
対
す
る

造
船
各
社
の
対
応
は
、
減
少

幅
の
多
寡
か
ら

一
義
的
に
導

き
だ
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い

か
ら
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
推

測
さ
れ
る
こ
と
は
、
需
要
の

第1表 主要造船所新造船手持工事量の推移(1)

1974年
3月 末

197昨
3月 末

1976年
3月 末

1977年
3月 末 末

年
月

７８

３

・９

実

数

隻  lAl

G/T IBl

63(

50,102,66(

505

40,073,978

528

25,806,300

4611

10,788,940

294

5,924,720

比
率
％

ω

③

100。 C

l∞.C

８３

　

５．

73. 46.7

11.8

第 2表 新造船船型別進水隻数の推移

(隻 )数実 構成比(%)

19■年 1975年 1976増自 1977生F 1974年 1977年

翻

潮

判

引

％

３２

４７

・・８

４８７‐

・３３
２０
・０３
３３

６３

Ｗ

列
珊
凋
劃

６４‐
引

５３９
８８
６．
訓
型

Ｉ

Ｉ

59。 1

10。 1

2.5

∠ゝ48.5

ハゝ 7.9

5.5

29。 7

3.8

}△ 3.2

△ 1.4

船種
1鼻 /ンち三

２

６９

・５‐
翻 993 75。 1

,2,4. ∠ゝ10,7

89.3

|´
合    計 1,043 946 94[ 1,112 100。 C 1∞.0



第 3表 超大型船(1)受注量の推移
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一
二
八

減
少
が
、
主
と
し
て
中
小
型
船
型
に
認
め
ら
れ
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
結
末
は
、
中
小
造
船

各
社
間
の
競
争
の
激
化
と
設
備
の
遊
体
、
倒
産
と
大
手
七
社
に
よ
る
系
列
化
の
再
編
成
を

も

っ
て
終
わ
る
に
す
ぎ
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
さ
き
に
ふ
れ
た
需
要
の
減
少
は
、
中
小
型
船
と
非
タ
ン
カ
ー
の
増
加
を
凌

駕
す
る
大
型

・
超
大
型
船
と
タ
ン
カ
ー
の
減
少
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

第
２
表
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
八
千
１

一
万
総
ト
ン
級
小
型
船
と

一
万
１
三
万
総
ト
ン
級

中
型
船
の
進
水
隻
数
は
、
い
ず
れ
も
増
加
し
、
こ
れ
に
対
応
し
て
非
タ
ン
カ
ー
隻
数
も
多

く
な
っ
て
い
る
。
他
方
、
五
万
総
ト
ン
級
の
船
型
は
、
大
幅
に
減
少
し

て

い
る
。
さ
ら

に
、
こ
れ
を
二
〇
万
総
ト
ン
以
上
の
タ
ン
カ
ー
に
限

っ
て
示
せ
ば
、
第
３
表
に
認
め
ら
れ

（
２
）

る
よ
う
に
、
七
五
年
度
以
降
に
お
け
る
超
大
型
船

・
タ
ン
カ
ー
の
受
注
は
、
皆
無
も
し
く
は
そ
れ
に
近
い
状
況
で
あ
る
。

こ
う
し
た
需
要
構
造
の
内
容
か
ら
す
れ
ば
、
造
船
設
備
の
遊
体
化
は
、
大
型

・
超
大
型
船
舶
に
特
化
し
て
き
た
大
手
七
社
の
各
造
船
所
に
集

中
的
に
現
わ
れ
て
い
る
、
と
推
測
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、
大
手
七
社
の
中
小
型
船
市
場

へ
の
参
入
は
技
術
的
に
可
能
で
あ
り
、

ま
た
、
大
型

・
超
大
型
船
の
需
要
が
涸
渇
し
て
い
る
も
と
で
は
、
必
要
な
こ
と
で
も
あ
る
。
大
手
の
造
船
所
を
象
徴
す
る
大
型
の
ク
レ
ー
ン
に

は
、
運
搬
重
量
の
上
限
は
あ
る
も
の
の
下
限
は
な
い
。
ま
た
、
造
船
職
種
の
な
か
で
も

っ
と
も
大
き
な
比
重
を
占
め
る
溶
接
の
技
術
は
、
船
型

の
小
規
模
化
に
よ
っ
て
基
本
的
な
変
化
を
被
る
わ
け
で
は
な
い
。
さ
ら
に
、
造
船
設
備
の
遊
体
化
は
、
そ
れ
が
規
模
の
大
き
い
も
の
で
あ
る
だ

け
に
、
回
避
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
必
要
性
も
大
き
い
。

こ
の
よ
う
に
、
大
手
七
社
の
中
小
型
船
市
場
へ
の
参
入
は
、
必
要
で
あ
り
可
能
で
も
あ
る
の
だ
が
、
大
手
各
社
が
当
該
市
場
を
足
場
に
自
己

増
殖
し
て
い
く
た
め
に
は
、
す
で
に
当
該
市
場
を
占
有
し
て
い
る
中
小
造
船
各
社
の
駆
逐
が
お
こ
な
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
大

1973年度

1974年度

1975年度

1976年度

1977T度

(千G/T)

17,359

2,611

391

406

117

21

3

2

(資料)運輸省船舶局調べ。同『造

船統計要覧』1978～79:28～
29ページより作成。

(注)(⇒ 20万総 トン以上の油槽船

を対象 (建造許可ベース)とす
る。



手
各
社
は
、
そ
の
手
段
を
も
ち
あ
わ
せ
て
は
い
な
い
。

船
舶
の
建
造
コ
ス
ト
は
、
原

・
燃
料
、
固
定
資
本
償
却
費
、
労
務
費
、　
一
般
管
理
費
の
合
計
を
年
間
建
造
量
で
除
す
こ
と
に
よ
っ
て
得
る
こ

と
が
で
き
る
が
、
大
手
の
場
合
、
巨
大
な
造
船
設
備
と
相
対
的
に
多
く
の
人
員
を
か
か
え
て
い
る
た
め
、
そ
の
建
造
コ
ス
ト
は
、
中
小
各
社
に

較
べ
て
、
割
高
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
一
大
手
各
社
の
中
小
型
船
市
場

へ
の
参
入
は
、
造
船
設
備
の
遊
体
化
を
回
避
す
る
手

段
と
し
て
は
有
効
で
み
る
と
し
て
も
、
そ
こ
に
は
、
た
え
ず
相
対
的
な
損
失
が
つ
き
ま
と
わ
ぎ
る
を
え
ず
、
そ
の
損
失
は
、
競
争
戦
の
推
移
に

つ
れ
て
拡
大
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
し
か
も
、
巨
大
な
建
造
能
力
を
も
つ
大
手
七
社
が
あ
げ
て
中
小
型
船
市
場
に
参
入
す
る
こ
と
は
、
当
該
船
型

の
需
要
が
拡
大
し
て
い
る
状
況
の
も
と
で
あ
る
と
は
い
え
、
過
激
な
受
注
競
争
を
展
開
す
る
こ
と
に
な
り
、
大
手
各
社
の
保
有
す
る
設
備
の
一

部
と
い
え
ど
も
、
相
当
の
期
間
に
わ
た
っ
て
遊
体
せ
ぎ
る
を
え
な
い
局
面
を
う
み
だ
す
こ
と
に
な
る
。

こ
の
た
め
、
中
小
型
船
市
場
を
め
ぐ
る
各
社
の
競
争
は
、
国
家
の
介
入
に
ょ
っ
て
調
停
さ
れ
、
船
舶
建
造
の

「
健
全
な
」
運
動
に
照
応
す
る

諸
関
係
が
再
建
さ
れ
ざ
る
を
え
な
い
。

海
運
造
船
合
理
化
審
議
会

（委
員
長
、
永
野
重
雄
）
の
答
申

「
今
後
の
造
船
業
の
経
営
安
定
化
方
策
に
つ
い
て

（七
八
年
七
月
、
以
下
答
申

と
略
称
す
る
）
は
、
こ
の
ょ
う
な
背
景
に
お
い
て
策
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
現
有
設
備
能
力
九
八
〇
万
ト
ン
の
三
五
パ
ー
セ
ン
ト
に
あ
た

る
三
四
〇
万
ト
ン
の
処
理
に
あ
た
っ
て
、
基
数
単
位
の
処
理
を
原
則
的
に
採
用
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
中
小
造
船
各
社
の
転
廃
業
に
よ
る
市
場

か
ら
の
撤
退
を
促
進
す
る
も
の
に
は
か
な
ら
な
吋
″

答
申
は
、
企
業
規
模
に
応
じ
た
処
理
率
を
併
用
し
て
い
る
が
、
船
台
保
有
が

一
な
い
し
二

台
に
と
ど
ま
る
ほ
と
ん
ど
の
中
小
造
船
所
に
と
っ
て
は
、
基
数
単
位
の
原
則
に
死
命
を
制
せ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
場
合
の
処
理
率

の
高
低
は
さ
し
た
る
意
味
を
も
ち
え
な
い
。

「
特
定
不
況
産
業
安
定
臨
時
措
置
法
」

（
七
八
年
五
月
成
立
）
に
も
と
づ
く

「
特
定
不
況
産
業
信

用
基
金
】
は
、
さ
き
の
答
申
に
示
さ
れ
る
設
備
削
減
計
画
の
う
ち
、
設
備
処
理
に
と
も
な
う
担
保
解
除
資
金
の
運
用
を
目
的
に
設
立
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
が
、
そ
の
元
手
は
、
大
蔵
省
の
資
金
運
用
部
資
金
を
原
資
と
す
る
日
本
開
発
銀
行
の
融
資
に
よ
っ
て
い
る
。

一
二
九

流
動
的
過
剰
人
口
の
創
出
と
国
家
資
金



流
動
的
過
剰
人
回
の
創
出
と
国
家
資
金
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〓
一〇

過
剰
な
造
船
設
備
の
一
部
は
、
こ
の
よ
う
な
国
家
資
金
の
補
償
を
支
柱
に
、
中
小
造
船
各
社
の
犠
牲
に
お
い
て
廃
棄
さ
れ
、
こ
の
結
果
、
五

千
総
ト
ン
以
上
の
船
舶
を
建
造
す
る
こ
と
の
で
き
る
会
社
は
、
六

一
社
か
ら
五
〇
社
前
後
に
縮
小
す
る
こ
と
に
な
る
。
他
方
、
大
手
七
社
の
設

備
は
、
中
小
型
船
市
場
に
お
け
る
競
争
関
係
の
緩
和
に
対
応
し
て
、
た
だ

一
時
的
な
価
値
減
少
を
被
る
に
す
ぎ
ず
、
海
上
貯
油
セ
ン
タ
ー
や
海

上
構
造
物
な
ど
、
国
家
資
金
に
よ
っ
て
創
出
さ
れ
る
需
要
に
体
止
船
台
の
利
用
方
途
を
み
い
だ
し
、
こ
う
し
て
過
剰
設
備
の
遊
体
を
き
わ
め
て

短
期
間
に
克
服
す
る
の
で
あ
（従

。

（絆餞
）

（
１
）

英
国
海
運
会
議
所
調
べ
。
日
本
造
船
工
業
会

『造
船
不
況
と
関
連
統
計
』、　
一
九
七
八
年
、　
一
五
ベ
ー
ジ
。
　

・

（
２
）

今
回
の
造
船
不
況
が
タ
ン
カ
ー
の
船
腹
過
剰
に
端
を
発
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
日
本
造
船
工
業
会
も
認
め
て
い
る

（
日
本
造
船
工
業

会

『造
船
グ
ラ
フ

（五
二
年
度
版
と
、
五
ペ
ー
ジ
）。
し
か
し
、
造
船
不
況
の
脱
出
策
を
策
定
す
る
段
に
な
る
と
船
型
、
船
種
別
の
需
要
内
容
に
つ
い

て
は
日
を
つ
ぐ
む
こ
と
に
な
る
。
海
運
造
船
合
理
化
審
議
会

（委
員
長
、永
野
重
雄
）
答
申

「
今
後
の
造
船
業
の
経
営
安
定
化
方
策
に
つ
い
て
」
（
七
八

年
七
月
一
四
日
）
は
、
需
給
ギ
ャ
ッ
プ
を
総
量
と
し
て
予
測
し
、
過
剰
設
備
の
処
理
を
原
則
的
に
基
数
単
位
で
お
こ
な
う
こ
と
の
伏
線
に
し
て
い
る
。

（
３
）

日
本
造
船
工
業
会
の
調
べ
に
よ
る
と
、
中
小
造
船
所
と
三
菱
重
工
の
コ
ス
ト
比
較
は
、
全
体
で
は
三
菱
重
正
一
〇
〇
に
対
し
て
中
小
手
八
三
、
固
定

費
部
分
で
は
三
菱
重
工

一
〇
〇
に
対
し
六
七
と
い
う
状
況

（全
国
造
船
重
機
械
労
働
組
合
連
合
会
三
菱
重
工
労
働
組
合

『菱
労
報
』、
第
七
二
八
号
、

七
七
年
九
月
六
日
）
で
あ
り
、
三
菱
重
工
が
材
料
費
に
お
い
て
安
く
能
率
も
高
い
が
、
チ
ャ
ー
ジ
の
高
さ
が
目
立
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
時
間
当
り
に

し
て
一
、
０
０
０
円
の
差
が
つ
い
て
い
る

（同

『菱
労
報
』、
第
七
八
九
号
、
七
八
年
九
月
七
日
）
と
い
わ
れ
る
。

（
４
）

中
小
造
船
界
は

「
わ
れ
わ
れ
の
零
細
設
備
が
問
題
な
の
で
は
な
く
、
大
手
の
巨
大
ド
ッ
ク
が
設
備
過
剰
の
原
因
」
で
あ
る
と
い
う
考
え
方
を
し
て
お

り
、
今
回
の
答
申
に
つ
い
て
は

「安
楽
死
を
勧
め
ら
れ
た
よ
う
な
感
じ
」
と
受
け
と
め
て
い
る
と
い
わ
れ
る

（『
日
本
経
済
新
聞
』、
七
八
年
七
月
一
五

日
）。

（
５
）

特
定
不
況
産
業
信
用
基
金
が
、
造
船
大
手
七
社
の
利
益
に
そ
つ
て
設
立
さ
れ
て
い
る
ば
か
０
で
は
な
く
、
銀
行
や
商
社
の
利
害
を
も
周
到
に
擁
護
し

て
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
奥
村
宏

「特
定
不
況
産
業
安
定
臨
時
措
置
法
の
銀
行
・
商
社
救
済
的
性
格
」
『
企
業
法
研
究
』、
第
二
七
六
号

七
八
年
五
月
を
参
照
さ
れ
た
い
。



（
・０
）

『
日
本
経
済
新
聞
』、
七
九
年

一
一
月

一
日
．

な
お
、
設
備
の
買
上
げ
実
績
は
、
特
定
船
舶
製
造
業
安
定
協
会

（会
長
、
永
野
重
雄
）
に
よ
れ
ば
、
船
舶
建
造
能
力
で
九
社
四
八
万
九
千
修
正
総
ト

ン
、
約
二
六
八
億
円
に
の
ぼ
り
、
当
初
予
想
し
た

一
一
〇
万
修
正
総
ト
ン
に
比
べ
て
少
な
い
が
、
こ
の
差
は
各
社
が
自
力
で
設
備
の
処
分
を
お
こ
な
う

こ
と
に
よ
っ
て
充
足
さ
れ
、
全
体
と
し
て
平
均
三
五
。ハ
ー
セ
ン
ト
の
削
減
目
標
は
達
成
さ
れ
る
見
込
み
で
あ
る
と
い
う

今
日
本
経
済
新
聞
』、
八
〇
年

二
月
二
八
日
）。

七
六
年
か
ら
運
輸
省
の
実
施
し
て
い
る
大
臣
勧
告
の
操
業
度
規
制
を
そ
の
ま
ま
受
け
継
い
だ
造
船
不
況
カ
ル
テ
ル
は
、
平
均
で
ピ
ー
ク
時
比
三
九
パ

ー
セ
ン
ト
に
生
産
を
抑
制
し
て
い
る

（『
日
本
経
済
新
聞
』
、
七
九
年
八
月

一
日
）
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
受
注
競
争
の
緩
和
と
価
格
の
維
持
が
意
図
さ
れ

て
い
る
。
不
況
カ
ル
テ
ル
は
、
企
業
規
模
別
に
操
業
率
を
設
定
し
て
は
い
る
が
、
中
小
造
船
各
社
に
及
ぼ
す
負
担
が
大
き
い
だ
け
に
、
ア
ウ
ト
サ
イ
ダ

（
ウ‘
）

―
の
出
現
に
つ
い
て
懸
念
せ
ざ
る
を
え
な
い
。　
　
　
　
　
′

（８
）

戦
後
の
わ
が
国
造
船
業
の
発
展
は
、
国
家
資
金
の
補
填
に
よ
る
市
場
の
創
出
を
ぬ
き
に
論
じ
え
な
い
。
但
し
、
船
舶
需
要
の
見
込
め
た
高
蓄
積
過
程

と
今
次
不
況
と
に
お
い
て
は
、
補
填
の
形
態
が
こ
と
な
り
、
そ
れ
は
そ
れ
で
蓄
積
条
件
の
変
化
に
み
ご
と
に
対
応
し
て
い
る
。
今
次
不
況
以
前
の
国
家

に
よ
る
需
要
ら
創
出
に
つ
い
て
は
、
越
後
和
典

『
日
本
造
船
工
業
論
』、
一
九
五
六
年
、
日
本
評
論
新
社
、
第
三
章
、
同

『現
代
日
本
工
業
論
』、
一
九
五

九
年
、
法
律
文
化
社
、
第
四
章
、
政
治
経
済
研
究
所
編

『
日
本
の
造
船
業
』、　
一
九
五
九
年
、
東
洋
経
済
新
報
社
、
第
二
章
第
四
節
を
参
照
さ
れ
た
い
。

２
　
造
船
比
率
の
低
下
と
労
働
力
編
成
の
基
本
課
題
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

大
手
七
社
は
、
国
家
資
金
の
利
用
に
よ
っ
て
中
小
型
船
市
場
に
お
け
る
競
争
関
係
の
緩
和
を
確
保
し
え
た
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
船
舶
需
要

の
構
造
変
化
と
そ
れ
を
契
機
に
ひ
き
起
こ
さ
れ
た
問
題
の
す
べ
て
を
解
決
し
え
た
わ
け
で
は
な
い
。

第

一
に
、
大
手
七
社
が
共
通
に
負

っ
た
設
備
処
理
率
四
〇
パ
ー
セ
ン
ト
に
該
当
す
る
合
計
五
三
基
の
船
台
は
、
設
備
の
体
止
と
い
う
形
態
で

処
理
さ
れ
た
が
、
こ
れ
は
生
産
手
段
が
生
産
手
段
と
し
て
機
能
し
な
い
こ
と
を
意
味
し
、
設
備
の
自
然
的

ｏ
社
会
的
な
磨
損
を
ひ
き
起
こ
さ
ざ

る
を
え
な
い
こ
と
だ
け
か
ら
も
、
休
止
設
備
の
な
ん
ら
か
の
機
能
手
段
が
求
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
し
か
も
休
止
の
対
象
と
は
な
ら
な
い
設

備
に
つ
い
て
も
、
造
船
不
況
カ
ル
テ
ル
に
よ
っ
て
ピ
ー
ク
時

（七
三
年
度
―
七
六
年
度
の
最
高
操
業
度
）
比
三
四
パ
ー
セ
ン
ト
の
操
業
率
を
維

流
動
的
過
剰
人
口
の
創
出
と
国
家
資
金

一
〓
〓



流
動
的
過
剰
人
口
の
創
出
と
国
家
資
金
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〓
〓
一

持
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
の
も
と
で
は
、
船
舶
市
場
以
外
の
市
場

へ
の
参
入
お
よ
び
そ
の
拡
大
に
よ
っ
て
、
全
体
と
し
て
の
操
業
度
の
上

昇
が
図
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
に
、
過
剰
な
設
備
の
処
理
は
、
需
要
構
造
の
変
化
を
契
機
に
実
施
さ
れ
た
も
の
で
は
あ

っ
た
が
、
そ
れ
は
、
企
業
規
模
別
に
不
均
等
に

配
分
さ
れ
て
、
需
要
構
造
の
変
化
と

一
致
せ
ず
、
全
く
不
均
衡
の
状
態
で
あ
る
。
需
要
構
造
の
変
化
は
、
本
来
的
に
は
大
型

・
超
大
型
船
を
連

続
的
に
建
造
で
き
る
船
台
の
過
剰
を
顕
在
化
さ
せ
る
も
の
で
あ

つ
た
が
、
国
家
資
金
の
利
用
に
よ
る
設
備
の
処
理
は
、
中
小
各
社
の
転
廃
業
を

促
進
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
中
小
船
型
の
建
造
を
お
こ
な
い
う
る
船
台
の
廃
乗
を
す
す
め
た
に
す
ぎ
な
い
。
こ
れ
は
、
中
小
型
船
市
場
に
お
け

る
競
争
の
緩
和
に
は
役
立
っ
た
も
の
の
、
船
舶
需
給
の
不
均
衡
を
継
続
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
価
格
の
低
水
準
と
不
安
定
さ
を
基
本
的
に
は
克

服
し
え
な
い
こ
と
を
意
味
し
た
。
し
か
も
、
大
手
各
社
は
、
巨
大
な
建
造
設
備
を
背
景
に
、
工
事
消
化
ペ
ー
ス
を
競

っ
て
加
速
化
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
需
給
の
不
均
衡
を
悪
化
さ
せ
、
こ
の
面
か
ら
も
価
格
の
不
安
定
さ
を
増
加
さ
せ
こ
そ
す
れ
、
減
少
さ
せ
う
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

こ
れ
ら
の
条
件
は
、
大
手
各
社
が
、
中
小
型
船
市
場
に
お
け
る
競
争
力
を
維
持
す
る
目
的
か
ら
促
進
さ
れ
る
造
船
部
門

「
合
理
化
」
の
基
礎

的
要
因
を
な
す
と
と
も
に
、
遊
休
設
備
の
船
舶
以
外
の
製
品
分
野

へ
の
転
用
に
は
っ
て
、
操
業
度
を
全
体
と
し
て
上
昇
さ
せ
て
い
く
た
め
の
背

景
を
な
す
も
の
で
も
あ

っ
た
。

こ
の
う
ち
多
角
化
に
よ
る
遊
体
設
備
の
転
用
は
す
で
に
高
蓄
積
過
程
に
お
い
て
は
か
ら
れ
て
き
た
こ
と
で
あ
る
が
、
造
船
技
術
と
の
関
連
で

み
た
そ
の
可
能
性
は
、
船
体
加
工
、
組
立
な
ど
の
溶
接
技
術
を
利
用
す
る
製
罐

ｏ
鉄
構
工
事
部
門
、
造
機
、
回
転
技
術
を
基
礎
に
発
展
し
た
原

動
機

・
大
型
工
作
機
械
部
門
、
前
二
者
を
組
み
合
せ
た
技
術
を
応
用
し
、
こ
れ
に
化
学
的
知
識
な
ど
を
も
り
込
ん
だ
プ
ラ
ン
ト
・
各
種
機
械
装

置
お
よ
び
運
搬
機
械
部
門
、
シ
ス
テ
ム
技
術
を
利
用
す
る
海
洋
構
造
物
、
原
動
機
技
術
の
発
展
と
し
て
の
自
動
車

・
航
空
機
部
門
な
ど
の
諸
分

野
に
及
ん
で
い
る
。
ま
た
、
大
手
七
社
の
多
角
化
は
、
造
船
部
門
の

「
合
理
化
」
を
排
除
す
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
の
ほ
か
に
、
造
船

不
況
カ
ル
テ
ル
に
よ
る
申
小
造
船
三
二
社
の
操
業
度
の
抑
制
を
併
せ
採
用
す
る
こ
と
か
ら
、
中
小
型
船
市
場
に
お
け
る
中
小
造
船
各
社
と
の
関



第 4表 三菱重工の事業別売上高の推移
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4,5481     2,2911      42.

2,2681 3,99Ll 2L.
船 舶・鉄 構

原  動  機

機械・化学プラント

見 込 品・ 冷 熱

10,6201 13,3301 1oo. ol loo. ol

・７
．

２９
。

２６
．

２６
．

″ 5.6

8.5

7.8

9。 3

(資料)~全国造船重機械労働組合連合会三菱重工労働組合『菱労報』No.837,

1979年 5月 29日 ,13～ 14ページより作成。

(注)(1)1974年 については実績,1981年 については計画の数値である。

一
一一一一一一

流
動
的
過
剰
人
口
の
創
出
と
国
家
資
金

係
で
み
た
競
争
の
激
化
を
招
く
こ
と
な
く
し
て
、
す
す
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
う
し
て
大
手
各
社
は
、
造
船
設
備
の
転
用
に
よ
る
多
角
化
の
拡
大
を
す
す
め
る
の
で
あ

る
が
、
こ
の
う
ち
三
菱
重
工
に
つ
い
て
は
第
４
表
の
通
り
で
あ
る
。
船
舶
建
造
の
最
高
水
準

を
記
録
し
た
七
四
年
に
お
い
て
さ
え
、
船
舶
事
業
の
売
上
高
は
、
総
売
上
高
の
四
〇
パ
ー
セ

ン
ト
を
僅
か
に
上
廻
る
水
準
に
落
ち
込
ん
で
お
り
、
こ
の
傾
向
は
、
そ
れ
以
降
さ
ら
に
拡
大

さ
れ
て
、
三
菱
重
工
の
拡
大
再
生
産
は
、
船
舶
を
除
く
各
事
業
の
進
捗
に
よ
っ
て
確
保
さ
れ

よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
の
傾
向
は
、
大
型

・
超
大
型
船
の
連
続
建
造
事
業
所
と
し
て
の
位
置

を
保

っ
て
き
た
長
崎
造
船
所
に
お
い
て
も
、
っ
ら
ぬ
か
れ
る
。

そ
こ
で
問
題
と
さ
れ
る
べ
き
は
、
三
菱
重
工
の
事
業
別
売
上
高
構
成
の
変
化
が
、
長
崎
造

船
所
の
生
産
お
よ
び
労
働
力
の
編
成
に
お
よ
ば
し
た
影
響
に
つ
い
て
で
ぁ
る
。

ま
ず
、
船
舶
と
機
械
の
事
業
構
成
は
、
第
５
表
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
逆
転
し
、
機
械
事
業

が
事
業
総
額
の
七
〇
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
た
だ
、
こ
う
し
た

傾
向
の
な
か
で
も
長
崎
造
船
所
に
お
け
る
船
舶
事
業
の
比
重
は
、
三
菱
重
工
の
ほ
か
の
造
船

所

（神
戸
、
下
関
、
横
浜
、
広
島
）
に
較
べ
て
相
対
的
に
高
い
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
は
全
体

と
し
て
の
多
角
化
と
そ
の
も
と
で
の
各
事
業
所
の
専
門
化
、
と
い
う
機
能
分
担
の
再
編
成
に

よ
つ
て
い
る
（電

長
崎
造
船
所
は
、
横
浜
、
広
島
の
各
造
船
所
が
新
造
船
機
種
か
ら
の
撤
収
と

修
繕
船
、
鉄
構
、
海
洋
構
造
物
の
各
機
種
に
専
門
化
す
る
対
極
に
お
い
て
、
ひ
き
っ
づ
き
新

造
船
の
専
門
事
業
所
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
大
型

・
超
大
型
′
ソ
カ
ー
の
需
要
減
少
に
か
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酢
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釧
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ヽ
珈
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拳

（酢
潮
濁
独
と
い
る
さ
や
い
コ
８
コ
じ

馬
九
―
ヽ
・
珈
覇
≫
淋
鋼
淋
蹄
湘
「

『辮
靭
＝
難
』
ミ
＝
・
葛
九
―
も
汁
”
Ｑ
昧
昧
”
ｓ
再
”
ｓ
奇
爵
。

（酵
）

貧
）
刈
飾
（
計
か
ｏ

Ｔ
）
Ｎ
Ｏ
百
６
ザ
（
⑮
炉
謂
潔
ゆ
沈
⇒
叫
卜
ヽ
き
戸
も

，
べ
昇
ゆ
料
ヽ
お
ザ
ｏ

わ
っ
て
拡
大
の
見
込
ま
れ
る
Ｌ
Ｎ
Ｇ
船

（口
ｏ
●
ｏ』〓

Ｚ
，言
【ユ
〇

，ｐ
液
化
天
然
ガ
ス
船
）、
Ｌ
Ｐ
Ｇ
船

（口
唱
Ｒ
〓

Ｈゞ

Ｌｏ
ｒ
●
日

０
，ｐ
液
化

石
油
ガ
ス
船
）、　
コ
ン
テ
ナ
船
、
護
衛
艦
な
ど
の
建
造
を
手
が
け
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
も
船
舶
事
業

の
縮
小
が
避
け
え
な
い
こ
と
に

つ
い
て
は
、
す
で
に
第
５
表
に
示
さ
れ
た
通
り
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
代
わ
っ
て
拡
大
さ
れ
る
機
械
事
業
は
、
機
種
の
う
え
で
は
、
ボ
イ
ラ
ー
の

公
害
対
策
機
器
、
石
炭
を
利
用
し
て
の
各
種
開
発
機
器
、
地
熱
発
電
用
設
備
、
高
温
ガ
ス
炉
、
原
子
力
周
辺
機
器
、
さ
ら
に
洋
上
石
油
備
蓄
装

置
な
ど
に
よ
っ
て
」
“
。

第
二
に
、
労
働
力
の
編
成
で
は
、
労
働
力
の
三
菱
企
業
集
団
か
ら
の

「
反
発
」
と
企
業
集
団
内
他
事
業
所
へ
の
再
配
置
を
は
じ
め
と
す
る
労

働
力
数
の
絶
対
的
な
減
少
で
ぁ
が
。
削
減
数
は
、
七
五
年
七
月

一
日
実
在
人
員

一
六
、
側
四
一
人
の
八
〇
年
度
平
均
九
、
八
三
〇
人
、
比
率
に



第 6表 中小型船建造による殻艤の変化

譴

７０

75年
下半期

76年
上半期

76  ■ト
下半期

1幸半覇 1 菫半餓
100

100

５５

８３

誕

４６

“

４２

一
三
五

流
動
的
過
剰
人

日
の
創
出
と
国
家
資
金

磁

“

操業度(1)

(%)

殻艤比(2)´

(%)

船 工 部

艤 工 部

部

部

工

工

船

艤

(資料)全国造船重機械労働組合連合会三菱重工労働組合長船支部『ニュース

速報』No.473;76年 1月 30日 より作成。

(注)(1)74年下半期 ("期,74年 10月～75年 3月 )を 100と する。

(2)船殻プラス艤装を100と する。

し
て
四
〇

・
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
に
の
ぼ
る
（だ

、
こ
れ
は
、
生
産
量
の
低
下
に
照
応
す
る
規
模
で
は

な
く
、
造
船
設
備
の
過
剰
が
ひ
き
つ
づ
き
存
在
す
る
も
と
に
お
け
る
価
格
競
争
力
の
強
化
目
的

に
そ
っ
て
算
定
さ
れ
た
削
減
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
う
ち
の
一
定
数
は
、
多
角
化
の
進
展
に
対

応
し
て
、
三
菱
重
工
の
五
造
船
所
を
除
く
事
業
所
お
よ
び
系
列
会
社
各
事
業
所
に
再
配
置

さ

れ
、
長
崎
造
船
所
と
は
異
な
っ
た
労
働
態
様
の
も
と
に
お
か
れ
る
が
、
再
配
置
さ
れ
る
労
働
力

の
年
齢
階
層
は
、
主
と
し
て
二
〇
歳
台
の
若
年
層
に
限
定
さ
れ
、
他
の
年
齢
階
層
は
、
三
菱
企

業
集
団
か
ら
「反
発
」
さ
れ
る
傾
向
が
強
い
。
こ
の
意
味
で
、
労
働
力
の
再
配
置
前
と
そ
の
後

に
お
け
る
労
働
力
の
年
齢
構
成
は
異
な
る
。

第
二
に
、
長
崎
造
船
所
内
の
工
程
別
労
働
力
編
成
の
変
化
と
部
課
係
の
再
編
成
が
、
生
産
規

模
以
上
に
縮
小
さ
れ
た
労
働
力
を
剰
余
価
値
生
産
に
効
果
的
に
参
加
さ
れ
る
た
め
の
措
置
と
し

て
、
実
施
さ
れ
る
。
前
者
の
う
ち
も

っ
と
も
大
き
な
変
化
は
船
型
の
中
小
型
化
に
と
も
な
う
船

殻

（ロ
ロ
じ
、
艤
装

（〇
●
島
ご
∪
唱
ぼ
曰
ｏ”
↓

各
工
程
の
工
数
比
率
の
変
化
で
あ
る
。
船
殻
工

程
は
、
艤
装
品
や
機
関
部
を
搭
載
し
て
い
な
い
船
舶
の
骨
組
み
お
よ
び
外
側
に
鋼
材
と
鋼
板
を

溶
接
す
る
作
業
か
ら
な
り
、
船
型
の
小
規
模
化
に
よ
る
使
用
鋼
材
量
の
低
下
に
応
じ
て
工
数
の

減
少
が
ひ
き
起
こ
さ
れ
る
．
他
方
、
艤
装
工
程
は
、
船
体
に
機
関
や
各
種
の
設
備
、
装
置
を
取

り
付
け
る
作
業
か
ら
な
り
、
中
小
型
船
の
建
造
に
よ
っ
て
工
数
の
減
少
が
見
込
み
う
る
も
の
で

は
な
い
。
こ
の
た
め
両
者
の
比
率
は
、
第
６
表
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
艤
装
比
の
増
大
と
い
う
方

向
に
変
化
し
、
こ
れ
に
と
も
な
っ
て
船
殻
工
作
部
か
ら
艤
装
工
作
部

へ
の
配
置
転
換
が
お
こ
な



流
動
的
過
剰
人
日
の
創
出
と
国
家
資
金
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〓
一六

（
１１
）

わ
れ
る
。
い
ま
ひ
と
つ
の
部
課
係
の
再
編
成
は
、
予
算
管
理
課
の
新
設
の
ほ
か
は
、
い
ず
れ
も
部
課
係
の
統
合
に
よ
る
部
局
の
減
少
を
そ
の
内

容
に
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
船
体
お
よ
び
機
械
装
置

（機
装
）
の
設
計
と
も
、
船
別
に
作
業
を
分
掌
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
複
数
の

課
か
ら
な
り
た
っ
て
い
た
が
、
作
業
量
の
変
動
に
労
働
力
を
即
応
さ
せ
る
こ
と
を
狙

っ
て
統
合
さ
れ
て
い
型
。

最
後
に
、
労
働
力
編
成
の
変
化
に
か
か
わ
つ
て
は
社
外
工
比
率
の
上
昇
が
企
図
さ
れ
、
こ
れ
に
そ
う
社
外
工
の
増
加
と
本
工
の
減
少
が
ひ
き

起
こ
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
船
舶
を
は
じ
め
と
す
る
長
崎
造
船
所
の
各
種
製
品
の
価
格
競
争
力
の
強
化
を
意
図
す
る
も
の
で
、
社
外
工
の
配

（
‐３
）
　

　

・

置
さ
れ
る
部
署
の
労
働
内
容
も
、
本
工
の
そ
れ
に
さヽ
ら
に
接
近
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。

（絆」
）

（
１
）

多
角
化
の
日
本
造
船
業
に
特
有
の
性
格
に
つ
い
て
は
、
越
後
和
典

『
日
本
造
船
工
業
論
』
、
前
掲
、
五
八
―
六
〇
ペ
ー
ジ
、
政
治
経
済
研
究
所
、
前

掲
書
、
二
六
―
三
二
ペ
ー
ジ
、
上
滝
陸
生
、
前
掲
論
文
、
三
四
ペ
ー
ジ
、
宮
下
武
平

「造
船
工
業
の
発
展
と
構
造
」
、
有
沢
広
巳
編

『現
代
日
本
産
業

構
座
』
Ｖ
、　
一
九
六
〇
年
、
岩
波
書
店
、　
一
六
三
ベ
ー
ジ
、
『
三
菱
造
船
株
式
会
社
史
』、　
一
九
六
七
年
、　
〓
二
五
―
六
ペ
ー
ジ
、
な
ど
を
参
照
さ
れ
た

（
２
）

日
本
鋼
管
株
式
会
社
教
育
訓
練
部

『
日
本
鋼
管
業
務
概
要
』
Ⅳ
重
工
ｏ
船
舶
各
論
、　
一
九
七
一
年
、
二
四
、
四
五
ペ
ー
ジ
。

（
３
）

一
〇
万
総
ト
ン
以
上
百
万
総
ト
ン
未
満
の
佐
世
保
、
常
石
造
船
な
ど
中
堅
一
六
社
は
、
ピ
ー
ク
時

（七
三
年
度
―
七
六
年
度
の
最
高
操
業
度
）
比
三

四
パ
ー
セ
ン
ト
、　
一
〇
万
総
ト
ン
未
満
の
檜
崎
造
船
、
東
北
造
船
な
ど
中
小

一
六
社
は
、
同
じ
く
四
六
パ
ー
セ
ン
ト
の
操
業
度
を
義
務
づ
け
ら
れ
て
い

る

今
日
本
経
済
新
聞
』、
七
九
年
八
月
一
日
）。
こ
の
た
め
、
船
舶
の
建
造
に
生
産
を
特
化
し
て
い
る
中
小
造
船
各
社
が
、
大
手
七
社
に
歩
調
を
あ
わ

せ
て
操
僕
度
を
維
持
す
る
の
は
、
苦
し
い
と
い
わ
れ
て
い
る

（『
日
本
経
済
新
聞
』、
七
九
年
八
月
二
日
）。

（
４
）

巨
大
企
業
の
多
角
化
と
各
事
業
所
の
専
門
化
と
い
う
機
能
分
担
の
形
態
お
よ
び
そ
の
基
礎
条
件
に
つ
い
て
は
、
上
滝
陸
生
、
前
掲
論
文
、
三
四
―
五

ペ
ー
ジ
に
学
ぶ
と
こ
ろ
が
多
か
っ
た
。

（
５
）

こ
の
ほ
か
下
関
造
船
所
は
小
型
の
一
般
船
舶
・
艦
艇
、　
一
般
修
繕
船
、
神
戸
造
船
所
は
一
般
船
舶
・
艦
艇
、
高
速
コ
ン
テ
ナ
船
、　
一
般
修
繕
船
、
改

造
船
、
鉄
構
・
海
洋
構
造
物
に
つ
い
て
は
地
域
性
の
強
い
も
の
と
内
販
製
品
の
一
部
に
そ
れ
ぞ
れ
専
門
化
さ
れ
る
。

（
６
）

三
菱
重
工
長
崎
造
船
所

『長
船
ニ
ュ
ー
ス
』、
第
二
二
一
号
、
七
九
年

一
月
八
日
。
長
崎
造
船
所
で
は
、
本
文
に
掲
げ
た
機
種

の
ほ
か
、　
一
般
修
繕



船
、
改
造
船
、
地
域
性
の
強
い
鉄
構

・
海
洋
構
造
物
を
手
が
け
る
。
な
お
、
専
門
化
は
、
事
業
所
間
ば
か
り
で
は
な
く
、
事
業
所
内
の
船
台
規
模
に
応

じ
た
工
場
間
で
も
組
織
さ
れ
る
。
長
船
造
船
所
に
つ
い
て
い
え
ば
、
香
焼
工
場
の
船
台
は
、
本
工
場

（長
崎
）
の
建
造
設
備
を
オ
ー
バ
ー
す
る
超
大
型

船
、
大
型
工
事
が
ま
わ
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
（全
日
本
造
船
機
械
労
働
組
合
三
菱
重
工
支
部
長
船
分
会

『
し
ん
す
い
速
報
』、
第

一
七
三
〇
号
、

七
八
年

一
二
月
四
日
）。
こ
れ
は
こ
れ
で
労
働
力
の
再
配
置
を
ひ
き
お
こ
す
。

（
７
）

三
菱
重
工
長
崎
造
船
所

『長
船

ニ
ュ
ー
ス
』
、
前
掲
号
、
全
国
造
船
重
機
械
労
働
組
合
連
合
会
三
菱
重
工
労
働
組
合

『菱
労
報
』、
第
七
八
九
号
、
七

八
年
九
月
七
日
．

（
８
）

こ
こ
に
い
う
三
菱
企
業
集
団
と
は
、
三
菱
グ
ル
ー
プ
の
金
曜
会
を
構
成
す
る
三
菱
重
工
業
、
と
そ
の
系
列
会
社

（三
菱
自
動
車
工
業
、
三
菱
自
動
車

販
売
、
佐
藤
造
機
な
ど
）
を
さ
し
て
い
る

（金
曜
会
の
構
成
と
三
菱
重
工
業
の
系
列
会
社

に
つ
い
て
は
産
業
動
向
調
査
会

『
日
本
企
業
集
団
分
析
』
、

一
九
七
七
年
を
参
照
さ
れ
た
い
）
。

（
９
）

三
菱
重
工
勤
労
部

『勤
労
統
計
』、
全
国
造
船
重
機
械
労
働
組
合
連
合
会
三
菱
重
工
労
働
組
合
長
船
支
部

『
ニ
ュ
ー
ス
速
報
』
、
第
六
二
七
号
、
七
九

年
六
月
六
日
。
尚
、
九
、
八
三
〇
人
は
七
九
年
度
事
業
計
画
に
お
い
て
示
さ
れ
た
も
の
で
、
計
画
に
基
づ
く
事
業
計
画
に
見
合
う
必
要
人
員
規
模

（
Ｂ

計
画
）
で
あ
る
。

（
１０
）

美
崎
皓
氏
は
、
過
剰
化
さ
れ
た
労
働
力
を
処
理
す
る
方
法
の
一
つ
と
し
て
、
在
来
製
鉄
所
か
ら
最
新
鋭
製
鉄
所

へ
の
配
置
転
換
が
お
こ
な
わ
れ
て
き

た
が
、
こ
れ
は
、
過
剰
労
働
力
が
同

一
企
業
内
異
種
事
業
所
に

「
い
わ
ば
埋
没
し
て
い
る
」
の
で
、
古
典
的
な
流
動
的
過
剰
人
口
と
は
こ
と
な
る
と
指

摘
さ
れ
て
お
ら
れ
る

（美
崎
皓
氏

『現
代
労
働
市
場
論
』、　
一
九
七
九
年
、
農
山
漁
村
文
化
協
会
、
三
二
四
ベ
ー
ジ
）
。
し
か
し
、
配
置
転
換
の
お
こ
な

わ
れ
う
る
技
術
的
条
件
、
年
齢
構
成
の
変
化
な
ど
に
つ
い
て
は
論
及
さ
れ
て
い
な
い
。
今
次
不
況
と
と
も
に
そ
の
規
模
を
拡
大
し
て
い
る
同

一
企
業
内

お
よ
び
企
業
集
団
内
の
異
種
事
業
所

へ
の
労
働
力
の
再
配
置
を
想
起
す
る
に
つ
け
、
そ
の
技
術
的
条
件
、
労
働
力
の
年
齢
構
成
、
異
種
事
業
所
か
ら
の

「
反
発
」
な
ど
に
つ
い
て
た
ち
い
っ
た
検
討
が
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。

（
１１
）

人
選
に
あ
た
っ
て
は

「
順
応
性
」

「
柔
軟
性
」
の
高
い
者
が
優
先
さ
れ
、
若
年
労
働
力
を
主
体
と
す
る
配
置
転
換
に
な
っ
て
い
る

（全
国
造
船
重
機

械
労
働
組
合
連
合
会
三
菱
重
工
労
働
組
合
長
船
支
部

『
ニ
ュ
ー
ス
速
報
』、
第
四
七
三
号
、
七
六
年

一
月
三
〇
日
）。
こ
う
し
た
事
情
は
、
船
殻

・
艤
装

比
の
変
化
に
と
も
な
う
配
置
転
換
が
、
技
術
的
条
件
の
変
化
を
積
粁
に
し
た
人
員
削
減
の
一
環
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。　
　
　
　
．

（
・２
）

こ
れ
は
、
シ
ー
ラ
ン
ド
向
け
コ
ン
テ
ナ
ー
船

（神
戸
造
船
所
と
同
型
船
）
の
建
造
に
お
い
て
、
神
戸
と
の
コ
ス
ト
水
準
を
競
う
こ
と
を
当
面
の
目
標

に
、
七
九
年

一
月

一
日
付
で
実
施
さ
れ
た
改
定
で
あ
る
。　
一
五
パ
ー
セ
ン
ト
の
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
が
課
せ
ら
れ
、
縮
小
さ
れ
る
課

・
係
の
管
理

・
監
督
者

流
動
的
過
剰
人
口
の
創
出
と
国
家
資
金
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〓
一七



流
動
的
過
剰
人
回
の
創
出
と
一国
家
資
金
・　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〓一八

ク
ラ
ス
の
再
配
置
も
、
こ
の
目
的
に
そ
っ
て
計
画
さ
れ
る

（全
国
造
船
重
機
械
労
働
組
合
連
合
会
三
菱
重
工
労
働
組
合
長
船
支
部

『
ニ
ュ
ー
ス
速
報
』

第
六
〇
八
号
、
七
・八
年

一
一
月
二
二
日
）。
尚
、
こ
れ
以
前
に
も
、
七
六
年

一
二
一月
に
造
船
総
括
部
の
全
面
改
定
、
七
八
年
四
月‐
に
船
殻
、
艤
装
両
エ

作
部
の
統
合
な
ど
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

（
・３
）

詳
し
く
は
の
ち
の
章
に
お
い
て
述
べ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
こ
う
し
た
事
態
に
て
ら
し
た
通
説
の
再
検
討
の，
必
要
に
つ
い
て
も
提
起
し
て
い
る
。

一Ｉ
　
流
動
的
・過
剰
人
日
の
創
出
と
職
業
訓
練

１
　
流
動

‐的
過
剰
人
口
の
創
出
と
職
業
訓
練

と
こ
ろ
で
、
前
節
に
ふ
れ
た
長
崎
造
．船
所
内
お
よ
び
企
業
集
団
内
異
種
事
業
所
へ
の
労
働
力
の
再
配
置
に
よ
る
相
対
的
過
剰
人
日
の
利
用
形

態
は
、
戦
後
に
お
け
る
労
働
力
政
策
の
展
開
画
期
を
な
す
炭
鉱
失
業
者
の
再
配
置
の
際
に
は
、
基
本
的
な
問
題
と
は
な
り
え
な
か
っ
た
。

こ
の
相
違
は
、
当
時
の
炭
鉱
と
一今
日
の
造
船
と
の
機
械
体
系
の
水
準
お
よ
び
労
働
力
の
技
能

・
磨
滅
度
の
相
違
に
基
づ
い
て
い
る
。
鉱
区
の

私
的
所
有
に
よ
る
鉱
幽
地
代
の
収
得
と
低
賃
金
労
働
の
搾
取
に
寄
生
し
て
、
生
産
力
の
停
滞
を
ひ
き
起
こ
し
て
き
た
石
炭
業
に
お
い
て
は
、　
一

年
の
う‐
ち
に
在
籍
者
の
二
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を
怪
我

‐に
追
い
込
む
ほ
ど
に
、
労
働
力
の
磨
滅
を
す
す
め
て
い
た
。
ま
た
、
労
働
能
力
を
残
し
た
労

働
者
に
し
ろ
、
多
か
れ
少
な
か
れ
坑
内
の
重
筋
労
働
に
よ
る
消
耗
は
お
お
い
が
た
く
、
他
の
製
造
工
業
で
働
き
う
る
よ
う
な
技
能
を
も
ち
あ
わ

せ
て
も
い
な
か
っ
た
。
他
方
、
自
動
車
工
業
や
鉄
鋼
業
に
較
べ
て
資
本
装
備
率
が
低
い
と
は
い
え
、
プ
ロ
ッ
ク
建
造
方
式
の
導
入
を
基
礎
に
マ

ー
キ
ン
グ
な
し
に
直
接
ガ
ス
切
断
す
る
Ｎ
Ｃ

（Ｚ
●
Ｂ
①【一８
】
Ｏ
ｏ●
一【ユ
〓
器
〓
口
ｏ
↓
ｏ
●
Ｊ

ガ
ス
切
断
機
、
遠
心
力
を
応
用
し
て
管
形
の
鋳
物

を
製
造
す
る
遠
心
鋳
造
装
置
な
ど
の
自
動
機
械
を
採
用
す
る
に
い
た
っ
た
造
船
業
に
お
い
て
は
、
労
働
者
が
自
己
め
運
動
を
自
動
機
械
の
一
様

で
連
続
的
な
運
動
に
合
せ
る
こ
と
を
習
得
し
て
お
り
、
労
働
者
の
職
業
技
能
も
、
造
船
労
働
と
い
う
特
殊
な
一枠
の
な
か
で
一
画
化
さ
れ
て
い
る



と
は
い
え
、
技
術
学
的
な
知
識
に
う
ら
う
ち
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、　
一
定
の
普
遍
的
な
性
格
を
保
持
し
て
叫
る
。
た
だ
、
造
船
業
に
お

い
て
も
、
二
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
か
ら
の
自
動
溶
接
機
械
を
作
業
場
所
に
移
動
さ
せ
な
が
ら
中
腰
な
い
し
上
向
き
で
お
こ
な
わ
れ
る
溶
接
工
の
労
働

や
、
夏
場

・
冬
場
の
気
候
の
変
化
に
よ
る
影
響
を
直
接
に
受
け
な
が
ら
も
継
続
さ
れ
る
外
業
関
係
の
職
種
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
労
働
力
の
損

傷
や
消
耗
の
著
し
い
こ
と
も
無
視
し
え
な
い
。
し
た
が

っ
て
造
船
所
内
お
よ
び
企
業
集
団
内
異
種
事
業
所

へ
の
再
配
置
が
、
す
べ
て
の
過
剰
労

働
力
に
つ
い
て
無
条
件
に
組
織
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
あ

っ
て
、
再
配
置
に
あ
た
っ
て
は
、
労
働
者
の

「
柔
軟
性
」
と
異
種
労
働
に
対
す

る

「
適
応
性
」
が
選
択
の
基
準
に
さ
れ
、
再
配
置
は
結
局
の
と
こ
ろ
、
若
年
労
働
力
を
主
体
に
編
成
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
長
崎
造
船
所
内
お
よ
び
企
業
集
団
内
異
種
事
業
所

へ
の
労
働
力
の
再
配
置
は
、
わ
が
国
造
船
業
の
到
達
し
た
自
動
機
械
の
技
術

水
準
に
お
い
て
可
能
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
再
配
置
に
あ
た
っ
て
職
業
訓
練
が
必
要
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
な
い
。
造

船
の
作
業
は
、
た
と
え
ば
自
動
車
製
造
の
作
業
と
ち
が

っ
て
流
れ
作
業
で
は
な
く
、
鉄
骨
や
鋼
板
を
加
工
し
て
組
み
立
て
て
い
く
作

業

で
あ

り
、
造
船
労
働
の
特
殊
な
枠
、
し
か
も
お
よ
そ

一
〇
〇
種
に
も
分
化
さ
れ
た
職
種
の
な
か
で
形
成
さ
れ
る
職
業
技
能
が
、
異
種
職
種
へ
の
代
替

性
を
も
ち
う
る
た
め
に
は
、　
一
定
期
間
の
職
業
訓
練
を
必
要
に
し
て
い
る
。

前
節
に
ふ
れ
た
生
産
お
よ
び
労
働
力
編
成
の
基
本
課
題
か
ら
す
れ
ば
、
第

一
に
、
船
舶
事
業
を
除
く
原
動
機
、
機
械
、
化
学
プ
ラ
ン
ト
な
ど

の
各
事
業
に
労
働
力
を
再
配
置
す
る
た
め
の
職
業
訓
練
が
、
実
施
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
第
二
に
、
船
舶
事
業
に
関
し
て
も

「
多
能
工
」

化
の
訓
練
を
は
じ
め
、
中
小
型
船
、
Ｌ
Ｐ
Ｇ
船
、
Ｌ
Ｎ
Ｇ
船
な
ど
の
設
計
と
建
造
に
か
か
わ
る
再
訓
練
が
、
実
施
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

長
崎
造
船
所
に
お
け
る
訓
練
付

一
時
帰
体
は
、
こ
れ
ら
の
課
題
に
そ
っ
て
、
七
八
年

一
一
月
か
ら
七
九
年
五
月
ま
で
お
こ
な
わ
れ
た
の
で
あ

る
が
、
訓
練
を
受
講
し
た
人
員
お
よ
び
受
講
率
の
部
門
別
内
訳
は
、
第
７
表
に
示
さ
れ
る
通
り
で
あ
る
。
月
平
均

一
、
二
七

一
人
に
の
ぼ
る
受

講
人
員
の
ほ
と
ん
ど
は
、
造
船
総
括
部
か
ら
析
出
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
実
在
す
る
労
働
者
の
受
講
率
も
、　
三
ハ
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
と
高
く
な

（
６
）

っ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
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と
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金
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鴻
Ｃ
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糊
肝
ｒ
汁
´
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（
針
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ｏ

倉
）
呻
餓
襲
百
０
ザ
（
再
ｄ
常

〓
コ
ヽ
藩
艶
謝
磁
畿
百
も

，
（
拝
ｄ
Ｏ
Ｎ
コ
”
ｓ
ヽ
さ
ざ
ヽ
ド
嵐
油
準
辮
時
餃
ド
バ
ザ
か
ｏ
理
難

輝
郡
卜
抑
戴
⑮
ｌ
晉
再
嵐
コ
ン
（
゛
６
汁
口
館
゛
洲
Ｃ
バ
ザ
か
ｏ

と
こ
ろ
で
、
労
働
力
の
再
配
置
に
あ
た
っ
て
は
、
当
該
労
働
力
の
再
訓
練
が
企
業
内
教
育
の
一
環
と
し
て
、
し
た
が
っ
て
労
働
時
間
内
お
よ

び
企
業
の
費
用
負
担
に
お
い
て
実
施
さ
れ
る
の
が
、
こ
れ
ま
で
の
通
例
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
再
訓
練
に
よ
る
労
働
能
力
の
向
上
が
、
剰
余
価
値

謙

一
四
〇



率
の
上
昇
す
る
も
と
に
お
け
る
設
備
の
稼
動
を
可
能
に
さ
せ
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
実
労
働
時
間
の
減
少
分
お
よ
び
訓
練
費
用
の
負
担
分
が
短
時

日
の
う
ち
に
回
収
さ
れ
う
る
と
い
う
見
通
し
に
基
づ
い
て
い
る
。
こ
れ
に
較
べ
る
と
今
回
の
訓
練
は
、
第
７
表
に
示
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
人
員

規
模
も
法
外
に
大
き
く
、
ま
た
、
造
船
部
門
の
労
働
力
を
他
の
事
業
部
門

へ
再
配
置
す
る
こ
と
を
も
目
的
の
一
つ
に
し
て
い
る
訓
練
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
訓
練
期
間
も
相
対
的
に
長
く
な
ら
ざ
る
を
え
ず
、
こ
れ
ら
の
帰
結
と
し
て
生
ず
る
膨
大
な
賃
金
お
よ
び
訓
練
費
用
の
負
担
を
回
避
す

る
た
め
に
は
、
国
家
資
金
の
利
用
が
は
か
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

こ
う
し
て
訓
練
付

一
時
帰
体
が
実
施
に
う
つ
さ
れ
る
が
、
訓
練
内
容
の
検
討
に
さ
き
だ
っ
て
、
職
業
訓
練
が
、　
一
方
で
は
、
剰
余
価
値
率
の

上
昇
を
保
障
す
る
と
と
も
に
、
他
方
で
は
、
相
対
的
過
剰
人
口
を
再
生
産
す
る
条
件
を
も
な
し
て
い
る
と
い
う
事
情
を
吟
味
し
て
お
か
な
。け

れ

ば
な
ら
な
い
。
職
業
訓
練
は
、
そ
れ
自
体
と
し
て
は
、
雇
用
を
創
出
し
な
い
と
同
時
に
失
業
者
を
析
出
す
る
わ
け
で
も
な
い
。
そ
れ
は
、
解
雇

の
避
け
ら
れ
な
い
場
合
の
再
就
職
の
確
保
や
、
資
本
主
義
的
技
術
革
新
の
跳
梁
に
際
し
て
雇
用
の
維
持
を
は
か
っ
て
い
く
う
え
に
お
い
て
、
有

用
な
手
段
で
あ
る
と
と
も
に
、

「
合
理
化
」
の
一
環
と
し
て
お
こ
な
わ
れ
た
場
合
に
は
、
相
対
的
過
剰
人
口
を
析
出
す
る
条
件
に
も
転

化

す

る
。
さ
き
に
述
べ
た
職
業
訓
練
の
課
題
に
そ
く
し
て
い
え
ば
、
第

一
に
、
企
業
集
団
内
異
種
事
業
所

へ
の
再
配
置
が
可
能
に
な
り
、
こ
の
対
象

に
さ
れ
る
労
働
者
は
、
家
族
と
の
別
居
生
活
に
よ
っ
て
必
要
生
活
手
段
の
範
囲
と
量
の
拡
大
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
労
働
者
の
意
に
そ
ま
な
い
失

業
者
化
の
道
を
辿
ら
ぎ
る
を
え
な
い
の
で
は
な
い
か
、
と
推
察
さ
れ
る
。
第
二
に
、

「
多
能
工
」
化
教
育
は
、
た
と
え
ば
従
来
二
人
で
お
こ
な

っ
て
い
た
作
業
を

一
人
で
こ
な
す
こ
と
を
可
能
に
さ
せ
る
こ
と
か
ら
、
過
剰
人
口
の
析
出
に
結
果
す
る
と
と
も
に
、

「
多
能
工
」
化
の
対
象
に

さ
れ
た
労
働
者
も
労
働
の
強
化
が
強
制
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
過
剰
人
口
と
し
て

「
反
発
」
さ
れ
る
可
能
性
を
強
め
ざ
る
を
え
な
い
。
最
後

に
、
企
業
集
団
内
の
労
働
力
再
配
置
は
生
産
量
の
増
加
に
と
も
な
う
追
加
的
労
働
力
の
必
要
性
を
、
既
就
業
労
働
力
を
も

っ
て
充
足
す
る
こ
と

か
ら
、
新
規
学
卒
労
働
力
な
ど
の

「
吸
引
」
規
模
を
縮
小
さ
せ
、

「
平
素
の
排
水
渠

へ
の
追
加
的
労
働
者
人
日
の
吸
収
困
難
と
い
う
比
較
的
に

眼
だ
た
な
い
」
が
、

「
既
就
業
労
働
者
の
反
溌
と
い
う
比
較
的
に
眼
だ
つ
形
態
」
と

「
同
じ
よ
う
な
効
力
を
も
つ
形
態
」
、
と
マ
ル
ク
ス
の
述

流
動
的
過
剰
人
日
の
創
出
と
国
家
資
金
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
一



流
動
的
過
剰
人
口
の
創
出
と
国
家
資
金

一
四
二

べ
た
過
剰
人
口
の
析
出
形
態
が
現
わ
れ
る
。

（注
）

（
１
）

日
本
経
営
者
団
体
連
盟
は
、　
一
九
五
九
年

一
一
月
に

「
石
炭
産
業
の
将
来
と
離
職
者
対
策
」
を
発
表
、
炭
鉱
失
業
者
九
万
七
千
人
の
う
ち
六
万
三
千

人
を
再
就
職
の
必
要
な
人
員
で
あ
る
と
見
込
み
、
そ
の
内
訳
と
し
て
、
七
千
人
、　
一
一
二
一天

―
セ
ン
ト
が
系
列
会
社
、
三
万
四
千
人
、
五
四
・
八
パ

ー
セ
ン
ト
が
職
業
訓
練
を
へ
て
他
産
業
へ
の
転
職
、
二
万

一
千
人
、
三
三
・九
パ
ー
セ
ン
ト
が
公
的
就
労
事
業
へ
吸
収
さ
れ
る
と
構
想
し
て
い
た

（『雇

用
促
進
事
業
団
十
年
史
』、　
一
九
七
一
年
、
二
一
ペ
ー
ジ
）。
炭
鉱
離
職
者
臨
時
措
置
法

（
一
九
五
九
年
一
二
月
制
定
）
は
、
こ
れ
に
そ
う
も
の
で
あ
る

が
、
そ
こ
で
は
、
炭
鉱
労
働
者
の
失
業
者
化
と
再
雇
用
の
促
進
が
主
要
な
問
題
に
な
っ
て
い
る
。

（
２
）

戸
木
田
嘉
久

『労
働
組
合
は
ど
う
変
る
か
』
、　
一
九
六
一
年
、
三
一
書
房
、　
〓
ハ
、
三
二
三
、
三
二
四
ペ
ー
ジ
。
本
文
に
述
べ
た
事
情
に
よ
っ
て
、

た
と
え
ば
、
筑
豊
炭
日
を
背
後
地
に
ひ
か
え
た
北
九
州
工
業
地
帯
の
八
幡
製
鉄
、
三
菱
化
成
、
旭
硝
子
、
永
田
製
作
所
、
東
海
鋼
業
、
そ
の
他
下
請
工

場
等
に
お
い
て
前
職
炭
鉱
出
身
者
の
比
重
は
、　
一
九
五
三
―
五
四
年
の
調
査
に
よ
る
と
、
最
高
で
三
。
一
パ
ー
セ
ン
ト
、
最
低
で
○
パ
ー
セ
ン
ト
、
平

均
で
一
・
ニ
パ
ー
セ
ン
■
と
い
う
状
況
で
あ
っ
た

（戸
木
田
嘉
久

「
炭
鉱
失
業
の
諸
問
題
」
、
『社
会
政
策
学
会
年
報
』、
第
六
集
、
（復
刻
版
、
文
生
書

院
、　
一
一
四
ペ
ー
ジ
）。
な
お
、
炭
鉱
労
働
の
内
容
、
労
働
力
編
成
な
ど
に
つ
い
て
は
、
松
岡
瑞
雄

『戦
後
九
州
に
お
け
る
石
炭
産
業
の
再
編
成
と
合

理
化
』、　
一
九
五
四
年
、
丸
善
、
か
ら
も
学
び
と
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。

（
３
）

い
す
ず
自
動
車
労
務
課
長
小
野
三
四
郎‐
氏
は
、
鉄
鋼
や
造
船
業
か
ら
大
量
の
「
研
修
社
員
」
を
受
け
入
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
こ
れ
な
し
に
は
季
節

工
を
採
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
が
、
農
村
型
の
季
節
工
の
採
用
は
時
期
が
非
常
に
制
約
さ
れ
て
い
る
の
で
、
タ
イ
ミ
ン
グ
を
は
ず
す
と
な
か
な

か
採
用
で
き
な
い
こ
と
、
大
量
に
採
っ
て
も
定
着
性
が
悪
く
ば
ら
つ
き
も
あ
る
こ
と
、
他
方
、

「研
修
社
員
」
は
、
派
遣
元
の
企
業
で
数
年
間
、
非
常

に
し
つ
か
り
し
た
基
礎
訓
練
を
う
け
て
い
る
の
で
技
能
習
得
度
が
非
常
に
早
い
こ
と
、
定
着
性
の
問
題
を
心
配
す
る
必
要
が
な
い
こ
と
な
ど
を
あ
げ
、

コ
ス
ト
面
で
も
メ
ブ
ッ
ト
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
話
さ
れ
て
い
る

（「
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
当
面
の
雇
用
問
題
」、
『
日
本
労
働
協
会
雑
誌
』、
第
二
三
〇

号
、
七
八
年
五
月
、
三
二
、
四
二
ペ
ー
ジ
）。
同
様
の
指
摘
は
、
『毎
日
新
聞
』、
七
八
年
二
月
三
〇
日
に
も
み
ら
れ
る
。

な
お
、
自
動
車
工
業
に
採
用
さ
れ
る
臨
時
工
、
季
節
工
の
離
職
率
は
、
そ
れ
ぞ
れ
入
職

一
カ
月
一
五
パ
ー
セ
ン
ト
、
二
〇
パ
ー
セ
ン
ト
、
ニ
カ
月
一

〇
パ
ー
セ
ン
ト
、　
一
五
パ
ー
セ
ン
ト
、
三
カ
月
四
パ
ー
セ
ン
ト
、　
一
五
パ
ー
セ
ン
ト
、
四
カ
月
四
パ
ー
セ
ン
ト
、
二
〇
パ
ー
セ
ン
ト
、
五
カ
月
三
パ
ー

セ
ン
ト
、
二
〇
パ
ー
セ
ン
ト
、
し
た
が
っ
て
入
職
五
カ
月
間
に
離
職
す
る
率
は
、
そ
れ
ぞ
れ
三
六
パ
ー
セ
ン
ト
、
九
〇
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
と
い
う
調

査
結
果
が
あ
る

（雇
用
促
進
事
業
団
職
業
研
究
所

『自
動
車
工
業
の
雇
用
管
理
に
関
す
る
研
究
』、　
一
九
七
六
年
、
五
一
ペ
ー
ジ
表
２２
に
よ
る
）
。



（
４
）

こ
の
こ
と
は
、
造
船
不
況
以
前
か
ら
派
遣
さ
れ
て
い
る
労
働
者
の
年
齢
上
限
が
ひ
き
下
げ
ら
れ
る
こ
と
を
も
意
味
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
満
六

一
歳
が
五
八
歳
に
ひ
き
下
げ
ら
れ
、
さ
ら
に
五
五
歳
に
改
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
そ
つ
て
若
年
労
働
力
の
派
遣
枠
が
拡
大
さ
れ
、
高
年
齢
労
働
力
の

「
反
発
」
が
す
す
め
ら
れ
る

（全
国
造
船
重
機
械
労
働
組
合
連
合
会
三
菱
重
工
労
働
組
合

『菱
労
報
』、
第
六
０
三
号
、　
七
六
年
三
月
八
日
、
同
長
船

支
部

『
ニ
ュ
ー
ス
速
報
』、
第
五
七
七
号
、
七
八
年

‐四
月
二
六
日
）。

（
５
）

三
菱
重
工
長
崎
造
船
所

『社
員
就
業
規
則
類
集
』、　
一
九
六
九
年

一
二
月
版
、
七
六
年
四
月
版
に
よ
る
。
罫
書
職
、
機
械
職
な
ど
か
ら
な
る
技
能
職

群
、
船
体
設
計
職
、
機
装
設
計
職
な
ど
か
ら
な
る
事
務
技
術
職
群
の
職
種
名
の
合
計

（六
九
年

一
二
月
版
九
八
、
七
六
年
四
現
版
八
八
）
で
あ
っ
て
、

特
務
職
群
、
医
務
職
群
の
職
種
数

（六
九
年

一
二
月
版

一
三
、
七
六
年
四
月
版

一
四
）
は
加
え
て
い
な
い
。
な
お
、
日
本
造
船
工
業
会

『造
船
』

（七

四
年
、
二
四
ベ
ー
ジ
）、
同

『
日
本
の
造
船
』
（七
七
年
、
二
七
ペ
ー
ジ
）
で
は
、
二
〇
〇
職
種
を
越
え
る
と
記
述
さ
れ
て
い
る
が
、
長
崎
造
船
所
と
の

相
違
お
よ
び
そ
の
根
拠
に
つ
い
て
は
確
認
し
え
て
い
な
い
。

（
６
）

こ
れ
は
、
操
業
率
の
低
い
厚
板
、
大
形
の
各
工
場
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
五
・
三
、
六
。
○

（七
八
年
三
月
分
）
の
一
人
当
り
訓
練
日
数
が
設
定
さ

れ
、
逆
に
、
フ
ル
生
産
に
近
い
鍍
金
や
電
磁
鋼
板
工
場
で
は
、　
一
二
二
、
〇
・
九

（同
じ
く
三
月
分
）
の
一
人
当
り
訓
練
日
数
が
充
当
さ
れ
て
い
た
新

日
本
製
鉄
広
畑
製
鉄
所

（姫
路
市
）
の
事
態
と
共
通
す
る
。

（
７
）

マ
ル
ク
ス

『資
本
論
』、
青
木
書
店
、
文
庫
版
、
第
一
部
第
四
分
冊
、
九
七
七
ペ
ー
ジ
。

２
　
企
業
集
団
内
の
労
働
力
移
動
と
職
種
転
換
訓
練

さ
て
、
職
業
訓
練
の
類
型
、
目
的
お
よ
び
内
容
は
第
８
表
に
示
さ
れ
る
通
り
で
あ
る
。
第

一
の
「
人
員
再
配
置

・
新
規
業
務
」
類
型
は
、
三

菱
重
工
の
事
業
構
成
が

「
船
舶
主
導
型
か
ら
機
械
主
導
型
に
」
変
化
す
る
も
と
で
、
こ
れ
に
対
応
す
る
労
働
力
の
再
配
置
や
外
注
工
事
の
内
作

化
、
お
よ
び
他
部
門
へ
の
応
援
派
遣
と
い
っ
た
事
態
に
備
え
る
こ
と
を
目
的
に
、
編
成
さ
れ
て
い
る
。
第
二
の
「
レ
ベ

ル
ア
ッ
プ
・
多
能
力

化
」
類
型
は
、
職
種
能
力
の
不
均
衡
是
正
と
山
谷
対
策
の
一
環
と
し
て
、
同

一
ス
テ
ー
ジ
の
前
後
左
右
の
職
種
に
つ
い
て
訓
練
す
る
こ
と
を
目

的
に
し
て
い
る
。
第
二
の
「
一
般
」
類
型
は
、

「
世
界
最
低
の
コ
ス
■
と
最
高
の
品
質
を
確
保
す
る
」

一
環
と
し
て
、
こ
れ
に
必
要
と
さ
れ
る

、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

知
識
や
技
能
の
訓
練
を
お
こ
な
う
こ
と
を
目
的
に
編
成
さ
れ
て
い
る
。
三
類
型
と
も
、
長
崎
造
船
所
の

「
業
務
と
し
て
」
実
施
さ
れ
て
い
る
こ

一
四
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と
か
ら
、
右
の
よ
う
に
明
確
な
目
的
に
つ
ら
ぬ
か
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
労
働
者
に
は
訓
練
の
受
講
を
希
望
す
る
権
限
は
も
と
よ
り
、
受
講

科
目
を
選
択
す
る
権
利
も
付
与
さ
れ
て
お
ら
ず
、
い
っ
さ
い
が
職
制
を
つ
う
ず
る
指
名
に
基
づ
い
て
運
営
さ
れ
て
い
る
。　
　
　
　
　
　
．

そ
こ
で
、
三
類
型
に
そ
っ
た
訓
練
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
み
る
と
、
そ
の
重
点
は
、
第

一
類
型
の

「
人
員
再
配
置

。
新
規
業
務
」
に
か
ん
す

る
訓
練
で
あ
る
。
そ
れ
を
少
し
く
立
ち
入
っ
て
い
え
ば
、
四
っ
の
系
に
分
類
し
て
示
さ
れ
る
次
の
よ
う
な
内
容
か
ら
な
っ
て
い
る
。

第

一
に
、
設
計
製
図

（船
舶
、
鉄
構
、
機
械
）
の
内
容
例
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
設
計
に
か
ん
す
る
訓
練
で
あ
る
。
製
図
に
も
ち
い
ら
れ
る

図
面
記
号
は
、
船
舶
、
鉄
構
構
造
物
、
機
械
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
こ
と
な
っ
て
い
街
¨

ま
た
ヽ
設
計
の
充
足
要
件
は
製
品
の
利
用
目
的
に
そ
っ

て
こ
と
な
り
、
船
舶
設
計
で
主
に
充
た
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
載
貨
重
量

（
ま
た
は
容
積
）、
貨
物
の
種
類
六
旅
客
定
員
お
よ
び
種
別
）、
速

力
、
航
路
、
機
関
の
種
類
、
荷
役
設
備
な
ど
が
、
鉄
構
構
造
物
や
機
械
の
設
計
に
も
そ
の
ま
ま
あ
て
は
ま
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
し
た
が

つ
て
、一
設
計
す
べ
き
製
品
に
応
じ
て
、
設
計
者
に
要
求
さ
れ
る
知
識
は
こ
と
な
っ
て
こ
ざ
る
を
え
ず
、
こ
う
し
た
事
情
か
ら
、
三
菱
重
工
の
事

業
構
成
が

「
船
舶
主
導
型
か
ら
機
械
主
導
型
」
に
変
わ
り
、
こ
れ
に
対
応
す
る
労
働
力
の
再
配
置
を
お
こ
な
う
た
め
に
は
、
鉄
構
構
造
物
や
機

械
に
か
ん
す
る
職
業
訓
練
が
実
施
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
す
で
に
船
舶
の
設
計
を
お
こ
な
っ
て
い
る
労
働
者
の
再

（
６
）

訓
練
と
、
さ
ら
に
、
設
計
以
外
の
現
場
作
業
に
た
ず
さ
わ
っ
て
い
る
労
働
者
に
対
す
る
訓
練
と
が
組
織
さ
れ
る
。

第
二
に
、
Ｌ
Ｎ
Ｇ
Ｔ

（口
０
口
①』中ｏ●
Ｚ
”言
【ュ

〇
器

↓
彗
庁
①炉
液
化
天
然
ガ
ス
油
送
船
）
模
型
製
作
、
Ｌ
Ｎ
Ｇ
Ｔ
防
熱
、
高
圧
ガ
ス
製
造
保

安
な
ど
の
内
容
例
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
付
加
価
値
の
高
い
船
舶
を
建
造
す
る
に
際
し
て
必
要
と
さ
れ
る
知
識
と
技
能
の
訓
練
で
あ
る
。
船
種

の
変
化
と
の
関
連
で
み
た
職
業
訓
練
の
内
容
は
多
面
的
で
あ
り
、
超
大
型
タ
ン
カ
ー
か
ら
Ｌ
Ｎ
Ｇ
船
の
建
造

へ
の
移
行
に
と
も
な
う
設
計
技
術

者
の
再
訓
練
な
ど
の
よ
う
に
、
ほ
と
ん
ど
職
種
の
転
換
を
必
要
と
し
な
い
場
合
も
含
ま
れ
る
。
し
か
し
、
建
造
さ
れ
る
船
種
の
変
化
が
、
船
殻

・
艤
装
の
工
数
比
率
の
変
動
ど
職
種
構
成
の
再
編
を
ひ
き
起
こ
す
こ
と
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
船
種
の
変
化
に
と
も
な
う
職
種
転
換
の
た
め
の

訓
練
も
、
実
施
さ
れ
る
べ
き
こ
と
が
ら
と
し
て
提
起
さ
れ
る
。

流
動
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四
六

第
二
に
、
機
械
加
工
組
立
、
構
造
物
施
工
法
、
鉄
構
な
ど
の
内
容
例
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
鉄
構
構
造
物
や
機
械
の
加
工
お
よ
び
組
立
に
必

要
と
さ
れ
る
労
働
力
の
訓
練
で
あ
“
。
溶
接
作
業
は
、
船
舶
、
鉄
構
構
造
物
、
機
械
の
い
ず
れ
の
製
造
に
も
必
要
不
可
欠
な
作
業
の
一
つ
を
な

し
て
い
る
が
、
溶
接
に
た
ず
さ
わ
る
労
働
者
に
求
め
ら
れ
る
技
能
資
格
は
、
三
者
と
も
こ
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
三
者
の
利
用
目
的
が
こ

と
な
り
、
し
た
が

っ
て
、そ
れ
ぞ
れ
の
製
品
を
構
成
し
て
い
る
部
品
や
部
材
の
形
状
お
よ
び
性
質
が
ち
が
っ
て
い
る
こ
と
に
基
づ
い
て
い
る
。
こ

の
た
め
、長
崎
造
船
所
に
お
い
て
船
舶
の
溶
接
職
と
し
て
働
い
て
い
る
労
働
者
が
、全
く
別
の
職
種
に
再
配
置
さ
れ
る
場
合
は
も
と
よ
り
、
機
械

の
溶
接
職
と
し
て
再
配
置
さ
れ
る
場
合
に
お
い
て
も
、
こ
れ
ま
で
の
技
能
資
格
に
く
わ
え
て
新
し
い
資
格
が
取
得
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

最
後
に
、
大
型
車

・
自
動
車
ク
レ
ー
ン
免
許
取
得
、
ク
レ
ー
ン
自
動
車
整
備
、
営
業
実
務
基
礎
な
ど
の
内
容
例
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
各
種

製
品
の
販
売
活
動
に
た
ず
さ
わ
る
に
際
し
て
必
要
と
さ
れ
る
職
業
技
能
の
形
成
で
あ
る
。
訓
練
受
講
者
の
ほ
と
ん
ど
を
な
す
造
船
総
括
部
の
労

働
者
は
、
長
崎
造
船
所
の
構
内
に
お
い
て
船
舶
の
生
産
に
た
ず
さ
わ
っ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
販
売
活
動
に
転
ず
る
た
め
に
は
、
あ
ら
た

な
職
業
技
能
の
形
成
が
求
め
ら
れ
、
こ
れ
に
対
応
す
る
職
業
訓
練
が
実
施
さ
れ
る
。

労
働
力
の
再
配
置
を
目
的
に
す
る
職
種
転
換
の
た
め
の
訓
練
に
つ
い
て
四
つ
の
系
に
区
分
し
な
が
ら
検
討
し
て
き
た
。
長
崎
造
船
所
以
外
の

事
業
所

へ
の
再
配
置
は
、
三
菱
重
工
の
多
角
化
の
も
と
に
お
け
る
長
崎
造
船
所
の
事
業
構
成
と
労
働
力
編
成
お
よ
び
訓
練
の
内
容
と
を
較
量
す

る
と
き
、
と
く
に
最
後
の
系
の
受
講
者
に
多
い
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。

（注
）

（１
）

造
船
不
況
の
当
初
に
は
、
外
注
工
事
の
内
作
化
が
お
こ
な
わ
れ
て
所
内
工
数
は
上
昇
し
て
い
る
。
し
か
し
、
七
九
年
度
か
ら
は
、
所
内
工
数
の
縮
小

と
所
外
工
数
の
拡
大
が

「損
益
を
改
善
す
る
方
向
で
」
と
ら
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
七
八
年
度
の
、所
内
工
数
七
七
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
に
対
し
て
、
七

九
年
度
の
そ
れ
は
七
四
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
、
八
〇
年
度
七
四
ｏ
四
パ
ー
セ
ン
ト
、
八
一
年
度
七
三
・
三
パ
ー
セ
ン
ト

（
い
ず
れ
も
予
想
）
で
あ
る

（全

国
造
船
重
機
械
労
働
組
合
連
合
会
三
菱
重
工
労
働
組
合

『菱
労
報
』、
第
八
三
七
号
、
七
九
年
五
月
二
九
日
）。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヽ

（
２
）

国
家
資
金
に
よ
る
職
業
訓
練
の
実
施
に
あ
た
っ
て
、
七
八
年
一
一
月
一
日
に
お
こ
な
わ
れ
た
造
船
所
所
長
に
よ
る
構
内
放
送
の
内
容
で
あ
る

（三
菱



重
二
長
崎
造
船
所

『長
船
ニ
ュ
ー
ス
』

第
二
一
九
号
、
七
八
年
一
一
月
一
日
ゝ

（
３
）

全
日
本
造
船
機
械
労
働
組
合
三
菱
重
工
支
部
長
船
分
会

『景
教
育
訓
練
実
施
要
領
』

一
九
．七
・八
年
七
月
二
〇
日
、
全
日
本
造
船
機
械
労
働
組
合
三
一

菱
重
工
支
部

『第
四
八
固
定
期
大
会
活
動
方
針

（案
）Ｌ
　
一
九
七
八
年
九
月
ニ
ー
三
日
、　
一
一．ペ
ー
ジ
。
こ
の
ほ
か
、
『
日
本
経
済
新
聞
ヽ

七
八
年
六

月
一
０
日
付
朝
刊
で
も
「長
崎
、
下
関
ヽ
広

‐
島
、
神
戸
、
横
浜
の
五
事
業
所
所
属
の
従
業
員

（約
二
七
、
０
０
０
人
）
の
一
部
を
教
育
し
、
陸
上
機
械

部
門
な
ど
他
部
門
へ
の
配
転
を
円
滑
化
す
る
こ
と
」
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
。

（
４
）

三
菱
重
工
長
崎
造
船
所
香
焼
工
場
に
お
け
る
き
き
と
り
に
よ
る
。

（６
）

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
編

『造
船
ヽ
　
一
九
一五
三
年
、
ダ
イ
ャ
モ
ン
ド
社
、
四
七
ベ
ー
ジ
‐。，
本
文
に
述
べ
た
事
情
か
わ
設
計
体
制
‐は
、
橋
梁
関
係
部
門
、

水
間
・
水
圧
鉄
管
部
門
、　
一
般
土
木
構
造
物
部
門
、
建
築
鉄
骨
部
門
、
特
殊
構
造
物
部
門
に
わ
か
れ
て
編
成
さ
れ
る
の
を
、
通
例
と
し
て
い
る

（日
本

鋼
管
構
造
部
の
例
。
日
本
鋼
管
株
式
会
社
教
育
訓
練
部
、
前
掲
書
、
五
三
ス
ー
ジ
）。

（
６
）

全
国
造
船
重
機
械
労
働
組
含
連
合
会
三
菱
重
工
労
働
組
合
長
船
支
部

『
だ
ん
ら
ん
』
（第
奮
五
四
号
、
七
八
年
一
一
月‐
一
日
）
は
、
訓
練
の
対
象
と

内
容
に
つ
い
て
「‐造
船
現
場
の
人
が
設
計
や
製
図
の
勉
強
を
し
た
り
、
専
門
的
な
知
識
や
技
術
を
身
に
つ
け
た
り
す
る
」
と
紹
介
し
て
い
る
。

（７
）

こ
の
系
の
訓
練
は
、
長
崎
造
船
所
一香
撰
工
場
に
お
け
る
き
き
と
り
に
よ
る
と
、
京
都
お
よ
び
高
砂
製
作
所
の‐
機
械
ェ
作
部
な
ど
へ
の
転
籍
計
画
に
そ

っ
た
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

（８
）

溶
接
技
術
の
検
定
に
つ
い
て
は
、　
日
本
規
格
協
会

『Ｊ
Ｉ
Ｓ
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
溶
接
―
卜ｇ
ｏ「
　
一一九
一八
〇
年
、　

，日‐本
規
格
協
会
、
溶
接
技
術
検
定
の

項
を
参
照
さ
れ
た
い
。

３
　
手
待
ち
時
間
の
切
譜
め
と

「
多
能
工
」
化
教
育
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
´

第
二
類
型
を
な
す

「
多
籠
工
Ｌ
化
の
た
め
の
訓
練
は
、
造
船
業
に
お
い
て
は
特
別
の
重
要
性
を
も
‐ら
て
い
る
。
そ
れ
は
、
造
．船
業
の
手
待
ち

時
間
が
避
．け
ら
れ
ず
、
他
産
業
の
そ
れ
に
較
べ
て
．も
多
い
と
い
う
生
産
構
造
上
の
事
情
に
基
づ
い
て
い
る
ｂ

造
船
業
は
、
綜
合
的
組
立
工
業
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
ま
た
、
そ
れ
を
構
成
す
る
職
種
が
多
種
多
様
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
す
べ
て
の
職
種
に

均
■
に
作
業
を
配
分
す
る
こ
と
を
事
実
上
不
可
能
に
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
不
均
衡
は
、
受
注
の
不
安
定
性
お
よ
び
船
種
、
船
型
の
多
様

流
動
的
過
剰
人
回
の
創
出
と
国
家
資
金
一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
七
．　
　
．一



流
動
的
過
剰
人
日
の
創
出
と
国
家
資
金
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
八

（
１
）

性
と
結
び
つ
い
て
、
設
備
の
遊
体
と
労
働
力
の
手
待
ち
時
間
の
発
生
を
避
け
ら
れ
な
い
も
の
に
し
て
い
る
。
し
か
も
、
わ
が
国
造
船
業
の
輸
出

船

へ
の
過
度
の
依
存
は
、
受
注
の
振
幅
を
拡
げ
る
こ
と
か
ら
、
手
待
ぢ
時
間
の
規
模
を
拡
大
す
る
こ
と
に
な
（緩

。
こ
れ
ら
の
事
情

に
対

し

て

は
、
手
持
ち
工
事
量
の
配
分
に
よ
る
山
谷
の
調
整
、
お
よ
び
超
大
型

・
大
型
船
の
連
続
建
造
に
よ
る
近
似
し
た
船
種
、
船
型
の
確
保
に
よ
っ
て

対
処
さ
れ
て
き
た
ｏ
ま
た
、
大
海
運
資
本
は
、
不
況
時
に
船
価
の
低
減
を
狙

っ
て
発
注
し
好
況
時
に
そ
の
船
を
稼
動
さ
せ
る
と
い
う
方
針
を
と

る
こ
之
が
で
き
る
が
、
巨
大
銀
行
、
巨
大
海
運
企
業
、
巨
大
造
船
企
業
が
三
者

一
体
の
形
を
な
し
て
結
び
つ
い
て
い
た
三
菱
、
三
井
系
の
旧
財

閥
造
船
資
本
は
、
景
気
変
動
の
い
か
ん
に
か
か
わ
ら
ず
あ
る
程
度
の
手
持
ち
工
事
量
を
確
保
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
工
事
量
の
配
分
に
よ
る
山

谷
の
調
整
を
よ
り
容
易
に
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
さ
ら
に
、
シ
ョ
ッ
プ

・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

（∽
ｒ
Ｏ
も
Ｏ
ｏ
ユ
略ｏ
じ
か
ら
ス
テ
ー
ジ

・
コ
ン
ト

ロ
ー
ル

３
い出
ｏ
Ｏ
ｏ
●
一８
一）

へ
の
変
更
、
お
よ
び
節
点
管
理
制
度
の
採
用
に
よ
っ
て
も
対
処
さ
れ
て
き
た
。
こ
れ
は
、
現
図
、
け
が
き
加
工
、

小
組
立
、
大
組
立
、
船
台
、
艤
装
な
ど
の
ス
テ
ー
ジ
と
呼
ば
れ
る
工
程
を
組
織
編
成
基
準
と
定
め
た
う
え
で
、
建
造
工
程
途
次
の
主
要
工
事
に

つ
い
て
施
工
期
目
を
指
示
し
、
工
程
の
進
行
を
フ
ォ
ロ
ー
・
ア
ツ
プ
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
関
連
作
業
の
進
行
を
円
滑
な
ら
し
め
よ
う
と
し
た

も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
ス
テ
ー
ジ
ご
と
の
時
間
的
進
行
の
統
制
が
強
化
さ
れ
、
建
造
工
程
全
体
の
円
滑
な
推
移
が
は
か
ら
れ
る
こ
と

（
４
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

，

に
な
る
。

た
だ
、
こ
の
制
度
は
、
工
程
ご
と
の
作
業
完
了
日
時
を
厳
格
に
管
理
す
る
こ
と
か
ら
、
工
程
表
に
拘
束
さ
れ
る
労
働
を
義
務
づ
け
「
時
間
外

労
働
の
規
制
の
も
と
で
、
い
き
お
い
職
種
の
範
囲
を
拡
大
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
工
程
表
に
予
定
さ
れ
た
作
業
量
を
遂
行
す
る
こ
ど
に
な
る
。

し
か
も
、
そ
の
ご
の
工
程
表
に
は
、
職
種
範
囲
の
拡
大
が
実
績
と
し
て
組
み
込
ま
れ
て
人
員
が
縮
小
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
さ
ら
に
職
種
範
囲
の

拡
大
が
す
す
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
税
。

「
多
能
工
」
化
教
育
は
、
ス
テ
ー
ジ
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と
節
点
管
理
制
度
の
採
用
と
と
も
に
、
こ
れ
に
そ
う
職
務
拡
大
の
職
業
技
能
上
の
必

要
と
し
て
、
実
施
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
事
例
を
述
べ
れ
ば
、
長
崎
造
船
所
で
は
、
ガ
ス
溶
接
職
、
マ
ー
キ
ン
、
船
殻
組
立
、
造
機
組
立
、
缶
な



ど
す
べ
て
の
職
種
に
玉
掛
、
手
動
ク
レ
ー
ン
、
溶
接
な
ど
の
技
能
を
修
得
さ
せ
て
き
た
。
こ
れ
ら
の
基
礎
上
に
、
溶
接
職
は
、
こ
れ
ま
で
組
立

の
労
働
者
が
担
当
し
て
い
た
板
付
ぎ
作
業

（鋼
板
を
手
溶
接
で
仮
止
め
す
る
）
も
独
力
で
お
こ
な
う
よ
う
に
な
り
、
組
立
に
独
自
に
配
置
さ
れ

て
い
る
労
働
者
に
依
存
す
る
こ
と
な
し
に
板
付
ぎ
作
業
を
終
え
、
そ
の
後
本
来
の
溶
接
作
業
に
と
り
か
か
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
ま
た
、
溶

接
職
は
、
溶
接
の
あ
と
に
塗
装
職
に
よ
っ
て
お
こ
な
わ
れ
て
き
た
仮
止
め
用
の
亜
鉛
塗
料
の
塗
装
を
も
職
務
範
囲
に
加
え
て
い
た
。

国
家
資
金
に
よ
る
職
業
訓
練
は
、
こ
れ
ら
の
実
績
の
う
え
に
第
８
表
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
特
殊
溶
接
、
現
尺
現
図
、
鉄
艤
、
管
艤
、

板
金
プ
レ
ス
、
電
装
、
配
管
、
艤
装
、
鉄
工
な
ど
の
訓
練
を
実
施
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
同

一
ス
テ
ー
ジ
内
の
職
種
拡
大
と
こ
れ
に
相
ま
つ
手
待

ち
時
間
の
縮
小
の
条
件
を
形
成
す
る
の
で
あ
る
。

（汗に
）

（
１
）

＝
崎
文
治

「我
が
国
造
船
工
業
経
営
合
理
化
上
の
諸
問
題

（
一
と
、
『経
営
と
経
済
』、
第
八
五
号
、　
一
九
六
〇
年

一
〇
月
、　
一

（
２
）

上
滝
‐陸
生
、
前
掲
論
文
、
二
四
ペ
ー
ジ
。

（
３
）

越
後
和
典

『
日
本
造
船
工
業
論
』
、
前
掲
、　
一
五
―

一
六
ペ
ー
ジ
。

（
４
）

日
本
造
船
工
業
会

『昭
和
造
船
史
』、
第
二
巻
、　
一．九
七
三
年
、
原
書
房
、
二
三
五
ペ
ー
ジ
、
尚
、
長
崎
造
船
所
に
お
け
る

ス
テ
ー
ジ
・
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
は
、　
一
九
五
八
年
末
頃
に
一
応
完
成
し
た
と
い
わ
れ
る

（川
崎
文
治
、
前
掲
論
文
、　
〓
一
一・
ペ
ー
ジ
）
。

（
魔υ
）

（
空υ
）

「多
能
工
」
化
を
す
す
め
る
た
め
の
手
段
と
し
て
「多
能
工
」
化
の
進
捗
を
考
課
要
素
の
一
つ
と
す
る
昇
給
制
度
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て

「多
能

工
」
化
の
一一定
の
進
捗
が
賃
金
額
の，
上
昇
を
も
た
ら
す
と
し
て
も
、
そ
れ
は
労
働
支
出
量
の
増
大
に
よ
る
剰
余
価
値
率
の
上
昇
を
前
提
に
し
て
い
る
。

「多
能
化
教
育
は
、
本
来
の
仕
事
を
ベ
ー
ス
に
周
辺
の
技
能
を
広
げ
て
い
く
こ
と
で
あ
る
が
、
各
事
業
所
の
そ
れ
ぞ
れ
の
業
務
上
の
必
要
に
応
じ
て

行
な
わ
れ
て
い
る
。
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
目
的
、
内
容
、
期
間
、
人
員
な
ど
明
確
に
し
た
上
で
行
う
べ
き
で
あ
り
、
仕
事
量
が
今
日
の
よ
う
に
少
く

な
っ
た
と
き
に
教
育
を
す
る
と
い
う
マ
ン
ゼ
ン
と
し
た
も
の
で
は
な
い
」

（全
国
造
船
重
機
械
労
働
組
合
連
合
会
〓
一菱
重
工
労
働
組
合

『菱
労
報
』、

第
五
二
五
号
、
七
五
年
二
月
七
月
）
。

（
７
）

全
日
本
造
船
機
械
労
働
組
合

『調
査
時
報
』
、
第
三
二
号
、　
一
九
七
二
年
三
月
、　
三
ハ
○
ペ
ー
ジ
。

（
８
）

中
里
喜
昭

『
キ
ャ
ベ
ツ
に
花
咲
く
と
き
』
、　
一
九
七
八
年
、
学
習
の
友
社
、　
一
五
九
ペ
ー
ジ
。

流
動
的
過
剰
人
口
の
創
出
と
国
家
資
金

一
四
九



流
動
的
過
剰
人
回
の
創
出
と
国
家
資
金
一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
〇

（９
）

こ
れ
に
よ
っ
て
ど
の
程
度
の
職
種
の
減
少
が
は
か
ら
れ
た
か
に
つ
い
て
は
、
残
念
な
が
ら
確
認
し
え
て
い
な
い
。
尚
、
日
立
造
船
因
島
工
場
で
は
、

「多
能
工
化
に
よ
る
企
業
の
製

‐品市
場
へ
の
弾
力
性
と
労
働
者
の
労
働
需
要
へ
の
適
応
力
を
高
め
る
こ
と
」
を
目
的
に
、
九
入
の
職
種
が
三
五
の
複
合

職
種
に
グ
ル
ー
プ
化
さ
れ
て
い
る

（「造
船
産
業
に
お
け
る
労
働
生
活
の
質
的
改
善

（
Ｑ
Ｗ
Ｌ
）
の
動
向
」、
『
日
本
労
働
協
会
雑
誌
』

第
二
三
二
号
、

一
九
七
八
年
七
月
、
六
六
―
六
七
ペ
ー
ジ
。

４
　
実
労
働
時
間
の
延
長
と

「
歩
行
」
訓
練

第
二
類
型
の
訓
練
は
、
第
８
表
の
原
価
管
理
、
短
工
期
作
図
対
策
な
ど

‐の
内
容
例
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
主
と
し
て
価
格
競
争
力
の
強
化
を

目
的
に
組
織
さ
れ
る
訓
練
で
あ
る
。
こ
の
一
環
と
し
て
実
施
さ
れ
た

「
歩
行
」
訓
練
は
、
労
働
者
が

一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
距
離
を
所
定
の
速
度

で
歩
く
こ
と
を
訓
練
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ

っ
た
が
、
こ
れ
は
、
作
業
場
所
の
移
動

‐に
費
や
さ
れ
る
時
間
が
労
働
時
間
の
相
当
部
分
を
占
め

る
、
と
い
う
造
・船
業
に
特
有
の
技
術
的
条
件
の
克
服
に
基
づ
い
て
い
る
。

綜
合
組
立
工
業
の
一
種
で
あ
る
自
動
車
工
業
に
お
い
て
は
、
組
立
．工
程
に
配
．置
さ
れ
て
い
る
労
働
者
の
歩
行
速
一度
は
、
ベ
ル
ト

・
コ
ン
ベ
ア

の
流
れ
に

一
義

‐
的
に
律
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
特
別
の
労
務
対
策
を
要
す
る
課
題
と
し
て
は
提
起
さ
れ
な
い
。
動
作
の
開
始
地
点
か
ら
終

・Ｔ
地
．点
ま
で
の
歩
行
速
一度
は
、
労
働
者
の
主
観
を
あ
え
て
鼓
吹
し
な
く
て
も
、
機
械
体
系
に
よ
っ
て
実
質
的
な
規
制
‐
を
受
け
て
い
る

か
ら

で

あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
造
船
業
は
、
多
数
の
労
働
者
が
工
程
に
応
じ
て
入
れ
替
わ
り
立
ち
替
わ
り
建
造
船
舶
に
と

り

つ
い
て
作
業
す
る
方
式

で
あ
り
、
こ
れ
が
、
同
じ
綜
合
組
立
工
業
と
は
い
っ
て
も
、

―自
動
車
工
業
そ
の
他
の
ア
セ
ン
ブ
ル
エ
業
と
基
本
的
に
相
違
す
る
点

で
、
∽
Ｆ
７

げ
‘
巨̈
〓
∝
と
い
う
言
葉
に
表
現
さ
れ
る
ご
と
く
、
造
船
業
は
製
造

（電
ｏ
鮎
口
‐ｏ一いｏ
う
）
と
い
う
よ
り
も
建
造

（・８
い
の言
●
ｏ一一０
●
）
を
特
質
に
し
て

い
る
。
こ
う
し
た
建
造
型
式
に
お
い
て
は
、
労
働
者
の
就
業
す
る
労
働
時
間
の
相
当
部
分
は
、
作
業
場
所
の
移
動
に
費
や
さ
れ
る

こ
一と

に
な

祈
″造

船
業
で
は
、
こ
う
し
た
技
術
的
条
件
が
実
労
働
時
間
の
縮
小
ど
し
て
は
現
わ
れ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
、
節
点
管
理
の
厳
格
化
に
よ
る



労
働
者
の

「
自
主
」
的
な
歩
行
速
度
の
引
き
あ
げ
を
は
じ
あ
、
作
業
班
八
通
常

一
五
―
二
０
人
で
構
成
）
監
督
者
が
作
業
現
場
に
恒
常
的
に
お

り
で
労
働
者
を
叱
吃
・す
る
な
ど
の
手
段
が
採
用
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
監
．督
者
が
班
構
成
員
の
す
べ
て
を
継
続
的
に
監
視
す
る
こ
と
は
事
実

上
不
可
能
で
あ
る
こ
と
に
現
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
方
法
が
、
限
界
を
も
ら
て
い
る
こ
と
も
事
実
で
あ
り
、
こ
こ
に
、
労
働
者
に
対

す
る

「
歩
行
訓
練
」
が
、
価
格
引
き
さ
げ
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
教
育
と
あ
い
ま
っ
て
実
施
さ
れ
る
根
拠
が
存
在
す
る
ｂ

「
歩
行
訓
練
』
の
実
際
に
つ
い
て
い
え
．ば
、
通
路
に
五
一〇
、　
一
〇
〇
、　
一
五
〇
メ
ー
ト
ル
‐の，
標
識
が
た
て
ら
れ
、　
一．〇
〇
タ
ー
ト
ル
を
所
定

の
速
度
で
歩
く
よ
う
に
、
コ
ー
ス
を
七
回
歩
か
さ
れ
る
。　
一
、
二
回
目
は
従
来
の
通
常
速
度
で
、
三
、
四
、
五
回
目
は
所
定
速
度
で
、
さ
ら
に

六
、
七
回
目
は
基
準
よ
り
も
速
ぐ
歩
行
す
る
よ
う
に
指
示
さ
れ
る
。
こ
の
訓
練
に
お
い
て
は
、
一基
準
通
り
の
歩
行
が
■
や
る
気
の
ス
ピ
ー
ド
、

一
分
間

一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
」
と
Ｌ
う
組
立
溶
接
課
で
確
認
さ
れ
た
標
語
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
価
格
低
下
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
労
働
者
が
休
現

し
て
い
る
か
ど
う
か
の
測́
定
器
と
も
な
っ
て
い
る
。

作
業
場
所
の
移
動
に
要
す
る
時
間
は
、

「
歩
行
訓
練
」
の
結
果
と
し
て
た
だ
ち
に
縮
小
す
る
わ
け
で
は
な
く
、
労
働
者
の
自
然
発
生
的
な
反

抗
に
よ
る
制
約
を
ま
ぬ
が
力
え
な
い
の
で
あ
る
が
、
こ
の
刑
凛
め
意
図
が
、
移
動
に
要
す
る
時
間
の
縮
小
に
よ
る
実
労
働
時
間
の
拡
大
に
お
か

・れ
て
い
る
こ
と
は
、
訓
練
の
内
容
か
ら
し
て
あ
き
ら
か
で
あ
る
‐。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
´

（滸に）
（１
）

小
野
塚
二
郎
「
一
九
八
０
年
の
日
本
造
船
業
」島
日
本
遣
船
工
業
会
創
立
二
十
周
年
記
念
懸
賞
入
選
論
文
集
』

一
九
六
九
年
、
日
本
造
船
工
業
会
、

一
二
ペ
ー
ジ
。
小
野
塚
民
は
、
「直
接
工
の
労
働
―時
間
の
三
―
五
割
は
場
所
移
動
な
ど
の
非
生
産
的
な
動
き
に
消
費
さ
れ
て
」
い
る
と
述
べ
て
お
ら
れ

る
（前
掲
論
文
、　
〓
一ベ
ー
ジ
）。

（２
）

こ
の
こ
と
か
Ｌ
「歩
行
訓
練
」
の
受
講
者
は
、
作
業
場
所
を
固
定
し
な
い
で
労
働
者
の
方
が
移
動
す
る
搭
載
職
、
足
場
職
、
船
台
大
工
職
、
取
付

職
、
溶
接
職
、
ガ
ス
切
断
職
、
歪

‐
と
り
職
、
段
取
職
な
ど
か
ら
な
っ
て
い
る
。

流
動
的
過
剰
人
口
の
創
出
と
国
家
資
金

一
五
一



流
動
的
過
剰
人
日
の
創
出
と
国
家
資
金

一
五
二

一嘔
一　
労
働
力
処
分
権
の
留
保
と
国
家
資
金
の
合
法
的
利
用

１
　
労
働
力
処
分
権
の
留
保
と
賃
金
補
助

前
章
に
お
い
て
吟
味
し
て
き
た
職
業
訓
練
は
、
そ
の
目
的
や
内
容
の
い
か
ん
に
か
か
わ
ら
ず
、
雇
用
関
係
の
維
持
ざ
れ
て
い
る
労
働
者
の
相

当
割
合
が
、
価
値
お
よ
び
剰
余
価
値
の
生
産
に
参
加
し
な
い
と
い
う
こ
と
に
お
い
て
共
通
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
雇
用
関
係
の

―締結
と
継
続

は
、
資
本
家
が
、
労
働
力
の
処
一分
権
を
行
使
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
剰
余
価
値
を
生
産
し
取
得
す
る
こ
と
を
目
的
に
し
て
お
り
、
雇
用
関
係
の
貨

幣
的
な
表
現
で
あ
る
賃
金
・も
、
労
働
に
加
わ
っ
た
対
価
と
し
て
の
み
支
払
わ
れ
る
。
し
か
し
、
さ
き
に
述
べ
た
よ
う
に
職
業
訓
練
の
実
施
は
、

資
本
に
よ
る
労
働
力
処
分
権
の
一
時
的
な
停
止
を
意
味
す
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
期
間
に
お
い
て
生
産
さ
れ
る
価
値
お
よ
び
剰
余
価
値
量
の
低
下

を
ひ
き
起
こ
し
、
ま
た
、
労
働
に
よ
る
価
値
お
よ
び
剰
余
価
値
の
生
産
を
前
提
に
し
な
い
賃
金
支
払
い
と
い
う
事
態
を
、　
一
時
的
に
し
ろ
う
み

出
す
こ
と
に
な
る
。
も
と
よ
り，
職
業
訓
練
の
実
施
は
、
労
働
能
力
の
ひ
き
あ
げ
と
労
働
力
価
値
の
上
昇
を
媒
介
に
、
剰
余
価
値
率
の
上
昇
を
実

現
し
う
な
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
意
味
で
は
、
労
働
力
処
分
権
の
停
止
さ
れ
て
い
る
期
間
の
損
失
も
比
較
的
短
期
間
に
回
収
し
う
る
も

の
で
あ

る
。
し
か
し
、
こ
の
停
止
が
相
当
の
人
員
規
模
と
期
間
に
わ
た
っ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
み
れ
ば
、
雇
用
関
係
を
維
持
し
た
ま
ま
で
の
職
業
訓
練

に
は
、
な
ん
ら
か
の
補
助
が
必
要
に
な
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
に
は
、
国
家
資
金
が
、
労
働
組
合
の
合
意
を
と
り
つ
け
る
た
め
に
も
、
利
潤
に

で
は
な
く
賃
金
に
対
す
る
補
助
と
お
う
形
態
の
も
と
に
充
用
さ
れ
る
。
た
だ
、
国
家
資
金
の
充
用
に
あ
た
っ
て
は
、
資
金
の
性
格
上
、
条
件
が

つ
け
ら
れ
る
。
具
体
的
に
は
、　

‐＜１＞
指
定
．業
種
で
あ
る
こ
と

（船
舶
・
舶
用
機
関
ま
た
は
船
体
部
品
の
製
造
・
修
理
業
）、　
‐＜２＞
指
定
期
間

（七
八

年
五
月‥
一
日
―
七
九
年
四
月
三
〇
日
、
た
だ
し
七
九
年
薫
月
一
日
―
八
〇
年
四
月
三
〇
旧
ま
で
は
延
長
期
間
六
カ
月
と
再
指
定
期
間
六
カ
月
を
・



な
す
）
内
に
実
施
さ
れ
る
こ
と
、
③
事
業
主
と
労
働
組
合
な
ど
と
の
間
に
書
面
に
よ
る
訓
練
協
定
が
な
さ
れ
る
こ
と
、
０
就
業
規
則
そ
の
他
の

文
書
ま
た
は
当
該
事
業
所
の
経
営
慣
行
な
ど
に
基
づ
い
て
通
常
お
こ
な
わ
れ
る
訓
練
で
は
な
い
こ
と
、
③
判
定
基
礎
期
間
に
お
け
る
訓
練
の
延

べ
日
数
が
所
定
労
働
延
べ
日
数
の
一
五
分
の
一
以
上
で
あ
る
こ
と
、
③
受
講
日
に
つ
い
て
支
払
っ
た
賃
金
の
平
均
日
額
が
労
働
日
に
通
常
支
払

わ
れ
る
賃
金
の
額
を
下
回
ら
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
、
０
事
業
主
が
自
ら
事
業
内
で
実
施
す
る
場
合
に
は
生
産
ラ
イ
ン
ま
た
は
就
労
の
場
に
お

け
る
通
常
の
生
産
活
動
と
区
分
し
て
お
こ
な
わ
れ
る
こ
と
、
③
実
施
に
つ
い
て
あ
ら
か
じ
め
管
轄
職
業
安
定
所
へ
届
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
な

（
１
）

ど
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ら
の
条
件
に
て
ら
し
て
支
給
さ
れ
る
国
家
資
金
も
、
労
働
力
処
分
権
の
留
保
に
対
す
る
補
償
で
は
あ
る
の
だ
が
、
資
本
家

に
と
っ
て
は
二
重
の
限
界
を
も
つ
も
の
と
し
て
意
識
さ
れ
ざ
る
を
え
な
い
。
そ
れ
は
、
第

一
に
、
賃
金
の
補
助
で
は
あ
る

の
だ
が
三
分
の
一

（
２
）

（中
小
企
業
に
あ
っ
て
は
三
分
の
二
）
の
補
助
に
と
ど
ま
る
こ
と
、
第
二
に
、
訓
練
調
整
費
助
成
金
が
、
賃
金
以
外
の
補
助
と
し
て
訓
練
日
当

り
四
四
〇
円

（法
定
訓
練
に
つ
い
て
は
五
五
〇
円
）
支
給
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
こ
れ
は
労
働
力
処
分
権
の
行
使
に
よ
っ
て
取
得
さ
れ
る
べ
き

剰
余
価
値
量
に
相
当
す
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
あ
っ
て
、
訓
練
に
要
す
る
教
材
や
施
設
に
充
当
す
べ
き
費
用
で
あ
る
こ
と
、
こ
れ
ら
で
あ
る
。

こ
の
た
め
、
雇
用
関
係
を
維
持
し
た
ま
ま
の
職
業
訓
練
は
、
国
家
資
金
の
利
用
に
も
か
か
わ
ら
ず
存
在
せ
ぎ
る
を
え
な
い
限
界
を
条
件
に
、

適
用
基
準
の
逸
脱
を
う
み
だ
す
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
、
①
訓
練
受
講
者
と
し
て
長
崎
職
業
謝
練
所
に
届
け
ら
れ
て
い
る
労
働
者
が
生
産
活
動

に
参
加
さ
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
は
じ
め
、
②
訓
練
人
員
が
適
用
基
準
を
下
回
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
認
定
を
受
け
て
国
家
資
金
が
利

用
さ
れ
た
こ
と
、
③
改
善
提
案
の
提
出
が
、
訓
練
時
間
内
に

「
職
業
に
関
す
る
知
識

・
技
能
又
は
技
術
」
の
訓
練
の
一
環
と
し
て
求
め

（
ら
“
て

い
た
こ
と
、
０
訓
練
の
内
容
が
企
業
内
教
育
と
し
て
こ
れ
ま
で
実
施
さ
れ
て
き
た
内
容
と
近
似
な
い
し
同

一
で
あ
っ
た
こ
と
、
な
ど
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
以
下
の
諸
節
に
お
い
て
は
受
講
者
の
剰
余
価
値
生
産
へ
の
参
加
と
訓
練
内
容
の
重
複
に
つ
い
て
、
少
し
く
立
ち
入
っ
て
述

べ
た

（ヽ
″

流
動
的
過
剰
人
口
の
創
出
と
国
家
資
金



流
動
的
過
剰
人
回
の
創
出
，と
国
家
資
金

一
五
四

遠
藤
政
夫
、
前
掲
書
、　
一
九

一
―
ニ
ペ
ー
ジ
、
北
川
俊
夫
、
前
掲
書
、　
〓
分
一と
七
一
ペ
ー
ジ
、
労
働
省
他

『
雇
用

の
安
定
の
た
め
に
』
（
バ
ン
フ

レ
ッ
ト
）、　
一
九
七
八
年
、
三
ペ
ー
ジ
、
『
日
本
経
済
新
聞
』、
七
八
年
九
月
二
日
。

（
２
）

北
川
俊
夫
、
前
掲
書
、　
三
ハ
九
ペ
ー
ジ
。

（
３
）

北
川
俊
夫
、
前
掲
一書
、　
一
七
二
ベ
ー
ジ
。

（４
）

北
川
俊
夫
、
前
掲
書
、　
一
六
四
ペ
ー
ジ
。

（５
）

受
給
可
能
最
小
人
員
は
、　
一
日
当
り

（正
味
）
訓
練
人
員

（七
八
年
九
月‐
一
日
在
籍
ベ
ー
ス
で
み
た
適
．用
人
員
一
四
、
五
三
七
一人
ｘ
一
五
分
の
一
）

表
示
で
九
六
九
人
で
あ
っ
た
が
、
七
九
年
十四
月
の
訓
練
受
講
人
員
は
八
八
五
人
で
あ
り
、
基
準
を
実
数
で
八
四
人
、
割
合
に
し
て
八
・
七
パ
ー
セ
ン
ト

下
回
っ
て
い
た
。
尚
、　
一一日
当
り
訓
練
人
員
数
は
、
長
崎
造
船
所
と
長
船
分
会
と
の
交
渉
の
席
上
、
所
側
の
あ
さ
ら
か
に
し
た
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、

四
月
の
訓
練
受
講
人
員
は
長
船
支
部

『
〓
ュ
ー
ス
速
報
』

Ｚ
ｐ
３
９
　
七
九
年
七
一月
二
日
に
掲
載
さ
れ
て
い
た
所
の
発
表
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
ま

た
、
改
善
提
案
の
提
出
が
訓
練
の‐
一
環
と
こ
そ
義
務
づ
‐け
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
全
日
本
造
船
機
械
労
働
組
合
三
菱
重
工
支
部
長
崎
造
船
所

分
会
．が
、
訓
練
を
受
講
し
た
組
合
員
か
ら
回
収
し
た
「報
告
用
紙

（受
講
者
用
と

に
示
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
コ
墜
善
を
す
る
為
の
一色
た
な
手

段
、
考
え
方
の
講
義
だ
と
思
っ
て
い
た
ら
、
改
善
提
案
を
書
か
せ
る

（自
分
の
作
業
長
に
出
す
）
も
の
で
あ

っ
た
」

（七
八
年
一
二
月
下
四
日
か
ら

「改
善
の
手
法
」
を
受
講
し
た
浜
日
氏
Ｘ

「改
善
提
案
の
提
出
を
求
め
ら
れ
た
」

（
一
二
月
八
日
か
ら
『改
善
の
手
法
」
を
一受
講
し
た
荒
リーーーー‐
夭
Ｘ

『教

育
で
現
場
に
出
て
お
ら
ず
改
善
提
案
を
か
け
と
い
わ
れ
て
も
材
料
が
な
く
こ
ま
っ
た
」
盆
二
｝月
八
日
２
一
一
日
ま
で
「
改
善
の
手
法
」
を
一受
講
し
た

長
谷
氏
Ｘ

と
い
っ
た
状
況
で
あ
る
。

（
６
）

ち
な
み
に
長
崎
造
船
所
に
支
給
さ
れ
た
国
家
資
金
は
、
長
崎
公
共
職
業
安
定
所
の
資
料
に
よ
る
と
七
八
年
一
一
月
二
五
、
八
六
四
人
日
に
対
し
て
訓

練
調
整
給
付
金
九
三
、
六
四
一
、
六
四
八
日
、
訓
練
調
整
費
助
成
金
一
二
、四
一
四

七ヽ
二
〇
円
、　
〓
一月
三
〇
、
七
．五
二
人
日
に
対
し
て
そ
れ
ぞ
れ
一

一
五
、九
一九
二
二
ハ四
０
一円
、　
一
四
、七
六
０
、九
六
〇
円
、
七
九
年
７
月
二
六
、
三
二
四
人
目
に
対
し
て
九
七
、
二
十九
三
、
五
〇

‐四円
、　
言
一、六
三
五
、

五
二
〇
円
、
二
月
二
八
、
九
九
八
人
目
に
対
し
て
一
０
七
、　
一
七
六
、
六
〇
八
日
、　
〓
云

九
一
九
、
〇
四
〇
円
、
二
月
二
三
、
五
三
二
人
日
に
対
し

て
八
六
、
九
七
〇
、
五
七
六
円
、　
一
一
、
二
九
四
、
八
八
〇
‐円
、
四
月
一
九
、
六
八
０
人
目
に
対
し
て
七
二
、
北
三
七
、
二
八
〇
円
、
九
、
四
四
六
、

四
〇
〇
円
、
五
一月
二
四
、
七
一
七
人
目
に
対
し
て
九
一
、
二
五
四
、
〇
三
二
・円
、　
一
一
、
八
六
四
、　
一一六
〇
円

（
一
月
２
五
一月
分
に
つ
い
て
は
長
時
公

・共
職
業
安
定
所
の
資
料
に
よ
る
一
一
月
、　
言
一月
分
を
も
と
に
筆
者
が
試
算
し
た
も
の
）
で
あ
り
、
合
計
七
一四
六
、
五
〇
二
、
九
六
八
円‐
に
の
ぼ
る
ｂ

↓ じ



２
　
訓
練
受
講
者

の
剰
余
価
値
生
産

へ
の
参
加

訓
練
受
講
者
の
剰
余
価
値
生
産

へ
の
参
加
は
、
三

つ
の
形
態
で
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
。

第

一
に
、
実
習
を
名
目
に
し
た
生
産

へ
の
参
加
で
あ
る
０
職
業
技
能

の
形
成
は
、
溶
接
技
能
の
習
得

に
示
さ
れ
る
ょ
う
に
、
技
術
学
的
な
知

識
の
習
得
と
と
も
に

一
定
期
間
の
実
習
な
し
に
は
お
こ
な
い
え
な
い
。
こ
の
実
習

に
よ
る
設
備
操
作

の
習
得
は
、
職
業
技
能

の
客
観
化
さ
れ
て

い
る
機
械
制
大
工
一業

の‐
段
階

に
お
い
て
は
、
手
工
業
を
技
術
的
基
礎
と
し
て
い
る
た
め
に
客
観
化
さ
れ
え
な
い

マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ

ュ
ア
段
階

の

そ
れ
に
較

べ
て
、
相
対
的
に
短
期
間

の
う
ち
に
お
こ
な
う
こ
と
が
で
き
る
。
し
た
が

っ
て
、
国
家
資
金

の
利
用
に

つ
い
て
定
め
た

「
顧
用
安
定

資
金
制
度
」

‐に
お
い
て
も
、

「
学
科
」
と
と
も

に

「
実
技
」
に
つ
い
て
も
定
め
て
い
礼
。
た
だ
国
家
資
金
の
利
用
は
、
訓
練
が

「
事
業
活
動
の

縮
小
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
場
合
に
お
け
る
生
産
調
整
な
い
し
在
庫
調
整
の

た
め
に
行
わ
れ
る
」

こ
・と
を
所
与

の
前
提

に
し
て
い
る
こ
と
が

ら
、

「
実
技
」
と
は
い

っ
て
も
、

「
労
働
者
を
通
常
の
生
産
活
動

に
従
事
さ
を
な
ぇ
ら
同
時
並
行
的

に
行
う
」
訓
練
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
わ
け

で
は
な
い
。
す
な
わ
ち
、
「
実
技
」
と
し
て
は
認
め
ら
れ
る
の
で
は
あ
る
が
、
こ
の
場
合

の

「
実
技
」
と
は
、
余
業
内
教
育
の
場
合
の
オ
ン

・

ザ
・
ジ
ョ
ブ

・０
う
一Ｆ

ぢ
ヽ
）
と
は
こ
と
な
っ
て
オ
フ
・
ザ
・
ジ
ョ
ブ

（緊
［

，
①
ぢ
Ｊ

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
（従

。
し
か
し
ヽ
溶
接

実
習
の

一
部
は
、
一訓
練
施
設
を
離
れ
た
工
程

の
作
業
と
し
て
実
施
さ
れ
て
い
た
“

第
二
に
、
午
前
は
訓
練
施
設

に
お
け
る
．訓
練
を
受
け
た
も
の
の
、
午
後

に
は
シ
ー
ラ
ン
ド
船

の
建
造
が
多
忙

‐に
な

っ
た
と
い

う
理
由
か
ら
、

工
程

に
戻

っ
て
平
常
通
り
作
業

に
参
加
す
る
之
い
う
状
況
が
確
認
さ
れ
て
．い
る
。

「
雇
用
安
定
資
金
制
‐度
」
は
、
受
講
者
が
当
該
受
講
当
日

の

全
二
日
に，
わ
た

っ
て
作
業

に
就

か
な
い
こ
と
を
定
め，
、
所
定
労
働
時
澗
外

に
お
こ
な
わ
れ
る
訓
練
や
同

一
の
所
定
労
働
日
に
お
い
て
．訓
練
の
前

後

に
作
業

に
就
く
場
合
な
ど
を
、
適
用
対
象
と
は
し
な
い
こ

（
と

愛
掟

め
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
国
家
資
金
の
利
用
が
、
生
．産
．調
整
な
い
し
在
庫

調
整
の
実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
前
提
に
し
て
い
る
こ
．と
に

よ
る
‐。
と
こ
ろ
が
、

一
日
の
後
半
が
実
労
働
時
間
と
し
て

充
用
さ
れ
な
が

‐ら
、
長

一
五
五
一　
　
一

流
動
的
過
剰
人
口
の
創
出
と
国
家
資
金

二



流
動
‐的
過
剰
人
日
の
創
出
と
国
家
資
金
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
六

崎
公
共
職
業
安
定
．所
に
は
、
全

一
日
の
訓
練
と
し
て
届
け
出
ら
れ
、
こ
れ
ら
に
そ

っ
て
国
家
資
金
ら
給
付
が
な
さ
れ
て
」
が
‐。

第
三
に
、
教
育
施
設
に
お
け
る
実
習
と
い
う
形
式
は
守
ら
れ
て
は
い
る
も
の
の
、
実
習
に
よ
っ
て
製
作
さ
れ
る
も
の
が
、
た
と
え
ば
八

一
年

建
造
予
定
の
Ｌ
一Ｎ
Ｇ
船
に
必
要
と
さ
れ
て
い
る
防
熱
用
箱
で
あ

っ
た
こ
と
な
ど
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
受
講
者
が
実
質
的
に
は
生
産
工
程
に
編

入
さ
れ
て
い
る
状
況
が
認
め
ら
れ
た
こ
之
で
あ
る
。

こ
れ
ら
は
、
賃
金
補
助
を
受
け
た
労
働
者
を
剰
余
価
値
生
産
に
編
入
す
る
こ
と
に
お
い
て
、
国
家
資
金
．を
利
用
し
う
る
根
拠
の
喪
失
を
意
味

し
て
い
る
。

（汗に）

（
１
）

北
川
俊
夫
、
前
掲
書
、　
王
全
・ハ
ベ
ー
ジ
‐。

（
２
）

北
川
俊
夫
、
前
掲
書
、　
三
ハ
五
ペ
ー
ジ
。　
　
　
　
　
　
　
　
、

（３
）

遠
藤
政
夫
、
前
掲
書
、　
一
九
二
ペ
ー
ジ
。

（
４
・）・
北
川
俊
夫
、
前
掲
書
、　
〓
ハ四
？
五
ベ
ー
ジ
。

（
５
）

長
崎
公
共
職
業
安
定
所
に
よ
る
月
一
度
の
定
期‐調
査
は
、
受
講
者
の
人
数
確
認
を
一
つ
の
業
務
と
し
て
設
定
し
て
い
る
。
ｔ
か
し
、
出
席
簿
に
受
講

者
に
よ
っ
て
記
入
さ
れ
た
人
数
の
確
認
は
、
帳
簿
の
う
え
だ
け
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
記
入
さ
れ
て
あ
る
氏
名
の
受
講
者
が
訓
練
を
受
け
て
い
る
の

か
、
そ
れ
と
も
作
業
に
つ
い
で
い
る
の
か
に
つ
い
て
は
補
足
さ
れ
て
い
な
い
。

・３
　
国
家
資
金
・を
利
用
す
る
訓
練
と
企
業
内
教
育
と
の
重
畳

国
家
資
金
の
利
用
に
よ
る
訓
練
と
企
業
内
教
育
と
の
重
畳
例
は
、
第
９
表
に
示
さ
れ
る
通
り
で
あ
る
。
訓
練
の
項
目
名
お
よ
び
内
容
が
全
・く

・同
じ
で
あ
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
の
だ
が
、表
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
た
と
え
ば
作
業
分
析
、
現
状
分
析
、
改
善
の
道
程
、
稼
動
分
析
か
ら
な

る

「
Ｉ
Ｅ
」
と
、
現
場
の
問
題
解
決
お
よ
び
Ｉ
Ｅ
、
作
業
改
善
の
基
礎
、
工
程
分
析
と
改
善
、
作
業
測
定
と
標
準
時
間
の
活
用
、
効
率
的
改
善

活
動
の
推
進
と
留
意
点
か
ら
な
る

「
Ｉ
Ё
実
践
基
礎
」
と
を
比
較
し
て
み
る
と
き
、
ま
た
、

「
監
督
者
教
育
」
と

「
監
督
者

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
実
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流
動
的
過
剰
人
日
の
創

‐出と
国
家
資
金
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
．八

業
主
の
賃
金
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

「
失
業
の
防
止
」
を
図
ろ
う
と
す
る
趣
旨
か
ら
給
付
さ
れ
る
以
上
、
好
況
時
な
ど
に
お
こ
な
わ

れ
る
企
業
内
教
育
が
こ
の
適
用
対
象
と
な
ら
な
い
こ
と
は
当
然
で
あ
り
、
ま
た
、
従
来
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
る
企
業
内
教
育
と
の
重
一畳
を
排
除

す
る
の
も
、
同
じ
理
由
に
基
づ
い
て
い
る
。
し
か
し
、
不
況
時
の
訓
練
と
い
え
ど
も
、
事
業
主
の
計
画
に
そ

っ
て
実
施
さ
れ
る
以
上
ヽ
そ
の
目

的
は
、
労
働
力
の
価
値
を
相
対
的
に
し
ろ
高
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
労
働
が

「
よ
り
高
度
な
労
働
に
お
い
て
自
ら
を
発
現
し
、
し
た
が
っ

て
同
じ
時
間
内
に
比
較
的
に
よ
り
高
い
価
値
に
お
い
て
自
ら
を
対
象
化
す
（“

」
こ
と
に
お
か
れ
る
の
で
あ

っ
て
、
こ
の
点
は
、
好
況
時
に
お
け

る
企
業
内
教
育
の
目

‐
的
と
一相
違
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
こ
こ
に
、
国
家
資
金
の
利
用
に
よ
る
訓
練
と
企
．業
内
教
育
と
の
内
容
上
の
重
畳
が
、
さ

き
の
法
的
な
規
定
に
も
か
か
わ
ら
ず
生
ず
る
理
由
が
あ
る
。
も
と
よ
り
両
者
に
い
さ
．さ
か
の
相
違
も
存
在
し
な
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
の‐
で

あ
る
が
、
そ
れ
と
し
て
指
摘
し
う
る
こ
と
は
、
国
家
資
金
を
利
用
す
る
訓
練
が
、
不
況
‐時
に
お
け
る
諸
資
本
間
の
競
争
の
激
化
を
反
映
し
て
、

従
来
の
企
業
内
教
育
よ
り
も
い
っ
そ
う
厳
格
な
内
容
を
以
っ
て
お
こ
な
わ
れ
、
そ
こ
に
作
用
す
る
事
業
主
の
統
制
ヽ
厳
し
く
な
っ
て
い
る
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
Ｉ
Ｅ
、
監
督
者
教
育
の
各
講
座
と
も
、
従
来
の
講
座
に
較
べ
て

一
段
階
ひ
き
あ
げ
ら
れ
た
価
格
競
争
力
を
求
め

る
内
容
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
は
か
な
ら
な
い
。

訓
‐練
内
容
の
重
畳
も
、
賃
金
補
助
を
受
け
た
労
働
者
の
剰
余
価
値
生
産
べ
の
参
加
と
同
じ
く
、
国
家
資
金
を
利
用
し
う
る
根
拠
の
喪
失
を
意

味
す
る
が
、
実
際
の
と
こ
ろ
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
賃
金
補
助
の
う
ち
き
り
や
減
額
が
お
こ
な
わ
れ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。

（注
）

（
１
）

受
講
者
が
次
の
よ
う
に
感
ず
る
の
も
こ
こ
に
根
拠
を
も
つ
。
「
゛ヽ
―
チ
ン
グ
や
通
常
の
課
の
安
全
教
育
で
こ
の
種
の
教
育
は
年
一
回
や
っ
て
き
た
‐」。

（２
）

北
川
俊
夫
、
前
掲
書
、　
Ｉ
ハ四
ペ
ー
ジ
。

（３
）

マ
ル
ク
ス
『資
本
論
』

青
木
文
庫
版
、
第
１
部
第
２
分
冊
、
三
五
九
ペ
ー
ジ
。



Ⅳ
　
国
家
資
金

の
合
法
的
利
用

の
帰
結

１
　
流
動
的
過
剰
人
口
の
創
出
と
滞
留

訓
練
の
内
容
を
は
じ
め
国
家
資
金
の
受
給
根
拠
、
お
よ
び
受
給
規
定
か
ら
の
逸
脱
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
吟
味
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

そ
こ
で
次
に
検
討
す
べ
き
は
、
国
家
資
金
の
合
法
的
な
利
用
の
帰
結
、
す
な
わ
ち
、
雇
用
安
定
資
金
制
度
に
い
う
と
こ
ろ
の

「
失
業
の
予
防
」

の
実
質
に
つ
い
て
で
あ
る
。

職
業
訓
練
が
た
だ
ち
に
失
業
の
形
成
や
雇
用
の
創
出
を
意
味
し
な
い
と
し
て
も
、
失
業
の
条
件
を
形
成
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
す
で
に
論
及

し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
れ
を
訓
練
の
三
類
型
に
そ
く
し
て
少
し
く
敷
延
す
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

第

一
の

「
人
員
再
配
置

・
新
規
業
務
」
類
型
は
、
三
菱
重
工
の
事
業
構
成
の
変
化
に
伴
う
労
働
力
再
配
置
の
積
粁
と
な
り
、
再
配
置
に
伴
う

労
働
条
件
の
悪
化
は
労
働
力
の

「
反
発
」
を
導
く
こ
Ｌ
に
な
る
。
第
二
の

「
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

・
多
能
力
化
」
類
型
は
、

「多
能
工
」
化
の
拡
大

に
よ
る
過
剰
労
働
力
の
析
出
と
と
も
に
労
働
強
度
の
増
大
を
媒
介
と
す
る
労
働
力
の

「
反
発
」
を
導
く
こ
と
に
な
る
。
第
二
の

「
一
般
」
類
型

は
、
Ｚ
Ｄ
運
動
の
目
標
値
の
引
き
あ
げ
之
連
動
す
る
こ
と
に
お
い
て
拘
束
労
働
時
間
の
延
長
を
も
た
ら
し
、
労
働
力
を

「
反
発
」
す
る
基
礎
的

条
件
の
ひ
と
つ
を
な
す
。

こ
れ
ら
は
、
い
ず
れ
も
職
業
訓
練
と
他
の

「
合
理
化
」
諸
手
段
と
の
編
成
の
い
か
ん
を
合
意
し
て
お
り
、
し
ば
し
ば
く
り
か
え
す
よ
う
に
職

業
訓
練
が

一
義
的
に
失
業
を
も
た
ら
す
わ
け
で
は
な
い
。
そ
こ
で
、
国
家
資
金
の
利
用
に
よ
る
職
業
訓
練
が
、
流
動
的
過
剰
人
口
の
形
成
に
帰

結
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
他
の

「
合
理
化
」
手
段
と
の
連
関
の
態
様
に
つ
い
て
は
、
次
節
以
降
に
お
い
て
吟
味
す
る
こ
と
と
し
、
こ
こ
で
は
ひ

流
動
的
過
剰
人
口
の
創
出
と
国
家
資
金
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
九



第 10表 訓練期間における人員の移動状況

前年11月 1日 ～当年 6月 1日
まで7カ 月間の推移 (人 )

実奮人員 1休職派遣 1在籍人員実在人員

数 (人 )(1)

934

1,109

1,186

1,210

1,433

2,123

流
動
的
過
剰
人
口
の
創
出
と
国
家
資
金

}

}

{

i nsos

I naoo

∠ゝ1,888

∠ゝ391

△442

∠ゝ1,202

16,

15,

15,

15,04

14,71

13,

15,147

14,579

14,257

12,791

13,237

11,349

1976年■1月

1977年 6月

1977年 11月

1978年 6月

1978年 11月 (3)

1979年 6月

(資料)三菱重工勤労部『勤労統計』各月版より作成。

(注)に)各月とも当該月 1日 の数値である。

υ)在籍人員は,実在人員と休職派遣人員に労働組合専従者を加えたもの

である。このため上表中の実在人員と休職派遣人員の合計は,在籍人員

と一致しない。尚,各月の労働組合専従者は,76年 11月 44人 ,77年 6月

46人,77年 11月 46人 ,78年 6月 46人 ,78年 11月 45人 ,79年 6月 43人であ

る。

わ)78年 11月 の実在人員,休職派遣人員,労働組合専従者の合計は,『勤

労統計』において在籍人員と一致していなかったが,そのままにした。

一
六
〇

と
ま
ず
流
動
的
過
剰
人
口
の
創
出
と
滞
留
に
つ
い
て
数
値
上
の
確
認
を

し
て
お
き
た
い
。

第
Ю
表
は
、
国
家
資
金
の
受
給
対
象
期
間

（七
カ
月
）
の
労
働

力

「
反
発
」
規
模
を
、
そ
れ
以
前
の
非
受
給
期
間
の

「
反
発
」
規
模
と
比

較
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
受
給
期
間
に
お
け
る
実
在
人
員

な
ら
び
に
在
籍
人
員
の
減
少
幅
は
、
ほ
か
の
い
ず
れ
の
期
間
に
較
べ
て

も
大
き
く
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
労
働
力
の

「
反
発
」
規
模
は
、

「
失
業
の
予
防
」
を
理
念
と
す
る
国
家
資
金
の
給
付
期
間
に
お
い
て
、

も

っ
と
も
大
き
い
。

さ
ら
に
、
彼
ら
の
滞
留
状
況
に
は
、

「
反
発
」
さ
れ
る
労
働
力
規
模

の
拡
大
に
対
応
し
て
、
次
の
よ
う
な
特
徴
が
認
め
ら
れ
る
。

第

一
に
、
求
職
者
に
占
め
る
就
職
者
の
割
合
が
、
労
働
力
の
「反
発
」

規
模
の
拡
大
と
と
も
に
す
す
む

「
吸
引
」
規
模
の
縮
小
の
も
と
で
、
低

下
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
第
ｎ
表
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
月
間
有
効

求
職
者
数
は
増
大
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
就
職
者
数
は
低
下
な

い
し
横
這
い
の
状
態
で
あ
る
。

第
二
に
、
右
に
述
べ
た
こ
と
の
現
わ
れ
で
も
あ
る
の
だ
が
、
求
職
期

間
が
長
く
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
な



第 ll表 職業紹1介状況の推移(1)

1973年 11974年 11975年 11976年 11977年 11978年 11979年

暴盟馨(A'

職 者(B) 劉η 108,083

5,284

4。 9

実
数
（人
）

流
動
的
過
剰
人
口
の
創
出
と
国
家
資
金

84,9

4,7

83,

7,

職率(B/A

(資料)長崎公共職業安定所『業務月報』79年 1月～12月 の各月版より作成。

(注)(1)一般職業紹介の状況で,学卒,パ ート,ア ルバイトの職業紹介を含ん

ど
の
求
人
が
増
加
す
る
上
方
で
常
用
一雇
用
の
求
人
が
減
少
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
か
ぎ
ら
れ

た
求
人
枠
の
申
に
あ

っ
て
も
賃
金

・
労
働
条
件
が
雇
用
保
険
の
失
業
手
当
よ
り
も
低
い
場
合
が

多
い
こ
と
な
ど
に
よ（“
．

第
二
に
、
労
働
市
場
に
お
け
る
労
働
者
間
の
競
争
が
ヽ
労
働
力

「
反
発
」
規
模

の
拡
大
と

「
吸
引
」
規
模
の
縮
小
の
結
果
と
し
て
激
し
く
な
る
に
つ
れ
、
求
職
を
あ
き
ら
め

る
労
働
者

が
、
相
当
の
割
合
を
も
っ
て
う
ま
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
造
船
労
働
力
の
消
耗

度
合
に
応
じ
て
、
高
齢
者
を
は
じ
め
中
年
層
で
は
あ
っ
て
も
病
弱
で
あ
る
者
な
ど
に
お
い
て
確

認
さ
れ
る
ｂ

第
四
に
、
か
ろ
う
じ
て
就
職
し
え
た
労
働
者
も
、
相
対
的
過
剰
人
日
の
圧
力
を
十
分
に
考
慮

し
た
大
手
造
船
所
の
求
人
政
策
に
よ
っ
て
、
規
模
が
小
さ
く
労
働
条
件
も
相
対
的
に
劣
悪
な
企

業
に
再
配
置
さ
れ
る
こ
と
を
そ
の
実
質
に
し
て
い
る
。
第
２
表
は
、
訓
練
の
お
こ
な
わ
れ
た
七

八
年
、
七
九
年
に
お
け
る
規
模
別
就
職
者
が
、
七
三
年
時
点
の
そ
れ
と
は
ち
が
っ
て
、
九
一九
一人

以
下
、
と
り
わ
け
二
九
人
以
下
の
企
業
に
集
中
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、

ｏヽ
　
　
「
大
手
造
船
所
の
受
注
増
」
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
も
、
そ
れ
が
大
手
造
船
所
の
求
人
で

なヽ
　
　
一は
な
く
、
主
と
し
て

「
造

‐船
関
連
下
請
筋
か
ら
の
製
カ
ン
エ
、
溶
接
工
な
ど
の
求
人
」
の
増
加

で
　
　
と
な
っ
て
い
る
こ
と
の
現
わ
れ
で
あ
醜
”

こ
つ
た
め

「
反
発
」
さ
れ
る
時
点
で
は
長
崎
造
船
所

の
本
工
で
あ
っ
た
労
働
者
が
、

「
吸
引
」
の
時
点
で
は
長
崎
造
．船
所
構

‐内
に
働
く
社
外
工
で
あ

った
ｔ
い
う
状
況
が
確
認
さ
れ
て
い
祈
¨

一
エハ
一
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い
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〇
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∞
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い
∞
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ゆ
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・
０
一
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ω
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【
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一
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斃
ω
∞

０
や
∞

Ｈ
”
『

卜
Ｏ
Ｏ

にＲ
Ｗ
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一０『０
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ａ
■

二
８
ど

ド
"■

夢ドド
00い い

"■

認
榊 轟

湯
許

（
獣
）

輛
∞
・
０

Ｎ
ω
・
０

＞
８
６

＼
ビ

ヽ
・
∞

Ｎ
／

Ｎ
・
『

Ｎ
／

『
一
”

８
８
楡

（聯
拳
）
和
覇
≫
滞
澤
器
鏃
副
ヨ

『雅
磯
コ
難
』
ざ
常
に
コ
ヽ
コ

『淋
瀦
楡
鶏
』
酬
■
ヽ
お
ヽ
８
λ
ｌ
ヽ
・
ぶ
や
ヽ
８
ヽ
お
λ
ｌ
ヽ
彗
”
Ｑ

畔
帖
”
ヾ
戸
野
ヾ
書
爵
ｏ

（肝
）
含
）
８
↑
ｏ
゛
常
冊
撃
０
督
耐
う
０
か
昴
サ
昇
嗜
２
べ
楡
撃
０
督
耐
う
伊
い
ｏ

以
上
ふ
ら
結
論
さ
れ
る
こ
と
は
、
国
家
資
金
の
利
用
に
よ
る
職
業
訓
練
の
実
施
が
、
当
該
期
間
に
お
け
る

「
失
業
の
予
防
」
と
し
て
機
能
し

な
か
っ
た
．ば
か
り
か
、
国
家
資
金
を
受
給
し
な
か
っ́
た
一期
間
と
較
べ
て
も
よ
り
規
模
の
大
き
い
流
動
的
過
剰
人
口
を
創
出
す
る
こ
と

，に
な
ら
て

（
６
）

お
り
、
そ
の
大
部
分
は

「
過
剰
著
の
隊
伍

‐に
お
ち
る
か
、
よ
り
稿
い
等
級
か
ら
よ
り
低
い
等
級
に
お
と
さ
れ
る
」
こ
と
に
な
っ
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
ｂ

（注
）

（
１
・）・
以
下
の―
叙
述
は
ヽ
三
一菱
重
工
長
崎
造
船
所
の
「離
職
」
者
に
つ
い
て
だ
け
で
は
な
く
、
長
時
公
共
職
業
安
定
所
管
内
に
認
あ
ら
れ
る
状
況
に
っ
い
て

で
あ
る
。
こ
れ
は
、
長
崎
造
船
所
「
離
職
」
者
の
状
況
を
特
定
し
う
る
資
料
を
入
手
し
え
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
。
こ
一れ
の
も
つ
限
界
は
あ
き
ら
か
で

は
あ
る
が
、
あ
え
て
長
時
公
共
職
業
安
定
．所
管
内
‐の
状
況
を
も
っ
て
叙
述
し
よ
う
と
す
る
に
は
、
造
船
業
が
管
内
の
基
幹
産
業
を
な
し
、
な
が
で
も
長



崎
造
船
所
の
比
重
は
も
っ
と
も
大
き
い
、
と
い
う
認
識
に
基
礎
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

「昭
和
五
〇
年
は
減
速
経
済
下
に
お
け
る
長
期
不
況
の
深
ま
り
と

と
し
に
四
九
年

‐に引
続
き
県
経
済
の
基
幹
産
業
で
あ
る
大
手
造
船
業
界
の
構
造
的
不
況
に
よ
る
雇
用
調
整
の
強
ま
り
の
申
で
、
管
内
の
雇
用‐
失
業
情
勢

は
急
速
に
悪
化
し
た
」
（長
崎
公
共
職
業
安
定
所

『業
務
年
報
』、
七
五
年
版
、
七
ペ
ー
ジ
ヽ

一同
様
の
指
摘
は
以
降
の
各
年
版
に
も
み
ら
れ
る
。

（
２
）

長
崎
公
共
職
業
安
定
所
に
お
い
て
一
九
七
九
一年
二
月
申
に
新
規
に
求
職
申
込
み
を
し
た
者
の
同
年
九
月
末
日
現
在
の
就
業
等
の
実
態
を
調
査
し
た
結

果
に
よ
る
と
、
九
月
末
現
在
で
就
業
中
の
者
は
、　
一
般
求
職
者
で
六
二
パ
ー
セ
ン
ト
、
雇
用
保
険
受
給
者
で
二
六
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ
て
お
り‐
、
不
就

業
で
あ
る
と
答
え
た
者
の
理
由
は
、
「就
職
し
た
い
と
二
う
求
人
が
な
か
っ
た
か
ら
」
が
五
〇
パ
ー
、セ
ン
ト

（
一
般
求
職
者
）、
五
九
パ
ー
セ
ン
ト

（雇

用
保
険
受
給
者
）
と
も
ら
と
も
多
く
、
求
人
条
件
に
対
す
る
不
満
の
内
容
も

「
賃
金
が
安
い
」
が
〓
一九
パ
ー
セ
ン
ト

（
一
般
求
職
者
）、
二
九
パ
ー
セ
・

ン
ト

（雇
用
保
険
受
給
者
）
と
も
っ
と
も
多
く
な
っ
て
い
る

（長
崎
公
共
職
業
安
定
所

『業
務
月
報
Ｌ

八
〇
年

一
月
）
。

（
３
）

長
崎
公
共
職
業
安
定
所
の
調
査
に
よ
る
と
、

「
離
職
』
後
約

一
年
以
上
経
過
し
た
時
点
で
、
失
業
者
の
三
分
の
一
が
就
職
し
、
三
分
の
一
が
求
職
申

で
、
三
分
の
一
が
労
働
市
場
か
ら
引
退
し
て
い
る

（長
崎
公
共
職
業
安
定
所

『業
務
月
報
』

七
九
年
八
月
ヽ

（
４
）・
長
崎
公
共
職
業
安
定
所

『
業
務
月
報
』、
七
九
年
七
一月
。

（
５
）

一同
様
の
事
例
は
、
鎌
団
急
島
労
働
現
場
Ｌ
　
一
九
八
０
年
、
岩
波
書
店
、
に
お
い
て
も

「
本
工
か
ら
下
請
工
に

『転
落
』
し
た
の
は
、
山
西
造
船
所

で
木
村
さ
ん
の
知
っ
て
い
る
限
り
で
も
、　
一
八
、
九
人
は
い
る
と
い
う
。
こ
う
し
た
現
象
は
、
大
量
づ
人
員
整
理
を
だ
し
た
造
船
業
界
で
は
、
も
は
や

珍
し
い
も
の
で
は
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
」

（同
書
三
七
ペ
ー
ジ
）
と
い
う
よ
う
に
確
認
さ
れ
て
い
る
。

（
６
）

マ
ル
ク
ス
『
資
本
論
』

青
木
文
庫
版
、
第
１
部
第
４
分
冊
、
九
九
二
―
三
ペ
ー
ジ
。

・２
・
企
業
集
団
内
の
労
働
力
移
動
と

「
自
己
都
合
退
職
」

前
節
に
ふ
れ
た
流
動
的
過
剰
人
回
の
創
出
は
、
職
業
訓
練
を
積
粁

‐に
す
る

「
合
理
化
」
諸
手
段
の
編
成
が
そ
う
し
た
方
向
に
お
い
て
な
さ
れ

た
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
‐。
以
下
の
諸
節
は
、
訓
練
の
実
績
と
有
機

‐的
に
連
関
し
な
が
ら
編
成
さ
れ
た

「
合
理
化
」
手
段
に
つ
い
て
の
吟
味
に

あ
て
ら
れ
る
。

第
郎
表
は
、
長
崎
造
・船
所
に
籍
を
お
く
労
働
者
が
休
職
派
遣

（
他
の
会
社
、
団
体
な
ど
に
在
籍
の
ま
ま

一
定
期
間
派
遣
さ
れ
る
こ
と
）
、転
籍

流
動
的
過
剰
人
口
の
創
出
と
国
家
資
金
一　
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第 i3表 長崎造船所における休職派遣等の状況

(1978年 11月 7日 ～79年 5月 14日 0本社提案分)

に)三菱自販系列販社への拡販要員休職派通つ

アlll,381人 (造船総括部361,管理部 5,機械総括部15)

イ121,派遣日付け (79年 1月 1日～ 3月 1日 )から3年間

ウ131,原則として30歳以下の社員
工141,栃木(8),長野(15),埼玉 (38),千葉 (15),神 奈川 (10),東 京 (43),静 岡

(10),岐阜(13),二重(13),岡 山(25),香川(15),徳 島(10),福 岡(41),長

崎(25),佐賀(3),宮崎(5),熊本(30),大 分(25),鹿 児島(30),沖縄(7)

(2)三菱自販への乗用車サービスロードマン要員転籍③

ア, 5人 (造船総括部 5)

イ,79年 1月 1日 ～ 3月 1日

ウ,原則として管理特専職 1級 または事技職 5級
工,東京(4),福 岡(1)

131 建設機械関連販社への体職派遣

ア,114人 (造船総括部114)

イ,派遣日付け (79年 4月 1日 ～10月 1日 ⑤)か ら3年間

但し3年後の状況により延長につき協議

ウ,原則として30歳以下の社員

■,栃木(6),茨城(11),千葉(14),群 馬(3),埼玉(12),東 京(29),山梨(3)

長野(5),静岡(5),愛知(3),三重(1),福 岡(6),大分(3),熊本(3)

宮崎(6),長崎(1),鹿児島(3)

(4)三菱自工新卒代替要員として転籍

ア,25A
イ,79年 5月 1日       ´

ウ′74年以降入社の若年社員
エタ神奈川(25)

151 三菱重工相製,京機,名航16Dへの転任191

ア,85人 (造船総括部85)

イ,79年 7月 1日 (第 1次),同 10月 1日 (第 2次)

ウ,原則として30歳以下の社員
工,神奈川(25),京 都(20),愛知(40)

(資料)全国造船重機械労働組合連合会三菱重工労働組合『菱労報』NO。 795,

1978年 11月 8日 ,1～ 6ページ,No.810,1979年 2月 21日 , 1～ 3ペ ー

ジ,No。 836,1979年 5月 15日 , 2ページ,同三菱重工労働組合長船支部

『ニュース速報』NO.609,1978年 11月 22日 ,No.620,1979年 3月 1日 ,

NO.625,1979年 5月 25日 より作成。

(注)に)派遣 (転籍,転任)人員を示し ( )内は所属の部および人員をあら

わす。

但)派遣 (転籍,転任)の 日および派遣期間を示す。

わ)人選の基準のうち年齢階層のみ示しているが,他の基準として自動車

流
動
的
過
剰
人
日
の
創
出
と
国
家
資
金

一
六
四



運転免許証の保有者であることなどがある。

に)派遣 (転籍′転任)さ れる都道府県名を示し,( )内 はその人員を

あらわしている。

(5)パ フーショベルの販売にあたる者は4月 1日 ～ 6月 1日 ,フ ォークリ

フトの販売にあたる者は 4月 1日～10月 1日 とされている。

俗)相製とは相模原製作所,京機とは京都精機製作所,名航とは名古屋航

空機製作所をいう。

仔)休職派遣とは,会社が従業員を,他の会社,団体などに,役員または

従業員として,在籍のまま一定の期間派遣することをいう。

侶)転籍とは,三菱重工から,三菱自工,三菱自販,キ ャタ三菱への移動

をいう。

ω)転任とは,事業所間の移動をいう。以上仔)～(0については『菱労報』

No.652,1976年 7月 30日 ,13～14ぺ‐ジによる。

流
動
的
過
剰
人
口
の
創
出
と
国
家
資
金 （三

菱
自
工
、〓
一菱
自
販
、
キ
ヤ
タ
三
菱

へ
の
移
動
を
い
う
）、
転
任

（三
菱
重
工
の
事
業
所
間
の

移
動
を
い
う
）
な
ど
の
状
況
を
示
し
て
お
り
、
訓
練
の
実
施
さ
れ
た
期
間
に
か
か
る
七
八
年

一

一
月
七
日
か
ら
七
九
年
五
月

一
四
日
ま
で
に
三
菱
重
工
本
社
か
ら
提
案
さ
れ
た
う
ち
よ
り
数
例

を
抽
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
表
か
ら
訓
練
実
績
に
そ
う
労
働
力
移
動
の
全
容
を
読
み
と
る

こ
と
は
、
そ
れ
が
表
に
示
さ
れ
る
期
間
内
に
す
べ
て
お
こ
な
わ
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
ま
た
、

労
働
力
の
移
動
が
長
崎
造
船
所
内
の
船
舶
部
門
か
ら
機
械
部
門
に
む
け
て
も
お
こ
な
わ
れ
た
こ

ど
だ
ら
し
て
、
無
理
を
伴
な
わ
ぎ
る
を
え
ず
、
し
た
が
っ
て
こ
の
表
か
ら
は
、
企
業
集
団
内
の

他
事
業
所

へ
の
労
働
力
移
動
と
訓
練
実
績
と
の
関
連
の
一
部
を
読
み
と
り
う
る
に
と
ど
ま
る
。

さ
て
、
表
に
示
さ
れ
る
三
菱
自
動
車
販
売
系
列
各
社

へ
の
体
職
派
遣
な
い
し
転
籍
、
建
設
機

械
関
連
販
売
各
社

へ
の
体
職
派
遣
、
さ
ら
に
三
菱
重
工
相
模
原
精
機
製
作
所
、
京
都
精
機
製
作

所
な
ど
へ
の
転
任
は
、
い
ず
れ
も

「
人
員
再
配
置

・
新
規
業
務
」
類
型
の
う
ち
機
械
加
工
組
立

を
は
じ
め
構
造
物
施
工
法
、
大
型
車

ｏ
自
動
車
ク
レ
ー
ン
免
許
取
得
、
ク
レ
ー
ン
自

動
車
整

備
、
さ
ら
に
営
業
実
務
基
礎
な
ど
の
訓
練
を
受
け
た
労
働
者
を
対
象
に
す
る
も
の
で
あ

っ
た
。

訓
練
実
績
と
労
働
力
移
動
と
の
関
連
が
こ
の
よ
う
に
確
認
さ
れ
る
と
す
れ
ば
、
次
に
検
討
さ

れ
る
べ
き
は
、
当
該
労
働
力
が
い
か
な
る
諸
条
件
の
も
と
で

「
反
発
」
さ
れ
ざ
る
を
え
な
く
な

っ
て
い
る
か
に
つ
い
て
で
あ
る
。
企
業
集
団
内
の
他
事
業
所
に
配
置
換
え
さ
れ
る
労
働
者
の
年

齢
は
、
表
の

「
原
則
と
し
て
三
〇
歳
以
下
の
社
員
」
と
い
う
規
定
に
も
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
概

し
て
低
く
な
っ
て
い
る
。
企
業
集
国
内
の
労
働
力
移
動
は
、
労
働
力
の
消
耗
度
合
の
低
い
労
働

一
六
五



流
動
的
過
剰
人
日
の
創
出
と
国
家
資
金
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（
３
）

者
を
中
心
に
組
織
さ
れ
る
と
こ
ろ
に
特
色
が
あ
る
の
だ
が
、
か
か
る
労
働
者
が
、
配
置
転
換
の
対
象
と
し
て
選
定
さ
れ
る
過
程
も
し
く
は
配
置

換
え
さ
れ
て

一
定
期
間
労
働
に
就
い
て
か
ら
の
ち
に
、
い
ず
れ
も

「
自
己
都
合
退
職
」
と
い
う
形
態
で

「
反
発
」
さ
れ
る
の
は
、
次
の
よ
う
な

諸
条
件
を
反
映
し
て
い
る
。

第

一
に
、
労
働
力
を
再
生
産
す
る
に
必
要
な
生
活
手
段
の
量
が
増
加
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
各
目
賃
金
額
が
そ
れ
に
お
い
つ
い
て
は
い
な

い
こ
と
で
あ
る
。
体
職
派
遣
に
出
さ
れ
る
場
合
に
は
、
家
族
と
の
別
居
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
こ
れ
に
伴
な
う
余
分
の
支
出
を
強
制
さ
れ
る

こ
と
に
な
る
。
休
職
派
遣
に
は
、
こ
れ
を
促
進
す
る
た
め
の
手
段
と
し
て
各
種
の
手
当
が
新
設
さ
れ
て
は
い
た
が
、
派
遣
者
の
増
加
と
と
も
に

そ
の
削
減
が
は
か
ら
れ
る
に
及
ん
で
、
そ
の
手
当
額
も
、
支
出
の
増
加
に
対
応
す
る
も
の
で
は
な
く
な

っ
て
い
る
。
ま
た
、
主
婦
の
労
働
力
化

も
二
重
生
活
の
開
始
と
と
も
に
そ
の
阻
止
要
因
を
手
む
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
ヽ
転
籍
や
転
任
の
場
合
も
含
め
て
、
販
売
部
門
に
配
置

さ
れ
た
労
働
者
に
お
い
て
は
、
能
率
給
の
比
重
が
増
え
販
売
目
標
を
消
化
し
え
な
い
場
合
に
は
、
名
目
賃
金
額
の
絶
対
的
な
減
少
さ
え
ひ
き
起

こ
し
て
い
る
。
長
崎
造
船
所
の
労
働
者
は
、
他
事
業
所

へ
配
置
換
え
さ
れ
な
い
場
合
に
お
い
て
も
、
預
金
の
ひ
き
出
し
や
主
婦
の
労
働
力
化
な

ど
の
手
段
に
よ
っ
て
、
必
要
生
活
手
段
の
増
加
に
な
ん
と
か
対
応
し
て
き
て
は
い
た
が
、
企
業
集
団
内
の
労
働
力
移
動
の
対
象
者
に
さ
れ
た
場

合
に
は
、
す
で
に
述
べ
た
事
情
か
ら
、
労
働
力
の
価
値
と
価
格
と
の
乗
難
を
さ
ら
に
拡
大
せ
ぎ
る
を
え
ず
、
こ
れ
を
妥
協
的
に
し
ろ
解
決
し
う

る
手
段
の
範
囲
も
狭
め
ら
れ
て
き
て
い
た
の
で
あ
る
。

第
二
に
、
家
族
の
住
居
地

へ
の
一
時
帰
省
の
時
間
的

ｏ
財
政
的
保
障
は
、
相
当
の
遠
隔
地

へ
の
派
遣
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
十
分
で
は

な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
派
遣
先
は
、
第
１３
表
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
北
は
栃
木
、
茨
城
か
ら
南
は
鹿
児
島
、
沖
縄
に
ま
で
及
ん
で
い
る
。
し
か

し
、　
一
時
帰
省
に
要
す
る
時
間
は
、

「
派
遣
先
の
承
認
を
得
た
う
え
で
」
所
定
休
日
及
び
年
次
有
給
体
暇
の
枠
内
で
充
当
す
る
こ
と
を
義
務
づ

け
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
回
数
も

「
派
遣
者

一
人
当
り
の
費
用
負
担
額
を
少
し
で
も
低
減
す
る
」
と
い
う
趣
旨
か
ら
、
減
少
さ
せ
ら
れ
て

い
る
。
さ
ら
に
一
時
帰
省
に
要
す
る
経
費
の
会
社
負
担
分
も

「
旧
任
地
ま
で
の
往
復
普
通
乗
車
賃
又
は
二
等
乗
船
賃
」
に
限
ら
れ
て
い
“
。
こ



れ
ら
の
事
情
か
ら
、　
一
時
帰
省
に
よ
る
家
族
と
の
再
会
も
む
ず
か
し
く
、
ま
た
、
帰
省
し
え
た
と
し
て
も
交
通
費
用
の
相
当
割
合
は
自
己
負
担

に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
が
多
く
な

っ
て
い
る
。

第
二
に
、
派
遣
さ
れ
る
期
間
は
、
休
職
派
遣
の
場
合
三
年
間
と
な

っ
て
は
い
る
も
の
の
、
第
１３
表
の
③
に
も

「
三
年
後
の
状
況
に
よ
り
延
長

に
つ
き
協
議
」
と
但
し
書
き
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
企
業
集
団
の
専
断
の
も
と
に
延
長
さ
れ
る
場
合
を
含
ん
で
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

造
船
労
働
力
を
異
職
種
に
配
置
換
え
す
る
た
め
に
は

一
定
期
間
の
訓
練
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
労
働
力
を
特
殊
な
操
作
に
継
続
し
て
配

置
す
れ
ば
、
作
業

へ
の
習
熟
に
よ
る
生
産
性
の
上
昇
が
見
込
み
う
る
こ
と
に
よ
（犯

。
し
か
し
ヽ
こ
の
対
極
に
は
、
派
遣
期
間
の
延
長
の
脅
威
に

´
さ
ら
さ
れ
て
生
活
の
計
画
性
を
喪
失
し
た
労
働
者
家
族
が
集
積
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

（洋低
）

（
１
）

設
計
製
図
、
機
械
加
工
組
立
の
訓
練
を
受
け
た
労
働
者
の
な
か
か
ら
、
長
時
造
船
所
内
の
当
該
部
門
に
配
置
転
換
に
だ
さ
れ
た
り
、
ま
た
、
数
力
月

間
の
加
勢
が
く
り
か
え
さ
れ
て
事
実
上
の
配
置
転
換
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
者
が
い
る
こ
と
を
、
き
き
と
り
調
査
に
お
い
て
確
認
し
て
い
る
。

（
２
）

こ
の
点
の
一
部
は
、
長
崎
造
船
所
香
焼
工
場
に
お
け
る
き
き
と
り
と
し
て
、
Ⅱ
章
注
０
に
述
べ
た
事
情
に
よ
っ
て
も
実
証
さ
れ
る
。
ま
た
機
械
関
係

の
訓
練
を
受
け
た
労
働
者
が
転
籍
に
出
さ
れ
た
例
を
他
箇
所
の
き
き
と
り
調
査
で
確
認
し
て
い
る
。
な
お
、
全
日
本
造
船
機
械
労
働
組
合
三
菱
重
工
支

部
長
船
分
会
に
所
属
す
る
組
合
員
が

「
人
員
再
配
置

ｏ
新
規
業
務
」
類
型
の
訓
練
対
象
者
と
し
て
選
定
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
は
、
こ
の
種
の
訓
練
実
績

と
労
働
力
移
動
と
の
関
連
を
傍
証
し
て
い
る
。

（
３
）

三
菱
自
動
車
販
売
へ
の
配
置
換
え
が
内
定
し
た
こ
と
か
ら
、
訓
練
の
実
施
さ
れ
た
期
間
内
に

「
退
職
」
し
て
い
っ
た
労
働
者
の
い
た
こ
と
に

つ
い

て
、
き
き
と
り
調
査
で
確
認
し
て
い
る
。

（
４
）

こ
う
し
た
事
態
は
、
全
国
造
船
重
機
械
労
働
組
合
連
合
会
三
菱
重
工
労
働
組
合
長
船
支
部
も
、
七
七
年
頃
か
ら
問
題
に
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
て
い

た
が
、
そ
れ
も
次
の
引
用
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
対
外
的
な
批
判
を
懸
念
し
た
り
、

「会
社
業
務
の
都
合
」
に
従
属
す
る
か
ぎ
り
に
お
い
て
に
す
ぎ
な

い
。
「転
籍
者
の
中
か
ら
退
職
者
が
出
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
完
全
雇
用
が
守
ら
れ
て
い
な
い
と
い
う
指
摘
を
受
け
る
こ
と
も
あ
り
う
る
」
（全
国
造
船
重

機
械
労
働
組
合
連
合
会
三
菱
重
工
労
働
組
合

『菱
労
報
』、
第
七
二
八
号
、
七
七
年
九
月
五
日
）。

「転
籍
後
三
年
経
過
し
た
時
点
で
、
真
に
や
む
を
得

な
い
本
人
事
情
が
あ
る
場
合
は
会
社
業
務
の
都
合
も
十
分
に
勘
案
の
上
、
個
別
人
事
処
理
と
し
て
再
転
籍
を
考
慮
す
る
こ
と
と
な
っ
た
も
の
」

（同
長

流
動
的
過
剰
人
日
の
創
出
と
国
家
資
金
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
七



流
動
的
過
剰
人
口
の
創
出
と
国
家
資
金
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
八

船
支
部

『
ニ
ュ
ー
ス
速
報
』、
第
五
五
六
号
、
七
七
年

一
〇
月
一
八
日
Ｘ

（
５
）

三
菱
自
販
な
ど
に
派
遣
さ
れ
た
労
働
者
に
は

「
一
年
目
は
同

一
賃
金
が
支
給
さ
れ
る
が
、
二
年
目
か
ら
は
ノ
ル
マ
制
が
導
入
さ
れ
る
の
で
成
績
の
悪

い
も
の
は
自
然
に
退
職
す
る
」
と
い
わ
れ
る

（鎌
口
慧
、
前
掲
書
ヽ
二
〇
四
ペ
ー
ジ
）。

（
６
）

全
国
造
船
重
機
械
労
働
組
合
連
合
会
三
菱
重
工
労
働
組
合

『菱
労
報
』、
第
八
四
八
号
、
七
九
年
六
月
二
七
日
に
よ
る
と
、
組
合
員

の
主
婦
の
七
〇

パ
ー
セ
ン
ト
が
な
ん
ら
か
の
形
で
別
途
収
入
を
え
、
預
金
の
ひ
き
出
し
と
あ
わ
せ
て
「
や
っ
と
生
計
を
維
持
し
て
い
る
実
状
」
に
あ
る
と
い
わ
れ
る
。

（
７
）

こ
れ
ら
の
事
実
は
す
べ
て

『菱
労
報
』、
第
八
〇
四
号
、
七
八
年

一
二
月
二
五
日
に
よ
る
。
な
お
、　
一
時
帰
省
の
回
数
は
、
単
身
赴
任
者
の
場
合
、

休
職
派
遣
期
間‐
に
応
じ
て
二
二
カ
月
以
上
六
回
、　
エ
ハ
カ
月
以
上
七
回
、
三
二
カ
月
以
上
八
回
、
二
八
カ
月
以
上
九
回
、
三
四
カ
月
以
上
二
〇
回
と
な

っ
て
い
た
も
の
が
、　
〓
一一カ
月
以
上
五
回
、　
一
八
カ
月
以
上
六
回
、
二
四
カ
月
以
上
七
回
、
三
〇
カ
月
以
上
八
回
と
減
少
さ
せ
ら
れ
て
い
る
ｂ

（
８
）

「‐応
援
加
勢
も
、
職
種
が
違
え
ば
、
教
育
の
期
間
が
い
り
、
短
期
間
の
出
し
入
れ
で
は
、
旅
費
、
教
育
費
な
ど
の
増
加
の
割
に
は
能
率
が
上
が
ら
ぬ

と
い
う
問
題
も
起
き
て
な
か
な
か
難
し
い
も
の
が
あ
る
」
翁
菱
労
報
』、
第
五
二
五
号
、
七
五
年
二
月
七
日
ヽ

３
　
労
働
強
度
の
上
昇

企
業
集
国
内
の
労
働
力
移
動
の
対
象
か
ら

‐
除
外
さ
れ
た
労
働
者
に
は
、
実
労
働
時
間
の
延
長
と
労
働
強
度
の
上
昇
が

「
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

・
多

能
力
化
」
類
型
と

「
歩
征
」
訓
練
の
基
礎
上
に
企
図
さ
れ
、
こ
れ
に
よ
る
労
働
力
の
損
耗
が
す
す
む
こ
と
に
な

っ
て
し、（札
。

労
働
強
度
を
間
接
的
に
推
測
さ
せ
る
指
標
と
し
て
広
く
用
い
ら
れ
て
い
る

「
生
産
強
度
指
数
」
を
、
七
八
年
と
七
九
年
の
各
上
期
に
つ
い
て

算
出
し
た
の
が
第
１４
表
で
あ
る
。
こ
れ
に
し
た
が
え
ば
、
訓
練
の
実
施
さ
れ
た
以
降
の

「
生
産
強
度
指
数
」
は
生
産
指
数
の
上
昇
を
上
廻
る
一羅

用
指
数
の
下
降
に
よ
っ
て
、
短
期
間
の
う
ち
に
上
昇
し
て
い
る
。
こ
れ
を
さ
ら
に
、
訓
練
の
実
施
さ
れ
た
前
後
に
つ
い
て
月
別
に
示
す
と
第
１５

表
の
通
り
で
あ
り
、
七
八
年

一
一
月
か
ら
七
九
年
五
月
に
わ
た
る
実
施
期
間
の

「
生
産
強
度
指
数
」
は
下
降
の
月
を
含
み
な
が
ら
も
全
体
と
し

て
上
昇
し
て
お
り
、
さ
ら
に
訓
練
の
終
了
し
た
六
月
以
降
に
お
い
て
は
顕
著
な
上
昇
を
示
し
て
し、（花
ｏ

こ
れ
は
、

「
多
能
工
」
化
に
よ
る
職
種
範
囲
の
拡
大
や

「
歩
行
」
訓
練
と
相
ま
つ
能
率
目
標
の
ひ
き
上
げ
に
よ
る
の
だ
が
、
そ
れ
ら
の
目
標



第 14表 生置強度指数

(78年上期 :1同年 4～ 9月 =100)

値
が
限
界
に
近
い
地
・点
に
設
定
さ
れ
て
き
て
い
る
だ
け
に
、
予
定
作
業
の
つ
み
残
し
や
工
程
の
混
乱
と
い

っ
た
生
産
計
画
に
支
障
を
及
ぼ
す
事

態
さ
え
発
生
さ
せ
、
時
間
外
労
働
の
削
減
を
趣
旨
と
す
る
定
時
操
業
体
制

（七
五
年
七
月
よ
‐り
、七
・八
年
六
月
か
ら

「
強
化
徹
底
し

の
最

‐中
に

あ
ら
て
、
残
‐業
な
し
に
は
計
画
に
そ
ら
た
作
業
の
消
化
を
お
こ
な
い
え
な
い
状
況
ま
で
つ
く
り
だ
し
て
い
る
。
こ
の‐
結
果
「
労
働
力
の
損
耗
が

若
年
労
働
者
を
も
含
め
て
進
行
す
る
こ
と
に
な
発

．
彼
ら
が
ひ
と
た
び

「
反
発
」
さ
れ
た
場
合
に
は
、
企
業
規
模
間
を
下
降
せ
ざ
る
を
た
な
一い

1種
季

流
動
的
過
剰
人
口
の
創
出
と
国
家
資
金

部

部

計

括

括

総

総
・
合

船

械

造

機

所

①高産生

人 暮
|]

I121

外  It31

合  計

14,010

7,010

21,020

294

888

1,182

11,687
(10,802)141
4,938

16,625

79:1
(74.9)
132.4

甲
卿

7

10010

100.0

100.0
(100.0

104.7

G郵斗)全国造鐙重輻 組合連合会三菱重工労働組合

長船支部『ニュース速報』N。ち611,1978年 11月 28日

No.624,1979年 5月 25日 ,三菱重二動労部『勤労統

計』各月版およびききとりにより作成。

(注)(1)『ニュース速報』0ま百万円単位で表示されてい

たが,こ こでは四捨五入のうえ億単位の表示にして

いる|。 このため合計が一致しない場合がある。尚,

78年上期‐については実績,79年上期|については計画

の数値である。
(2)実在人員 (在籍数―休職派遣数―組合専従数)で
あり,各期とも最初の月日 (4月 1日 )の人員であ

る。          。

(3)構内および構外社外工の,合計数値であり,各期と

も最初の月日 (4月 1日 )の人員である。

14)4月 1日実在人員より4月 分訓in付一時帰体の人

員 C885人 )を 1除いた数値である。尚: 5月|の 同人

員は 1,177人 である ばニュース速報』No.630,79

年7月 2日 )。

生 産 指 数 (A)

雇 用 指 数 (B)

生産強度指数(A/B)
8

一
六
九

1978年上期|

09割



第 15表 生産強度指数

実   数 (百万円,人 )

で|

口一構
(%)

|ず[曇

1978年 10月

‐   11月
12月

‐

1979年 1月

2月

3月

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

198留年1月

15,01 13,46(

13,231

13,141

12,8摂

12.70[

12,312

11,681

11,47〔

11,34g

ll,26C

ll,192

11,138

11:057

10,910

10,823

10,771

12

14

12

13

15

15,02

14,

17,

19,

21,

20,

20,

21,4

21,

20,

∠ゝ1,232

∠Xl,538

△1,527

△1,441

∠ゝ1,09C

∠ゝ  885

△1,lη

18,789

17,18[

16,67C

16,305

16,132

16,248

15,837

15,613

16,349

16,432

16,210

16,327

16,401

16,207

16,134

16,252

３２３
‐
到
翻
司
剛
翻
州
綱
司
劃
釧
司

５
，

５
，

５
，

４
，

４
，

５
，

５
，

５
，

５
，

５
，

５
，

５
，

５
，

５
，

５
，

５
，

100。 C

82.ζ

96.7

85.7

86.8

102.8

100。 C

95.0

113.3

128.2

143.4

139.5

135。 7

142.6

142.4

138:0

1∞ 。 (

91.[

88。 1

86.[

85。 9

86.[

84.3

83.1

87.C

87.5

86.3

86.9

87.3

86.3

85。 9

86。 5

100.0

90.1

109.0

98。 7

101.0

118.8

118.6

114.3

130。 2

146.5

166.2

160.5

165。 2

165.8

159.5

流
動
的
過
剰
人
日
の
創
出
と
国
家
資
金

(資料)三菱重工勤労部『勤労統計』各月版,全国造船重機械 労働組合連合会
三菱重工労働組合長船支部『ニュース速報』No.630,1979年 7月 2日 お
よびききとりにより作成。

(注)(1)本工 (実在人員)よ り本工訓練人員をのぞいたうえ社外工を加えたも
のである。尚,本工訓練人員は,ブ1練の実施された78年11月 より79年 5

月までにっぃてであり,ま た,社外工は構内,構外の社外工の合計数で
ある。               ・

一
七
〇

条
件
が
形
成
さ
れ
て
い
く
の
で

あ

る

。
さ
ら
に
、
こ
れ
ま
で
検
討
し

た
労
働
強
度
の
上
昇
と
そ
の
手

段
お
よ
び
結
果
に
つ
い
て
、
組

立
溶
接
課

（組
溶
課
）
の
事
態

に
そ
く
し
て
少
し
く
敷
延
す
れ

ば
次
の
よ
う
で
あ
る
。
組
溶
課

は
、
内
業
課
か
ら
送
ら
れ
て
く

る
二
、
三
ト
ン
の
ブ
ロ
ッ
ク
を

二
〇
―
五
〇
な
い
し
六
〇
ト
ン

の
プ
ロ
ッ
ク
に
仕
上
げ
、
そ
れ

を
外
業
課
に
送
り
出
す
こ
と
を

所
轄
に
し
て
い
る
。
し
た
が
っ

て
こ
の
課
の
職
種

は
仮

付

け

（仮
止
め
）
を
す
る
組
立
職
と

本
溶
接
を
す
る
溶
接
職
か
ら
構

成
さ
れ
て
い
る
。



ま
ず
、
組
溶
課

の
人
員

は
、
第

１６
表

に
示
さ
れ
る
よ
う

‐に
激
減
し
て
い
る
。
訓
練

の
実
施
さ
れ
た
期
間
の
う
ち
七
八
年

一
二
月
か
ら
七
九
年

五
月
に
つ
い
て
だ
け
で
も
実
在
人
員

で
二

一
二
人
、
三
八

・
○

パ
ー
セ
ン
ト
、
在
籍
人
員

で

一
三

一
人
、
二

一
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
の
減
少
を
示

し
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
同

一
の
作
業

に
配
属
さ
れ
る
労
働
者
数
も
、
た
と
え
ば
七
・五
年
時
点
で
配
材

に
二
人
、
運
搬
に
四
人
で
あ

っ
た
も
の

流
動
的
過
剰
人
口
の
創
出
と
国
家
資
金

が
、
七
八
年
時
点
に
は

そ
れ
ぞ
れ
二
人
、
ニ
ー

三
人
、
と
い
う
水
準
に

縮
少
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
目
標
通
り
の
作
業
遂

行
が
求
め
ら
れ
る

「
必

達
工
数
」
の
設
定
と
相

ま
っ
て
、
能
率
目
標
が

ひ
き
上
げ

ら
れ

て

い

る
。
組
立
日
程
表
は
、

標
準
時
間
量
の
算
定
に

基
づ
い
て
作
業
の
完
了

と
検
査
の
日
を
あ
ら
か

じ
め
指
定
し
、
そ
の
す

ぐ
あ
と
に
は
一次
の
工
程

一
七
二
　
　
　
一

第 16表 造船部組立溶接課の人員推移

ド職派遣比
(b/a)

数 (人 )

休騎憑t‐

率 (%)

126.9

137.8

135。 1

121.5

119。 7

109.5

100.0

97.9

97.1

%。 2

０

４

６

８５

８３

７８

鶴
８４５
開
鶴・７３５
・ｍ

６．３
ｍ
５９５
獅・開
５．．
犯

1973年 9月 (1)

19Z年 9月

19%年 9月

1976年 9月

1977年 9月

1978年 10月

1978年 12月

1979年 1月

1979年 2月

1979年 3月

1979年 4月

1979年 5月

197976月

鑽ν『會計罐嚢F膵貯瀑 諦嘲蛉覗翠
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(注)(1)791見ど晃準λ球二峯育慮Ttti鬼鼻「鬼皐F騨筆称寵電
いては不明‐である。

(2)休職派遣とは,会社が従業員を他の会社,団体などに,役

量ユタ
ヤ
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品
日,13ページ)。

131 休職派遣ll■,在籍の内数である。

に)空欄は不明。
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流
動
的
過
剰
人
口
の
創
出
と
国
家
資
金
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
二

が
組
ま
れ
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
能
率
目
標
が
限
界
ま
で
ひ
き
上

‐げら
れ
て
い
る
た
め
に
、
作
業
の
工
程
流
れ
に
甑
麟
を
き
た

し
、
こ
れ
へ
の
対
応
と
し
て
、
訓
練
を
受
講
し
て
い
る
労
働
者
の
実
習
名
目
に
よ
る
生
産
へ
の
か
り
出
し
、
作
業
班
ご
と
の
能
率
目
標
と
そ
の，

遂
行
状
況
の
競
い
あ
い
、
監
督
者
に
よ
る
作
業
の
監
視
、
僣
業
間
競
争
の
鼓
吹
な
ど

に
よ
る
駐
想
教
育
な
ど
の
手
段
註
採
用
さ
れ
て
」
従
。

「
多
能
工
」
化
に
よ
る
職
種
範
囲
の
拡
大
が
、
こ
う
し
た
労
働
強
度
上
昇
の
保
障
措
置
と
し
て
す
す
め
ら
れ
、
た
と
え

‐
ば
グ
ラ
ビ
テ
ィ
ー
溶
接

機
を
操
作
す
る
労
働
者

‐の‐場
合
に
は
、　
一
〇
台
に
の
ぼ
る
溶
接
機
の
溶
接
棒
を
次
か
ら
次
に
か
え
て
い
く
た
め
に
、
走
り
ま
わ
ら
な
け
れ
ば
な

・らな
い
状
況
に
お
か
れ
て
い
る
。．

こ
の
ょ
う
に
訓
練
実
績
に
そ
っ
て
ひ
き
上
げ
ら
れ
た
労
働
強
度
は
、
労
働
方
の
損
耗
を
ひ
き
こ
こ
ナ
こ
と
に
お
い
て
、
労
働
力
の

一
反
発
」

と
企
業
規
模
間
の
下

‐
降
を
規
定
す
る
の
で
あ
る
。

（丼江）

（
１
）

越
後
和
典
氏
が
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
「造
船
資
本
の
剰
余
価
値
へ
の
指
向
が
他
の
近
代
産
業
の
資
本
よ
り
も
、
よ
り
強
く
絶
対
的
剰
余
価
値
収
得
に

集
中
さ
れ
る
可
能
性
」
を
も
っ
て
い
る

（越
後
和
典
、
前
掲
書
、　
一
七
ベ
ー
ジ
ヽ

こ
の
こ
・と
は
、
長
船
造
船
所
に
お
い
て
一歩
行
」
訓
練
の
お
こ
な

わ
れ
た
こ
と
か
ら
も
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
こ
の
節
で
は‐、
労
働
強
度
の
上
昇
に
焦
点
を
絞
っ
て
実
証
し
て
い
る
。　
　
　
　
　
　
　
、

（２
）

『毎
一日
新
蹴
駄

七
九
年
一
二
月
二
五
百
朝
刊
は
、
七
九
年
一
〇
月
末
に
お
け
る
造
船
部
門
の
人
員
が
、
大
手
四
七
、　
〓
二
九
人
、
中
手
一
四
、
国
二

七
人
で
あ
る
と
報
じ
た
う
え
で
、
造
船
各
社
と
も
「『現
在
の
人
員
が
適
正
規
模
』
と
の
見
方
が
強
く
、
今
後
中
長
期
的
に
受
注
が
回
復
に
な
か
つ
て

も
，
現
行
の
人
員
規
模
で
対
処
し
て
い
く
考
え
だ
」
と
伝
え
て
い
る
。　

，これ
は
、
第
１５
表
に
示
さ
れ
る
生
産
指
数
の
上
昇
の
も
と
に
お
け
る
雇
用
指
数

の
下
降
な
い
し
横
這
い
状
況
と
符
合
し
て
い
る
。

（
３
）

「
ド
ッ
ク
・
セ
ー
ラ
の
合
併
の
為
、
セ
ー
ラ
作
業
が
部
分
的
に
重
労
働
で
若
い
人
の
な
か
に
ャ
可
成
り
の
腰
病
が
出
て
お
り
特
に
高
齢
者
に
は
と
て

も
無
理
な
作
業
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
特
に
最
近
は
少
数
の
人
員
で
作
業
を
さ
せ
ら
れ
て
お
り
ま
す
の
で
大
変
無
理
な
作
業
を
行
っ
て
お
る
事
が
今
の

実
情
で
す
」
（船
渠
課
）。
「仕
事
は
か
え
ら
て
い
そ
が
し
い
。　
一
人
が
あ
ら
ゆ
る
仕
事
を
さ
せ
ら
れ
て
い
る
」
（内
業
課
）。
「現
場
で
は
時
間
管
理
、

作
業
と
も
き
び
し
い
」
（外
業
課
）。
以
上
は
い
ず
れ
も
、
長
船
分
会
が
訓
練
を
受
講
し
た
組
合
員
に
求
め
た
報
告
に
よ
っ
て
お
り
、
こ
こ
で
の
紹
介
‐に

あ
た
っ
て
は
所
属
課
の
み
を
一明
記
し
て
氏
名
に
つ
い
て
は
伏
せ
て
い
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一



（
４
）

組
溶
課
の
あ
る
係
長
は
、
き
き
と
り
調
査
に
よ
る
と
、
朝
の
三
分
間
ミ
ィ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
お
い
て
石
′――‐１‐島
播
磨
重
工
の
「合
理
化
」
計
画
を
か
き
あ

い
に
だ
し
た
う
え
で
「
生
き
の
こ
る
為
に
は
ム
ダ
な
時
間
を
は
ぶ
い
て
能
率
を
あ
げ
よ
う
、
き
ま
っ
た
こ
と
は
守
り
守
ら
せ
よ
う
、
そ
れ
が
で
き
な
い

人
は
私
は
４
Ａ

（作
業
場
所
の
名
称
‥‥――
引
用
者
）
で
仕
事
を
し
て
も
ら
わ
な
く
て
も
よ
い
と
思
っ
て
い
ま
す
‐」
と
発
言
し
て
い
る
。

４
　
退
．職
金

『
優
遇
」
制
度
と

「
希
望
退
職
」

相
当
量
の
人
量
削
減
を
短
期
‐間‐
に
か
つ
計
画
通
り
に
遂
行
す
る
手
段
と
し
て
は
、
解
雇
が
組
織
さ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
、
労
資
関
係
の

不
安
定
要
因
を
形
成
す
る
シ」と
に
な
り
、
こ
・の
た
め
、
形
式
的
に
は
労
働
者
の
自
発
的
な
意
志
に
委
ね
な
が
ら
、
実
質
的
に
は
解
雇
を
組
織

Ｌ
、
短
期
間
に
大
量
の
人
員
削
減
を
す
す
め
る
手
段
が
採
用
さ
れ
る
。
こ
の
趣
旨
に
そ
っ
て
七
八
年

一
二
月
二
二
日
か
ら
七
九
年
享
月
三

一
日

ま
で
実
施
さ
れ
た
の
が
、

「
退
職
金
特
別
取
扱
」
で
あ
る
。

こ
の
制
度
は
、
「
本
人
の
自
‐由
な
意
志
」
に
基
づ
き
、
当
該
期
間
申
に
退
職
す
る
労
働
者
に
対
し
て
、
今
回
に
限
っ
て
特
別
な
取
り
扱
い
を

お
こ
な
お
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
て
「
世
間‐
で
み
ら
れ
る
よ
う
な
一
定
の
余
剰
人
員
枠
を
設
定
し
て
、
膨
は
と
も
あ
れ
実
質
的
に
は
人
員
整
理

を
行
お
う
と
す
る
も
の
と
は
、
そ
の
性
格
を
全
く
異
に
し
て
」
い
る
と
称
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
の
制
度
も

「
世
間
で
み
ら
れ
る
よ
う

な
」
性
格
を
そ
な
え
て
い
た
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
以
下
の
諸
点
に
お
い
て
確
認
さ
れ
る
。

第
一
に
、
人
員
枠
に
つ
い
て
い
え
ば
三
菱
重
工
の
場
合
も
設
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
た
と
え
ば
こ
の
一制
度
は
管
理
職
層
に
も
適
用
さ

れ
、
約
二
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ
人
と
い
わ
れ
る
管
理
職
の
う
ち
、
六
―
七
パ
ー
セ
ン
ト
前
後
に
あ
た
る
約
二
〇
〇
人
を
目
標
に
す
る
削
減
が
方
針
化
さ
れ

（
４
）

て
い
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

第
二
に
、
労
働
者

‐に
退
．職
を
事
実
上
．強
制
す
る
手
段
が
と
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
怪
我
が
多
く
、
も
し
く
は
高
齢
の
労
働
者
は
、

「
作
業
不

適
格
者
』
と
し
て
作
業
現
場
に
は
参
加
さ
せ
な
い
状
況
が
つ
く
り
だ
さ
れ
、
そ
う
し
た
一申
で

「
今
の
う
ち
や
め
た
一方
が
得
」
と
い
う
説
得
が
お

こ
な
わ
れ
る
。
ま
た
、
職
制
に
よ
る
説
得
は
労
働
者
本
人
だ
け
で
は
な
く
家
族
に
も
一及
び
、
こ
れ
に
応
じ
な
い
労
働
者
に
は
、

「
居
住
地
の
変

流
動
的
過
剰
人
日
の
創
出
と
国
家
資
金
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
三
・　
　
一



流
動
的
過
剰
人
口
の
創
出
と
国
家
資
金
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
一四

更
を
要
す
る
転
任
勤
ま
た
は
一転
籍
も
し
く
は
休
職
派
遣

‐に
応
じ
ら
れ
な
い
で
退
職
す
る
者
」
と
い
う
適
・用
規
定
を
後
ろ
楯
に
、
遠
隔
地
べ
の
再

配
置
を
命
じ
、
や
む
な
ぐ

「
本
人

‐の
自
由
な
意
志
」
で
退
．職
せ
ざ
る
を
え
な
い
状
況
が
つ
く
り
だ
さ
れ
（純

。

こ
の
結
果
、
長
崎
造
船
所
の
三
月
三

一
日
ま
で
の
退
．職
者
は
、
六
九
四
人
ヽ
七
八
年

一
二
月

一
日
の
実
在
人
員

一
三
、　
一
四
七
人
の
五
Ｉ
二
一

八
パ
ー
セラ
ト
に
の
ぼ
って
」
“
。

と
こ
ろ
で
、
退
職
の
事
実
上
の
強
制
は
、
す
べ
て
の
労
働
者
に
わ
た
っ
て
い
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
の
で
あ
っ
て
、
病
気
や
怪
我
な
ど
に

よ
っ
て
労
働
力
の
損
耗
の
著
し
い
労
働
者
を
は
じ
め
、
五
〇
歳
台
に
た
っ
し
て
労
働
強
度
の
上
昇
に
対
応
じ
え
・な
い
労
働
者
、
第

一
組
合

（全

日
本
造
船
機
械
労
働
組
合
三
菱
重
工
支
部
長
船
分
会
）
の
組
合
員
で
あ
ら
て
コ
ス
ト
低
下
の
た
あ
の
運
動
な
ど
に
参
加
し
な
い
労
働
者
、
さ
ら

に
第
二
組
合

（
全
国
造
船
重
機
械
労
働
組
合
連
合
会
三
菱
重
工
労
働
組
合
長
船
支
部
）
の
組
合
員
で
は
あ
っ
て
も
組
合
活
動
に
消
極
的
な
労
働

者
が
そ
の
対
象
と
〓し
て
選
定
さ
れ
て
い
た
。

し
た
が
っ
て
、
こ
の
制
度
に
よ
る
労
働
力
の

「
反
発
」
は
、
雇
用
総
量
の
縮
少
に
よ
る
固
定
費
の
減
少
と
い
う
こ
と
の
ほ
か
に
、
労
働
強
度

の
上
昇
と̈
実
労
働
時
間
の
拡
大
に
対
応
す
る
労
働
力
の
選
別
を
計
画

‘
的
に
お
し
す
す
め
た
こ
と
の
現
わ
れ
に
は
か
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
制
度

の
適
一用
か
ら
は
ず
れ
て
雇
用
の
継
続
さ
れ
た
労
働
力
は
、
拡
大
に
転
じ
た
生
産
規
模

（前
出
の
第
蝸
表
）
の
も
と
で
、

「
多
能
工
」
化
訓
練
や

「
歩
行
」
訓
練
の
実
績
を
駆
使
し
な
が
ら
、
労
働
強
度
の
上
昇
と
実
労
働
時
間
の
拡
大
に
対
応
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た

の
で
あ

る
。

こ
の
種
の
制
度
は
大
手
造
船
各
社
に
採
用
さ
れ
た
が
、
「
日
本
経
済
新

‐
聞
』

（
七
九
年
五
一月
二
九
日
夕
刊
）
は
、
「各
社
と
も
正
面
き
っ
て
退
．職
強
要

（肩
た
た
き
）
は
し
て
い
な
い
が
、
肩
た
た
き
に
は
な
ら
な
い
範
囲
で
あ
の
手
こ
の
手
の
退
職
促
進
」
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
・を
伝
え
、
そ
の
特

徴
之
し
て
①
勇
退
基
準
と
ｔ
て
五
六
歳
以
上
ヽ
勤
務
不
良
者
、
社
内
共
稼
ぎ
の
ど
ち
ら
か
一
方
と
い
っ
た
類
型
を
示
し
、
こ
れ
に
該
当
す
る
人
が
自
主

的
に
退
．職
希
望
を
申
し
出
る
よ
う
に
仕
向
け
た
、
②
年
配
の
妻
子
も
ち
社
員
に
遠
隔
地
へ
の
配
転
命
令
を
出
し
、
こ
れ
に
応
じ
ら
れ
な
い
社
員
が
自
主

1注



的
に
希
望
退
職
を
申
し
出
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
、
０
造
船
の
工
事
量
減
少
で
余
剰
に
な
っ
た
従
業
員
に
構
内
整
理
や
芝
生
の
手
入
れ
を
や
ら
せ
、
そ
の

本
人
が

「自
分
は
会
社
に
と
っ
て
不
必
要
な
人
間
」
と
感
じ
て
退
職
希
望
を
申
し
出
た
、
０
下
級
管
理
職
の
中
に
は

「
俺
も
や
め
る
か
ら
お
ま
え
も
や

め
て
く
れ
」
と
部
下
に
せ
ま
り
、
各
職
場
の
下
級
管
理
者
間
で
希
望
退
職
へ
の
応
募
競
争
が
展
開
さ
れ
た
、
な
ど
が
み
ら
れ
る
こ
と
に́
つ
い
て
報
じ
て

い
る
。

（
２
）

全
国
造
船
重
機
械
労
働
組
合
連
合
会
三
菱
重
工
労
働
組
合

『
菱
労
報
』、
第
七
九
八
号
、
七
八
年

一
一
月
二
三
日
。

（
３
）
　

『長
崎
新
聞
』

（七
八
年

一
一
月
二
三
日
）
は
、

「
退
職
者
が
少
な
い
場
合
に
は

″
肩
た
た
き
“
に
よ
る
希
望
退
職
者
の
募
集
な
ど
の
措
置
を
と
ら

ざ
る
を
得
な
い
見
込
」
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
伝
え
、

「
会
社
側
は
あ
く
ま
で
も
希
望
退
職
を
募
る
も
の
で
は
な
い
と
強
調
し
て
い
る
が
、
削
減
対
策

の
一
環
と
し
て
盛
り
込
ま
れ
た
も
の
だ
け
に
勘
ぐ
ら
れ
て
も
や
む
を
得
な
い
と
こ
ろ
も
あ
る
」
と
し
て
い
る
。

（
４
）
　

『
日
本
経
済
新
聞
』、
七
九
年

一
月
二
七
日
。

（
５
）

三
菱
重
工
労
働
組
合

『菱
労
報
』
、
第
八

一
七
号
、
七
九
年
二
月

一
七
日
。

（
６
）

鎌
田
慧
氏
は
、
こ
の
制
度
に
よ
る
退
職
者
の
な
か
で
は

「
す

っ
か
り
仕
事
に
嫌
気
を
さ
し
て
し
ま
っ
た
出
向
者
の
比
率
が
た
か
い
。
出
向
で
い
び
り

だ
し
、
プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
ー
の
退
職
金
で
吊
る
方
法
で
あ
る
」
と
述
べ
て
お
ら
れ
る

（鎌
田
慧
、
前
掲
書
、
二
〇
四
ペ
ー
ジ
）
。

（
７
）

き
き
と
り
調
査
に
よ
る
。
ち
な
み
に
こ
の
制
度
に
よ
る
三
月
末
日
ま
で
の
退
職
者
は
三
菱
重
工
全
体
で
二
、
〇
四
八
人
に
お
よ
び
、
そ
の
う
ち
造
船

五
事
業
所
の
内
訳
は
、
長
崎
の
六
九
四
人
を
は
じ
め
下
関
九
七
人
、
広
島
三
七
〇
人
、
神
戸

一
九
〇
人
、
横
浜
二
九
七
人
、
こ
の
造
船
部
門
合
計
値
の

三
菱
重
工
全
体
に
占
め
る
比
率
は
八
Ｏ

ｏ
五
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る

（『
日
本
経
済
新
聞
』

七
九
年
四
月
三
日
）
。

（
８
）

こ
の
こ
と
は
、
こ
の
制
度
に
よ
る
退
職
者
の
う
ち
五
〇
歳
以
上
の
者
が
八
七

一
人
、
四
二
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
と
年
齢
構
成
の
う
え
で
は
最
大
を
占
め

て
い
た
こ
と
に
も
示
さ
れ
る
。
但
し
、

「
合
理
化
」
の
展
開
は
若
年
労
働
者
の

「
造
船
ば
な
れ
」
と
い
う
思
わ
ざ
る
結
末
を
も
た
ら
し

た

の
で
あ

っ

て
、
三
菱
重
工
の
場
合
に
も
七
五

一
人
、
三
六

・
七
パ
ー
セ
ン
ト
に
の
ぼ
る
二
九
歳
以
下
の
若
年
者
が
こ
の
制
度
の
適
用
を
受
け
て
退
職

し

て

い
る

（数
字
に
つ
い
て
は

『
日
本
経
済
新
聞
』
、
七
九
年
四
月
三
日
に
よ
る
）
。

尚
、　

‐
岡
山
県
中
小
企
業
総
合
指
導
セ
ン
タ
ー

『
玉
野
市
地
域
特
別
診
断
報
告
書
』

（
七
九
年
三
月
）
は
、
玉
野
公
共
職
業
安
定
所
の
求
職
者
の
過
半

数
が
中
高
年
者
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
て
い
る
理
由
と
し
て
、
三
井
造
船
の
停
年
選
択
退
職
制
度
が
五
〇
歳
以
上
者
の
停
年
を
ま
た
な
い
退
職
を
促
進
し

た
こ
と
、
協
力
企
業
に
お
い
て
も
高
年
者
に
退
職
を
求
め
て
減
量
経
営
を
お
こ
な
う
企
業
の
多
い
こ
と
を
あ
げ
て
い
る

（二
五
八
―
九
ペ
ー
ジ
）
。

流
動
的
過
剰
人
口
の
創
出
と
国
家
資
金

一
七
五



流
動
的
過
剰
人
口
の
創
出
と
国
家
資
金

一
七
六

５
　
社
外
工
比
率
の
上
昇

「
多
能
工
」
化
訓
練
や

「
歩
行
」
訓
練
の
基
礎
上
に
流
動
的
過
剰
人
口
が
創
出
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
述
べ
て
き
た
と
こ

ろ
で
あ
る
が
、
一雇
用
総
量
の
大
幅
な
縮
少
の
な
か
に
あ

っ
て
も
本
工
に
か
わ
る
社
外
工
の
拡
大
が
す
す
め
ら
れ
、
こ
れ
に
規
定
さ
れ
て
流
動
的

過
剰
人
口
の
創
出
さ
れ
る
規
模
が
さ
ら
に
拡
大
さ
れ
た
こ
と
も
特
徴
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
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第 18表 社外工比率の推移

実 数 (人 )

本 工

lAl①

社 外    工②,o L外工比率

(轟)
総

lBl数
入撃慕数離踏薫数解辱ヂ数

i:I[1:| :::::

7,674

7,477

7,010

5,323

・３９
３９
皿
η

・０６

器

・６３

・２０

２０

１２

９．

４３

34。 1

34,2

33.3

28.3

流
動
的
過
剰
人
口
の
創
出
と
国
家
資
金

1978年 11月

12月

19791自  1月

2月

3月

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

1980年 1月

13,237

13,147

12,859

12,703

12,312

11,687

11,478

11,349

11.266

11,192

11,138

11,057

10,910

10,823

10,771

5,180

5,061

4,973

4,870

5,032

4,938

5,312

5,000

5,166

5,018

5,189

5,34

5,297

5,311

5,481

23

27

25

24

65

100

63

67

65

46

88

84

63

92

87

28。 1

27,8

27.3

27.7

29.0

29。 7

31.6

30.6

31.4

31.0

31。 8

32.6

32.7

32.9

33.7

(資料)三菱重工勤労課『勤労統計』各月版およびききとりにより作成。
(注)(1)実在人員数である。

し)構内,構外の合計である。

0)各月によって集計会社数が少しくことなっており,77年 4月および10

月110社 ,78年 4月 および10月 109社 ,11月 108社 ,12月 106社 ,79年 1月

および2月 105社 , 3月 103社 ,4月 97社, 5月 1飩社, 6月 105社 , 7月
および8月 103社 , 9および10月 104社 ,11月 103社 ,12月 102社,80年 1

月103社である。

一
七
七

４３

％

Ｍ

６３

６７

６９

％

５９

″

４．

拠

６９

３８

３７

４８

２５

２．

１４

２。

７

７

磐

・３

１

０

４

６

１

２

０



流
動
的
過
剰
人
口
の
創
出
と
国
家
資
金
　
　
　
　
　
”
　

　

・　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一一
七
八

（
２
）

第
ｒ
表
は
、

「
外
注
率
を
上
げ
損
益
を
改
善
す
る
方
向
」
に
そ

っ
て
立
案
さ
れ
た
生
産
時
間

（
工
数
）
計
画

（
七
七
年
度
ま
で
は
実
績
）
で

あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
総
工
数
が
低
下
傾
向
を
辿

っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
所
外
工
数
は
上
昇
に
転
じ
て
い
る
た
め
、
工
数
の
社
外
比
率

の
上
昇
が
確
認
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
こ
れ
を
訓
練
の
実
施
さ
れ
た
前
後
の
時
期
に
絞

っ
て
、
人
員
規
模
の
実
績
を
も

っ
て
示
し
た
の
が
第
１８
表

で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
本
工
の
減
少
は
八
〇
年

一
月
に
入
っ
て
も
な
お
続
い
て
い
る

一
方
で
、
社
外
工
の
増
加
傾
向
は
同
時
期
に
至

っ
て

も
継
続
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め，、　
一
時
低
下
し
て
い
た
社
外
工
比
率
も
七
九
年

一
月
を
底
に
し
て
上
昇
に
転
じ
て
い
る
。
も
と
よ
り
社
外
工

の
増
大
傾
―向
も
、
造
船
所
全
体
の
労
働
強
度
の
上
昇
や
実
労
働
時
間
の
拡
大
を
反
映
し
て
、
第
１８
表
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
社
外
工
の
入
職
と

離
職
に
よ
る
入
替
え
を
そ
の
内
容
に
し
て
い
る
。
離
職
者
数
は
減
少
し
て
い
る
と
は
い
え
依
然
と
し
て
相
当
の
規
模
に
の
ぼ

っ
て
い
る
。
し
た

が

っ
て
、
社
外
工
の
労
働
に
お
い
て
も
、
労
働
力
の
入
替
え
を
積
粁
に
す
る
工
数
の
切
り
詰
め
、

「
多
能
工
」
化
の
拡
大
、
手
待
ち
時
間
の
減

少
（
終
始
業
管
理
の
厳
格
化
、
賃
金
体
系
に
お
け
る
能
率
査
定
の
厳
格
化
な
ど
が
す
す
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
社
外
工
の
拡
大
に
よ
る
本
工
の
縮
少
は
す
で
に
明
ら
か
で
あ
る
。

（注
）

（
１
）
　
「受
注
の
急
増
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
減
量
化
し
た
本
工
過
小
体
制
を
是
正
す
る
企
業
は
ま
れ
で
、
本
体
を
身
軽
に
し
、
下
請
け
で
対
応
す
る
ケ
ー
ス

が
多
く
、
さ
ら
に
下
請
け
強
化
も
、
常
一雇
い
に
近
い
部
分
の
増
加
で
、
外
注
部
門
の
内
業
化
が
進
行
し
て
い
る
」
。
河
野
善
隆

「長
崎
県

の
地
域
浮
揚

策
を
め
ぐ
っ
て
」
、
『調
査
と
研
究
』、
第
一
六
〇
号
、
八
〇
年
三
月
、
八
ペ
ー
ジ
。

と
こ
ろ
で
、
社
外
工
は
景
気
変
動
の
調
節
弁
と
し
て
採
用
さ
れ
、
ま
た
、
社
外
工
の
そ
う
し
た
位
置
に
お
い
て
本
工
の
雇
用
が
継
続
的
か
つ
安
定
的

に
維
持
さ
れ
え
る
と
い
う
見
解
が
、
社
外
工
論
の
通
説
的
な
位
置
を
占
め
て
き
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
最
近
で
は
、
糸
園
辰
雄
氏
が

「差
別
的
な
複
合

的
な
労
働
力
の
編
成
」
に
つ
い
て
体
系
的
な
研
究
を
発
表
さ
れ
、

「構
内
外
の
下
請
工
の
解
雇
に
よ
っ
て
操
業
短
縮
が
行
な
わ
れ
、
労
働
組
合
に
組
織

さ
れ
た
本
工
は
一雇
用
調
整
を
免
れ
て
い
る
」
と
い
う
事
実
を
一
般
化
さ
れ
る

（糸
園
辰
雄

『
日
本
の
社
外
工
制
度
』、
七
八
年
二
月
二
〇
日
、　
ミ
ネ
ル

ヴ
ァ
書
房
、
は
じ
め
に
、
九
一
ペ
ー
ジ
）
が
、
本
文
に
指
摘
す
る
事
実
は
、
こ
う
し
た
見
解
の
再
検
討
を
せ
よ
？
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

´
造
船
業
を
対
象
に
す
る
通
説
的
見
解
の
展
開
に
つ
い
て
は
、
前
川
忠
良

「造
船
業
に
お
け
る
下
請
中
小
企
業

の
諸
問
題
」、
『経
営
と
経
済
』、
第
六



五
号
、
五
五
年
二
月
、
政
治
経
済
研
究
所
、
前
掲
書
、
松
尾
均
・
栗
木
安
延

「造
船
工
業
の
社
内
下
請
」
（正
・
続
）、
『
国
民
経
済
』、
五
九
年

一
一
月

一
二
月
の
各
号
。
小
林
謙

一
他

『経
済
成
長
下
の
労
働
市
場

（Ⅱ
と
、
六
二
年
、
日
本
労
働
協
会
、
柴
田
勝
次

「長
崎
造
船
所
の
下
請
企
業
の
基
本
的

性
格
と
戦
後
に
お
け
る
展
開
」
、
『福
岡
大
学
研
究
所
報
』、
第
七
号
、
六
六
年
八
月
、
吉
田
滋

「
わ
が
国
造
船
業
の
現
状
と
将
来
」
、
日
本
造
船
工
業
会

『
日
本
造
船
工
業
会
創
立
二
〇
周
年
記
念
懸
賞
入
選
論
文
集
』、
六
九
年
、
日
本
長
期
信
用
銀
行
産
業
研
究
会

『
主
要
産
業
二
十
五
年
史
』、
七
二
年
、

産́
業
と
経
済
出
版
部
、
河
野
善
隆

「造
船
不
況
と
地
域
経
済
の
転
換
」、
『調
査
と
研
究
』、
第

一
三
号
、
七
七
年
三
月
、
清
的

一
郎

「造
船
産
業
に
お
け

る
過
剰
設
備
削
減
と
雇
傭
調
整
匡
、
『機
械
経
済
研
究
』、
第
一
一
号
、
七
八
年
六
月
。
溝
田
誠
吾

「
わ
が
国
造
船
業
に
お
け
る
下
請
企
業
の
存
在
構
造
」

『専
修
経
営
研
究
年
報
』、
第
三
号
、
七
八
年
な
ど
を
参
照
さ
れ
た
い
。
ま
た
、

「階
層
的
労
働
市
場
」
の
理
論
的
な
検
討
に
つ
い
て
は
、
下
山
房
雄

「労
働
市
場
と
賃
金
」
、
高
橋
洸

「帝
国
主
義
段
階
に
お
け
る
賃
金
」
、
い
ず
れ
も
高
橋
洸
ほ
か
編

『講
座
現
代
賃
金
論
』
、
第

一
巻
、
六
八
年
、
青
木

・書
店
を
参
照
さ
れ
た
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

尚
、
こ
れ
ら
の
見
解
は
、
本
工
と
社
外
工
の
労
働
条
件
格
差
を
強
調
す
る
ｔ
之

‐
に
な
る
が
、
休
工
な
ら
び
に

・本
工
家
族
の
地
位

・と上
堺
Ｉ
滝
ら
び
に

社
外
工
家
族
の
お
か
れ
た
状
態
と
を
統

一
的
に
把
握
す
る
う
え
で
難
点
を
も
っ
て
い
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。

，
全
国
造
船
重
機
械
労
働
組
合
連
合
会
三
菱
重
工
労
働
組
合

『菱
労
報
』、．第
八
三
七
号
、
七
九
年
五
月
二
九
日
。

こ
れ
を
社
外
企
業
に
そ
く
し
て
い
え
ば
、
各
社
ご
と
の
実
績
軍
数
の
競
い
あ
い

，
工
数
単
価
の
据
ぇ
お
き
と
工
数
削
減
に
よ
る
実
質
的
な
減
収
↑
社

外
工
を
相
対
的
に
多
く
「吸
引
」
す
る
企
業
と
と

・
も
に
「反
発
Ｌ
す
る
規
模
の
大
き
い
企
業
の
形

‐
成
で
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一　
〕

お

わ

り

に

一
　

　

　

　

　

　

　

Ｉ

　

Ｉ

ヽ

一
　

　

　

一
　

　

‘

１

●

　

　

一

国
家
資
金

の
利
用
に
よ
る
職
業
訓
練
に

つ
い
て
吟
味
し
て
き
た
が
、
最
後

に
総
括
を
し
て
お
き
た
い
。　

ｉ

■

‐

　̈
　
・　
　
　
　
　
　
に

国
家
資
金
の
利
用
に
よ
る
職
業
訓
練
は
、
剰
余
価
値
率
の
上
昇
と
そ
の
実
現
を
保
障
す
る
積
肝
を
な
す
こ
と
に

‥な
っ
た
。
企
業
集
団
内
の
他

事
業
所
へ
の
労
働
力
移
動
に
か
か
わ
っ
た
剰
余
価
値
率
の
変
動
に
つ
い
て
は
確
認
し
え
な
か
っ
た
が
、
訓
練
を
基
礎
に
長
崎
造
船
所
に
お
い
て

す
す
め
ら
れ
た
労
働
強
度
の
上
昇
を
実
労
働
時
間
の
拡
大
に
つ
い
て
は
、
・実
証
ｔ
て

・
き

‥た
ｔ
ｔ
ろ
で
あ
（“

。
ま
た
ヽ
Ｉ
Ｅ
や
Ｑ
Ｃ
に
か
ん
す
る

流
動
的
過
剰
人
日
の
創
出
と
国
家
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金

一
七
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流
動
的
過
剰
人
日
の
創
出
と
国
家
資
金

訓
練
が
、
不
変
資
本
の
充
用
に
か
か
わ
る
節
約
に
結
果
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
利
潤
率
の
上
昇
を
も
た
ら
し
た
こ
と
も
す
で
に
検
討
し
て
き
た

と
こ
ろ
で
ぁ
る
。
さ
ら
に
、
販
売
部
門

へ
の
労
働
力
の
再
配
置
が
価
値
実
現
を
目
的
に
実
施
さ
れ
た
こ
と
は
、
明
ら
か
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
対
極
に
は
、
国
家
資
金
の
利
用
に
よ
る

「
失
業
の
予
防
」
と
い
う
こ
と
と
は
う
ら
は
ら
に
、
職
業
訓
練
を
基
礎
と
す
る
流
動
的
過

剰
人
口
の
創
出
、
労
働
強
度
の
上
昇
と
い
っ
た
事
態
が
つ
く
り
だ
さ
れ
て
い
た
。
し
か
も
、
流
動
的
過
剰
人
日
の
規
模
は
、
国
家
資
金
の
給
付

さ
れ
た
期
間
に
お
い
て
も

っ
と
も
大
き
い
も
の
で
あ

っ
た
。

こ
れ
ら
の
分
析
結
果
は
、
国
家
資
金
が
雇
用
の
維
持
も
し
く
は
創
出
を
目
的
に
企
業
に
給
付
さ
れ
る
場
合
に
は
、
な
ん
ら
か
の
規
制
措
置
を

と
も
な
う
こ
と
な
し
に
は
、

「
失
業
の
予
防
」
は
お
ろ
か
、
か
え
っ
て
相
対
的
過
剰
人
口
の
創
出
に
ゆ
き
つ
か
ざ
る
を
え
な
い
こ
と
を
合
意
し

（
２
）

て
い
る
。
問
題
が
こ
の
よ
う
に
析
出

・さ
れ
る
と
き
、
私
た
ち
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
国
家
雇
用
契
約

（「
お
お

Ｚ
翼
中ｏ
●
出
り
ｏ
日

Ｈ。口
選
ざ
じ

の
諸

制
度
と
そ
の
適
用
状
況
に
注
目
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
国
家
雇
用
契
約
を
構
成
す
る
制
度

の
う

ち

「
雇
主
の
社
会
保
障
分
担
金
の
特
別
免
除
」

（Ｆ
，
リ
ロ．ｏｏ
８

卜
，出
ｏ
り
１

日、Ｐ
黒

“
３

８
Ｌ
一黒
中ｏ
〓

り
■
Ｌ。
口

，Ｆ
り
●
ｏ
∽
８
●
■
ｏ
８
無
浄
）
は
、
雇
主
の
負
担
す
べ
き
社
会
保
障
拠
出

金
を
国
家
が
肩
代
り
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
若
年
者
の
雇
用
を
促
進
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
適
用
を
受
け
る
た
め
に
は
、
ω

一

定
期
間
、
経
済
的
な
理
由
を
も

っ
て
い
か
な
る
従
業
員
の
解
雇
も
お
こ
な
っ
て
は
な
ら
な
い
、
②
一雇
い
入
れ
ら
れ
た
若
年
者
の
雇
用
は
少
な
く

（
３
）

と
も
六
カ
月
間
継
続
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
な
ど
の
規
定
を
遵
守
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

雇
用
の
創
出
が
、
国
家
資
金
へ
の
寄
生
な
し
に
は
構
想
し
え
な
い
と
こ
ろ
に
ま
で
い
た
っ
て
い
る
点
に
、
わ
が
国
と
の
類
似
性
が
確
認

さ

れ
、
資
本
主
義
的
な
限
界
も
み
て
と
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
利
用
に
さ
い
し
て
の
規
制
条
項
の
い
く
つ
か
を
確
認
す
る
に
つ
け
、
わ
が
国
と
の

相
違
と
そ
の
実
効
性
の
い
か
ん
に
注
目
せ
ぎ
る
を
え
な
い
。
こ
の
点
の
吟
味
は
別
稿
の
課
題
で
あ
る
。



T貧

河
野
善
隆
氏
は
、
長
崎
県
の
「造
船
各
社
が
、
…
…
す
で
に
経
営
基
盤
と
し
て
、
予
想
を
上
回
る
大
幅
な
合
理
化
を
実
施
し
、
相
当
の
コ
ス
ト
ダ
ウ

ン
を
実
現
し
て
い
る
」

。
と
指
摘
さ
れ
る

（河
野
善
隆

「長
崎
県
の
地
域
浮
揚
策
を
め
ぐ
っ
て
」
、
『調
査
と
研
究
』、
第

一
六
号
、　
八
〇
年
二
月
、　
三
ペ

ー
ジ
）。

（
２
）

七
七
年
七
月
２
七
八
年
六
月
の
第
一
次
、
七
八
年
七
月
―
七
九
年
六
月
の
第
二
次
、
七
九
年
七
月
―
八
一
年

一
二
月
の
第
二
次
の
国
家
雇
用
契
約
が

そ
れ
ぞ
れ
実

施

さ
れ

て

い
る

（
貯
営
Ｌ
ｖ中∩
お

】″
く
ｏ
■

ｒ
”

Ｒ
ｏ
中∽
８
８

ｏ

Ｆ
諄
ｏ

日
鶴
嘔
５

【．ｏ
日
ｕ
Ｈｏ
Ｆ

Ｕ
ｏ
ｏ
●
ｏ
日
Ｆ

３

∽
一算
一ｏ

，
■
９

１

・
●
ド

『
Ｌ
●

Ｈ
Ｏ
哺
Ｐ

ＨＺ
∽
”
Ｕ
υ
ワ

Ｈ
ド
　
「
Ｈ
ｏ
日
【①
『
て
属
Ｌ
∽〓
①
∽
ｏ
ｌ
いｏ
ｏ
“
．ＨＬ
ｏ
Ｈ
日
鮮
げ
●

３

一
ｏ

∪
い需
“
ｏ
中ｏ
Ｆ

「
Ｒ
お

Ｚ
”
Ｌ
ｏ
●
』

『
ｏ
●
【

日
．り
日
Ｌ
魚
ム
ｏ

●
８
ｏ̈一
ｕｏ●
Ｈ
８
８
占
８
ｒ
「・〓
】
ｏＳ
。
（後
者
の
資
料
は
フ
ラ
ン
ス
大
使
館
情
報
部
資
料
室
の
所
蔵
で
あ
り
資
料
室
の
横
江
恵
美
子
氏
か
ら
そ
の
所

在

を
教
え

て
い
た
だ

い
た
）
。
他

に

冒
出
８
●
ｏ
８
ｏ
摯』
①
Ｐ

Ｚ
ｐ

８
ゝ

ｏ
ヽ
口

Ｎ
日
誅

Ｈ
認
ｏ

な

ど
が
参

考

に
な
る
。

（
３
）

○
国
０
∪
・
く
ｏ
●

，

Ｃ
●
ｏ
日
●
】ｏ
Ч
日
０
二
り
く
ｏ
Ｆ

目
・
Ｈ
Ｏ
お
リ
リ
裁
いｒ

や

い
”

一
九
八
〇
年
六
月
一
一
日
。
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